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    「兄あにっちー！」


    　さわやかな平日の朝に、妹の声がひびいた。


    　ああ、今朝こそは妹に見つからないように登校しようと思ってたのに……。額ひたいを押さえて玄関でうなだれる俺は日向ひゆうが明あ日す太た、都立第三高校の二年生。


    　で、洋服ブラシを片手に玄関に走ってきたのは妹の今日きよう子こ、同じ高校の一年生。


    「あーもー兄っち！　そんなドロドロの制服で学校行くつもり？　いっしょに歩くあたしの身にもなってよね！」


    　妹は俺の肩をぐいっと押さえつけて、ブレザーの上着を洋服ブラシでごしごしこすりはじめた。


    「やっ、やめろよ。くすぐったいだろ！」


    　俺は身をよじって妹を振りはらおうとしたけど、スポーツ万能で女子中に通ってたころから水球部のエースだった妹の腕力と握力は、見た目は色白で細っこいくせにめちゃくちゃ強い。心穏やかな文化系の俺は逃げられない。そのきゃしゃな体のどこに、こんな力があるんだ？


    「兄っちがだらしないからでしょー！」


    「っていうか何なんだ、その兄への敬意も尊敬も感じられない呼びかたは」


    「尊敬してほしかったら、もっと尊敬できるようなカッコいいお兄にいちゃんになってよね。ったく、ちっちゃい子供じゃあるまいし手がかかるんだからっ」


    「あるまいし、っておまえが兄をちっちゃい子扱いしてるんだろーがっ！」


    「ほらほら、明日太ちゃん。きれいにしてあげるからじっとしててくだちゃいね～」


    　小生意気な妹はブラシかけを俺の肩からはじめて、腕から胸、腹……。うぉっとー！


    「おいおい！　そこから先は通行止めだ！」


    　下半身へと伸びたブラシを、俺はあわててつかんだ。妹は、ぷうっとふくれて俺を見上げる。


    「もうっ！　ちゃんと全身きれいにさせなさいよっ、兄っちがどこにでも座るからお尻しりが汚れちゃうんでしょー？」


    　まったく……なんだ、そのハコフグみたいなふくれっつらは？


    



    　俺は妹のことを、かわいいと思ったことは一度も無い。そもそも、俺が生まれてこのかた女子というものに対して常にドン引き姿勢なのは、この妹のせいだ。


    　リアルに妹がいる奴は、決して妹萌もえにはならないと聞く。妹というクリーチャー（および、その妹が家に連れてくる女友達）が、どんなにわがままで小生意気で邪悪かってことを毎日のように、ひしひしと肌身にしみて思い知らされているからだろう。


    　俺も小学生のころ、妹および妹の友達のプリキュアごっこに巻きこまれた。プリキュアごっこでは、男子は怪人役を割りふられ、女子たちにボコボコにされる運命にあった。そして俺は、妹たちのおしりパンチ攻撃ラッシュにさらされて幸福感を感じられるほどの変態上級者ではなかった。


    　そういうわけで俺はずっと「女は凶暴なモンスター」だと思っていた。そんなある日、俺は小学校の修学旅行で京都に行ったときに仏像を見た。


    　男でも女でもない、優しくてたおやかな仏像は、俺におしりパンチをかましてくる極悪な妹たちとは真逆の位置にあった。そこに広がるのはただ清浄で静せい謐ひつなオーラ、不安も悩みも苦しみも全てを溶かして消すような色しき即そく是ぜ空くうの悟りの境地。一目見た瞬間、俺はその荘そう厳ごんな美しさに心をとらわれた。


    　さっそく俺は、参道のお土産屋さんで小さな仏像のフィギュアを買った。フィギュアについてた説明書に、仏教では「女によ性しよう」は男の悟りをはばむ穢けがれた邪悪な悪魔とされている、と書かれてるのを見て俺はわが意を得た気がした。


    



    　うっかり仏像への限りなき愛ゆえに熱がこもりすぎてしまい、説明が長くなったけど、とにかくそれ以来、俺は女嫌いの仏像マニアになったわけだ。今流行はやりの「萌もえ仏像」じゃない。純然たる「仏像萌え」である。


    　このハコフグ状態の妹の顔を見てると、ほんと生身の女子なんてロクなもんじゃない。上品なアルカイック・スマイルを浮かべる仏像をちょっとは見習えと俺は思う。


    　ところが、客観的に見るとこいつはかなりかわいい部類らしい。去年高校の文化祭に来たときに、俺の知らない奴までふくめて「お兄さん、妹さんを紹介してくださいっ！」てなバカが二ダース来たレベルだ。その二ダースのバカが、そのハコフグ（もとい、そんなにかわいくない）、いやハリセンボンみたいなトゲトゲのふくれっつらを見たら絶対泣くぞ？


    「だれに見せるわけでもないし、別に制服が汚れてよーがいいんだよっ！　それより、朝は忙しいのにいちいちおせっかいはやめろって！」


    「朝が忙しいのは、兄あにっちがいつも夜遅くまで変なプラモ作って寝坊してるからでしょ？」


    「変なプラモとか言うなっ、あれは仏像フィギュアだ！　いいから放せって！」


    　俺は必死に妹の腕を振りはらって、玄関から飛びだした。カバンを持ってダッシュで走る。妹は自分もカバンを持つと、超ダッシュで追いかけてきた。ショートめの髪が軽く風になびき、引きしまった細い脚が飛ぶように長いストライドを刻む。


    「はっ……速っ！」


    　水球といえば、水中の格闘技とも呼ばれる。プールの中でやるハンドボールみたいなもんだけど、ハンドボールだってじゅうぶん格闘技レベルなのに、それを水中でやっちゃう妹の体力レベルを、俺は思い知らされることになった。


    「そーだ兄っち、制服もボロいけど私服もダサすぎだよ。高校生男子がポロシャツとかありえないっしょ。しかも口から火を吹いてるワニの刺し繍しゆうとか、明らかにニセモノだし」


    　俺は短距離走レベルのダッシュをかけてるのに、妹はランニング気分の涼しい顔で話しかけてくる。


    「な……なんでおまえが、俺の私服をくわしく知ってるんだよ」


    「このあいだママが洗濯物たたむの手伝ったもん」


    「洗濯物……だとーっ？　ま、ま、まさかおまえ……」


    　俺は、ぴたり、と足を止めた。声が震えた。まさか……いや、まさか、だよな。年ごろの女子が、家族とはいえ男のパンツをたたんだりするはずが……。


    「あ、そうだ。パンツもださいよ、いくらなんでも高校生男子がスヌーピーのトランクスはありえないと思うんだ」


    　しれっ、と妹は答えた。ガー！　俺のパンツを見てしまったのかーっ！


    「おおおおおお袋が買ってくるんだからしかたないだろっ！」


    　いかん、思わずうろたえまくってしまった。妹は、挑戦的な目で俺の顔を下からニヤニヤとのぞきこんできた。


    「高校生にもなって親が買ってくるパンツはいてるとか、そんなんじゃモテないよ？」


    「うっ、うるさい！　俺がモテよーがモテなかろーが、おまえに関係ないだろ！」


    「関係ありすぎだよ！　兄あにっちがカッコ悪かったら、妹のあたしが恥かくじゃない」


    「たまたま苗みよう字じが同じの他人だとか言っときゃいいだろ？」


    「っていうか、妹として許せないわけ！　ほら、このネクタイ曲がってるとことか、だらしないったらもー！」
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    　妹が俺のブレザーのネクタイをぐいぐい引っぱって、結び目を直そうとする。苦しい苦しいっ、絞まってる、首絞まってる～っ！


    　時間帯はちょうど通勤通学ラッシュ、歩道の真ん中で今まさに進行中の殺人事件を横目に見ながら、学生や若いサラリーマンがつぶやく声が聞こえてくる。


    「うおっ、あの娘こチョーかわえぇ～！　スタイルもいいし、モデルとかかなー」


    「俺も毎朝、あんなかわいい娘にネクタイ締めてもらいてぇ～」


    「っていうかあの男は何だ？　どうしてあんなパッとしない奴が、あんな超かわいい娘こにネクタイ結んでもらってんだ？」


    「明らかに弱みを握って強ゆ請すってるんじゃね？」


    「うん、盗撮写真を撮られて強請られてるってとこじゃね？　だってああいう男って、一見マジメそうに見えるけど、意外とああいうのがムッツリスケベだからさー」


    「だよな、でなきゃあんなかわいい娘こがあんなつまんねー男にひっついてるわけねーよな。かわいそうに、その変態野郎の魔手から俺が救いだしてやりたい！」


    　なんか途中から勝手な妄想話が事実であるかのように一人歩きしてるぞ？　くだらないことばっかり言いやがって、とどなりつけたかったけど、俺の首は妹にきゅうきゅうと絞めあげられていて、声を出せない。口から泡は出てきてるけど。


    　っていうか……いくらなんでもネクタイをそんなにきつく締める必要はないだろう、と思って妹の手もとに視線を移したら、妹はなんかまわりでいろいろ言ってる奴らをにらみながら、唇をきゅっと嚙かみ、ぷるぷる震えていた。俺のネクタイをつかんでる手にも力が入ってぷるぷる震えていて、それで俺の首がきつく絞められていたのだった。


    「ひっ……」


    　妹が、耐えかねたように口を開いた。


    「ひとの兄あにっちに勝手なこと言ってんじゃないわよっ、このドグサレどもがーっ！」


    　まわりにいた男どもが、ピキーンッと凍こおりついた。まさに急速瞬間冷凍状態だ。


    「うそっ……兄っちってことは、兄妹っ？　どういう遺伝子？　メンデルの遺伝の法則まちがってない？」


    「どーゆー意味よっ！」


    　妹は牙きばをむく勢いでまわりの男たちをどなりつけると、ぷんすか怒りながらぐいっと俺の腕を引き寄せて、自分の腕を回した。


    「……って、えっおい、ちょっと？」


    　いきなり引っぱられて、俺はコケかける。っていうか、妹が俺の腕をあんまりきつく抱きしめているので、胸が俺の腕に当たってるんですけど！　っていうか、幼稚園のころ庭でいっしょにビニールプールで遊んでたころはつるんつるんのぺったんこだったのに、いつの間にこんなに育ったんだ？


    　はっ、しまった。俺ともあろうものが妹なんかに赤くなってしまった……不覚！


    　とまどってる俺をよそに妹は、


    「ほら兄あにっち、さっさと学校行こっ！」


    　と、まわりの奴らに見せつけるかのようにわざと俺の腕に胸をぎゅうぎゅう当てながら、どんどん歩きだした。まわりの奴らは通勤や通学も忘れて呆ぼう然ぜんと立ちつくしながら、


    「あんな妹がいるなんて……あいつ、いいなぁ……」


    　と、羨せん望ぼうと嫉しつ妬との混じった視線を俺の背中に向けていた。なんか痛い、それにくすぐったくて恥ずかしい。


    「お、おい、放せよ。人が見てるだろ！」


    　俺はとまどいながら妹に言ったけど、妹は俺の腕に抱きついたままヘソを曲げたようにぷいっとそっぽを向いて、


    「いいんだよ、見せつけてやれば！」


    　と、ますます俺にひっついてきた。


    　生意気なんだか何なんだか、いったい妹の奴が何を考えてるのか、俺にはさっぱりわからない。とりあえず今の男たちの中の何人かは、俺に殺意を抱いたような気配がした……。


    



    　結局妹は、電車に乗って学校に着くまでずーっと俺の腕に抱きついていた。


    　二年Ｃ組の教室に入って、俺はやっと妹から解放され、朝から必要以上に疲れて机に突っ伏した。


    「はーっ……。何考えてんだ、あいつ」


    「おはよ～です、日向ひゆうがくん～」


    「今日、ちょっと遅かったでありますな～」


    　いそいそとやってきたのは、仏像愛好会の比ひ叡えいと高たか野のだ。


    　仏像愛好会ってのは何かっていうと、仏像が大好きなＣ組の俺たち三人で立ちあげた同好会だ。さっきも言ったように、「萌もえ仏像」じゃなくて「仏像萌え」だ。仏像写真を愛めでたり、仏像模型を作るほか、経きよう典てんを読んだり写経をしたり座禅を組んだり、寺の散策などをして、お釈しや迦か様の誕生日の四月八日にはみんなで甘茶を酌くみ交わす。


    　小柄な比叡と長身の高野、二人とも仏様のような穏やかな顔立ちで、性格も動きもおっとりしていて、俺が見るかぎり一度も怒ったりどなったりしたことはないし、女の子のことを目で追ったことすら一度もない。まるで高こう僧そうのように、高校生にしてすでに悟りの境地に立っているのだった。


    　女子からすれば、寺や仏像が大好きで休み時間は経典の解釈について熱く議論を交わしてるような俺たちみたいなのは、まるっきりアウトオブ眼中だろう。だが、俺たちにはそれがいい。うるさい女子の相手はテニス部やサッカー部のイケメンに任せておいて、俺たちは気心の知れた男子どうしで、女子に気をわずらわされることもなく、まったりと心静かで穏やかな悟りの時間を過ごすのだ。


    　それが毎日あの小生意気な妹に振り回されてる俺にとって、日々のイライラとストレスを消し去る特効薬だった。


    「あれ、比ひ叡えい。その巻き紙はもしかして……」


    　俺は、比叡が手に持っていた黄色い巻き紙に気づいてたずねた。比叡は、得意げに胸を張って言った。


    「んっふふ、そのとおり～！　京都は黄おう檗ばく山さん萬まん福ぷく寺じの宝蔵院に収蔵されている、鉄てつ眼げん版ばんの一いつ切さい経きよう版木から刷すりだした経きよう典てんなのですよ～」


    「ゴールデンウィークに、比叡くんと二人で京都に行って買ってきたであります～。ユースもたくさんあったし、お寺とか超荘しよう厳ごんだったでありますな～」


    「遷都千三百年祭中の奈良にも寄ったですよね～。東大寺盧る舎しや那な仏ぶつの壮大さにも感動したし、せんとくんと写真も撮ったですよ～。日向ひゆうがくんも来ればよかったのに～」


    「ね～」


    「ね～」


    　比叡と高たか野のは、せんとくんといっしょに写した写真を見せながら楽しそうにうなずきあう。


    「そ、そうなんだ。いいなぁ……行きたかったなぁ……」


    　俺はせんとくんの後ろに見える壮大な東大寺の建物を、なめるように見ていた。比叡は同情した顔で、俺に黄色い巻き紙を押しつけた。


    「まあ、日向くんは妹さんがいるからしかたないですよ～。元気出してください、これお土産にあげますから～」


    「えっ、いいのか？　ありがとう！」


    　黄色い紙に整然と刷られた経典の文字を眺めていると、ゴールデンウィークのときのことが思いだされてきた。ゴールデンウィーク、二人の誘いを断ってまで俺が何をしていたのかというと、妹にあっちこっち連れまわされていたんだった。


    『見たい映画があるんだけど。えーやだっ、兄あにっちもいっしょに来てったら。だって、女の子一人で映画館なんか行ったらチカンに遭うじゃん！』


    『池袋っておいしいラーメンの店がいっぱいあるんだって、兄っち連れてって。えーっ、女の子お一人様でラーメン屋に入るなんて恥ずかしいよぉ～！　連れてって～！』


    『ボウリングのタダ券もらったんだ、行こっ！　そりゃ兄っちもいっしょに決まってるじゃん、あたしボウリングの点数の機械の使いかたわかんないし～』


    　……とまあ、こんな感じだった。


    　もちろん、ゴールデンウィークだけじゃない、ふだんの土日祝日などの休日も、妹はいつも俺にひっついてる。だから俺は、比ひ叡えいたちが休日を利用してちょっと足をのばした寺めぐりをしてるのに、一度も合流できたためしがない。


    「っていうか……なんで妹はいつも俺にひっついてるんだよ。友達いないのか？」


    　俺は経きよう典てんを見ながら、がっくりとうなだれた。高たか野のが俺の前の席のイスに、後ろ向きに座って聞いてきた。


    「日向ひゆうがくんの妹さんって、あの美人な子でありますよね～？」


    　俺はドキッとした。ま、まさかこいつらまで妹に気があるのかっ？　悟りを開いてたんじゃなかったのか？　俺の最後の心のよりどころまで、妹は奪っていくのか？


    「び、びびび、美人か？」


    　ドキドキしながら、俺は高野にたずねた。高野は菩ぼ薩さつのような細い目をさらに細めて、うーんと考えこむ。


    「そこそこ美人だと思うでありますけど～？　まあたしかに、広こう隆りゆう寺じの弥み勒ろく菩薩ほどじゃないでありますけど～」


    「へ？　弥勒菩薩？」


    　五十六億七千万年後に人々を救いにくるという、伝説の仏様のことか？


    「あの気品のあるたおやかな美しさは、しょせん生身の女子なんかでは太た刀ち打ちできないでありますよ～。弥勒菩薩だけにみろく魅力的、なんつって」


    　今一瞬、氷河期が来た気がした。そのギャグはちっとも面白くないが、高野はうっとりして弥勒菩薩のみろく、じゃない魅力について語りつづける。


    「あの伏せた瞳ひとみがかもし出す慈悲といい、つややかな肌とスレンダーなボディラインといい、まさに美の極致でありますよ～。ぶっとい脚をミニスカからむき出しにしている生身の女子高生など、逆立ちして五十六億七千万年経たったところで、勝てるわけがないでありますな～」


    　なぜ俺は今、この高野のことばを聞いてミニスカの生足の女子高生が逆立ちしてる姿を想像してしまったんだろう。二人に比べて、まだまだ悟りが開けてないってことか……不覚っ。


    　比叡も、高野といっしょになってうなずいた。


    「そうそう、妹さんはわたしも興味ありませんが客観的には美人と呼ばれる造ぞう作さくだとは思いますが、興こう福ふく寺じの阿あ修しゆ羅ら像ぞうにはぜんっぜん負けますよ～。あの憂うれいを帯びた厳しい瞳ひとみに見つめられると、心がメロメロになってしまうですよ～」


    「……やっぱ、おまえらと話してると癒いやされるわ」


    　こいつらにとって実在美少女[image: ][image: ][image: ][image: ]超えられない壁[image: ][image: ][image: ][image: ]仏像、ということをあらためて実感した。もちろん俺もそうだが。


    　しょっちゅう妹を紹介してくれとか言われてウンザリしてる俺にとって、やっぱりこの二人はひとときの心のオアシスだ。


    「しかし、弥勒菩薩ほどではないにせよあんな綺き麗れいな子が友達いないとか、無いと思うでありますけどね～。小・中学校のころはどうだったんでありますか～？」


    　おっとりゆっくりと高たか野のに聞かれて、俺はハッとした。


    「小・中学校のころ？」


    　がんばって、思いだしてみる。


    「中学校は……あいつ中学は聖エルモ女学院に行ってたから」


    「ああ、キリスト教系の私立の女子中でありますな～。あそこって、水球の名門でありますよね～？」


    　そして俺は中学時代、仏像好きが高じて仏教系男子中の鳳ほう凰おう学園に通ってた。ところがせっかくの仏教系中学なのに、まわりには仏教に興味のある男子なんていなかった。まあリアルに考えて思春期の男子が色しき即そく是ぜ空くうな仏教に興味を持つとは思えないから、それはしかたない。


    　だけど俺は、情報交換する相手がいなくてけっこう孤独だった。変わり者の中二病のオタクだと思われるのが嫌で、仏教系中学にいるにもかかわらず仏教に興味があることを隠さないといけないレベルだった。


    　でも高校二年になって、こいつら二人と運命の出会いを果たした。こいつらは高こう禅ぜん寺じ学園っていう別の仏教系男子中出身で、中学時代から親友どうしだったらしい。


    　二人は俺がこっそりカバンにつけてた小さな金剛杵ヴアジユラ（カギ爪のある鉄アレイみたいな形の密教の法具）のキーホルダーを見つけて、「日向ひゆうがくんって仏教に興味があるんですか～？」「ぼくたちもなんでありますよ～」と、話しかけてきてくれた。


    　それをきっかけに、俺は堂々と仏像好きを公言し、三人で仏像愛好会を立ちあげたんだ。まだまだこの二人ほどの上級者にはなれてないけれど……。


    「水球の名門か、すごいですね～。日向くんもいっしょに泳いだりするですか～？」


    「っていうか、日向くんはたしか喘ぜん息そくでプールに入れなかったでありますよね～？」


    　たしかに中学生のころ、まだ少し喘息が残っていた俺はプールをずっと見学していた。だけど、じつは医者は喘息の治療には適度な水泳をしろって言ってた。幼稚園のころ……そういえば妹が水泳をはじめたのも、もともとは俺の治療もかねていっしょに通いはじめたんだったっけか？


    　たぶん俺だけすぐにやめたんだと思うけど、よく覚えてない。で、中学生になって環境が変わったせいか喘息の発作が格段に減って、中二からこっち一度も発作を起こしてない。つまり俺はもう完治してるはずなんだが、水泳はずっと見学していた。


    「喘息はたぶんもう治ってると思うんだけど、なんかプールが怖くてさ」


    「ま、いいんでありますよ～。水泳なんて、修行中の釈しや迦かを誘惑した悪あく霊りようどもと同然、半裸の男女が交じりあい悟りを開くじゃまをする魔ま性しようの授業でありますから～」


    　なんかすごい説得力だな、さすが上級者は言うことがちがう。


    「まあとにかくそういうわけで、俺は小学校卒業からこっち、妹が学校でどんなことしてたかとかよく知らないんだよ」


    「でも妹さん、高校でも水球部に入ってるわけですよね～？　じゃあ部活の友達とかいるでしょう、さすがに～？」


    「それもそうだよな、さすがにいないとおかしいよな？　なんで妹は、部活の友達と遊ばないんだろう……？」


    　一瞬、俺の胸に心配がよぎった。


    「もしかして……妹、嫌われてたりするのかな？」


    「えっ、だって性格良さそうな感じですよ～？」


    「いや、性格はどうかわかんないけどさ。でもいちおう平均よりけっこうかわいいわけだろ、いや俺は全然そうは思わないんだけど、客観的に見てさ？」


    「そうですね～、阿あ修しゆ羅ら像ぞうには負けるですけど～」


    「女子って、そういうの嫉しつ妬として村八分にするんじゃないかなー、とか思うんだよな」


    　聖エルモ女学院も鳳ほう凰おう学園も高校が無いので、卒業生のほとんどはこの都立第三高校に進学する。つまり、妹の友達関係は中学校のときとあまり変わってないはずだから……。


    「中学時代に嫌われてたら、そのままの人間関係が高校までつづくことになるだろ？　それで妹には、今も友達がいないんじゃないかなー……」


    「そんなふうに見えないですけどね～、明るい感じですし～」


    「小学校はどうだったでありますか～？　妹さん、小学校も私立だったでありますか～？」


    「いや、小学校は同じ公立に通ってたけど……」


    　あれ？


    　小学校のころの記憶が、スコーンと消えている。いや、修学旅行とか運動会とかテストとか遠足とかいろんなことを覚えてるんだけど、その記憶の中に妹の姿が見当たらない。同じ学校だったはずなのに、毎日いっしょに集団登校もしていたはずなのに。


    「なんでだ？　小学校のときの妹のことって、全然覚えてないぞ？」


    　俺は頭をかかえた。信じられないぐらい思いだせない。うんうんうなってると、高たか野のが仏様のように優しい慈悲の心でフォローしてくれた。


    「子供のころのことだからじゃないでありますか～？」


    「いや、もっと子供のころのことは覚えてるんだ。幼稚園のころ、妹といっしょにビニールプールに入ってたこととかさ」


    「ビニールプールって、さすが水球部。当時から水が好きだったでありますね～」


    「そうかもな、妹は年中組のときにはもう親に頼んでスイミングに通ってたし。積極的で何にでも挑戦してたし、幼稚園でも友達がいっぱいいたよなあ」


    　俺は幼稚園のころに、はじめて喘ぜん息そくにかかった。だから砂ボコリの舞い散る園庭で遊ぶなんてありえなくて、もともと内向的な性格だったこともあり、一人で絵本を読んだりブロックで遊ぶのが好きだった。妹はそれとは対照的に、いつも友達に囲まれてその真ん中で笑ってるような子供だった。


    「妹の奴、あのころは俺のそばにいたことなんてちっともなかったのに。いつからあんなひっつき虫になったんだ？」


    　いろんなことが頭の中でぼんやりして、どうも思いだせない。俺はがんばって思いだそうとしていたけど、一時間目の開始のチャイムがキンコーンと鳴ってそれっきりになった。


    



    　家に帰って、俺は自分の部屋で宿題をしたあと、比ひ叡えいたちにもらったお土産の経きよう典てんを写経していた。


    　妹は水球部の練習で、いつも帰りが遅い。水泳部のほうが部員数がずっと多いので、遠慮しながらプールを使ってるからだ。放課後はまずランニングなどの基礎練をして、水泳部が上がってからプールに入ってるらしい。


    　このしばしの安息の時間、俺は趣味の写経をしたり、ツタヤで借りてきた『仏像探訪』や『古寺巡礼』といったＤＶＤを観たり、仏像フィギュアをカスタムしたりして、心穏やかな時間を過ごしている。全ての悩みや煩ぼん悩のうが洗い流されていくような、清浄な時間。


    「うーん、やっぱり仁に王おう像ぞうはこの筋肉の隆起部分の色ハゲ感やこすれ感を出すと、グッと映えるなあ」
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    　目の細かいサンドペーパーで仏像フィギュアをこすっていると、頭の中が空くうになる。色しき即そく是ぜ空くうの空、まさしく清浄なる禅と悟りの境地だ。


    「兄あにっちー、兄っちのタンスにあたしのタンクトップまちがって入ってない？」


    　禅と悟りの境地に土足で踏みこんでくる奴が出現した。ぺたぺたぺた、とはだしの足音を立てながら、俺の部屋を歩きまわる。


    「おまえなー！　ひとの部屋に入ってくるときはノックぐらいし……」


    　ろよ、まで言い切る前に俺の時間はピキーンと固まった。


    　振りかえった俺が見たものは、バスタオル一枚胸に巻いたっきりの妹の姿。


    　学校から帰って夕飯の前にソッコーでシャワーを浴びたんだろう。髪の毛がつやつやと濡ぬれて、髪の先から水滴がぽたぽたと真珠玉のように落ちている。色白の肌は、シャワーで温まってピンクに染まっている。


    「なっ……なななっ、何だその服装はっ……っていうか服装の欠如は！」


    「シャワー浴びてたんだもん、しかたないでしょ。プールで体冷えてるし、学校にはお湯の出るシャワーが無いんだし」


    「シャワーを浴びるなとは言わん！　なんでそのまま、外に出てきてるんだって言ってるんだ！」


    「だってタンクトップが無いんだもん。なんでママって、白いタンクトップとランニングの違いがわかんないんだろ？」


    　妹がバスタオル一枚のまま、俺の部屋のすみのタンスの前にしゃがむ。おいおいおい、見える見える見える、何がとは言及しないけど見えるぞこら！


    　俺は妹のほうを必死で見まいとするけど、しかし妹が俺の下着が入ってる引き出しをあさりはじめているのを見ては、見て見ぬふりもしきれない。


    「わー、トムとジェリーのトランクスまであるんだー。けっこうかわいいじゃん」


    「見るな、触るな、広げるなっ！　ついでに俺の下着をあさるなっ！」


    　俺は妹の手からトランクスをひったくった。妹は俺の怒りなど完全にスルーして言った。


    「兄っちー、やっぱり高校生男子がトムとジェリーのパンツはどうかと思うよ。土曜日買いに行こうよ、どうせ土日は水泳部が一日中プールを使ってるから水球部の練習無くて、あたしヒマだからつきあったげるよ？」


    「俺はヒマじゃない！　それに俺のパンツの心配より先に自分がちゃんと服を着ろっ、裸のままで家の中をウロウロするな！」


    　俺がどなっても、妹はしれっとした顔をして、腕を後ろに回し足をちょっと組んだポーズで立っている。


    「だって、タンクトップが無いんだもん～」


    「Ｔシャツでも何でも着とけばいいだろ！　裸でウロウロして、それでも女か！」


    「見てみる？」


    　ぺらっ、と妹はバスタオルを両手で開いた。


    



    　うぎゃああああああああああっ！


    



    「ばばばばばばバカッ、巻けっ、早く巻けっ！」


    　地震じゃないけど、俺は机の下に頭を突っこんで叫んだ。っていうか俺的には「妹・地震・雷・火事・オヤジ」な気がする。


    　妹はまだバスタオルをフルオープンにしたまま、小生意気な顔でニヤニヤして俺を見ている。おまえなー、腹を冷やしてハライタ起こすぞ。


    「土曜日、いっしょに買い物に行くって約束したら巻いてあげるよ？」


    「なんだ、その交換条件は！」


    「約束しないならこうだ。えいっ」


    　妹は腕を動かして、開いたバスタオルをぱたぱたと羽ばたかせる。風といっしょに、風呂上がりの妹のせっけんの香りがふんわりと俺のほうへ流れてくる。


    「えーい、おまえは忍法ムササビの術を使う忍者か！」


    「行こーよー行こーよー、買い物行こーよー！」


    　高校一年生にもなってガキか、こいつは！


    　いや、ガキじゃない。ちらっと見えた（もちろんすぐに見えなかったことにした）あの胸は、もうガキじゃない。


    　ガキじゃないのに何やってんだ、このバカはーっ！


    　……と、爆発しそうになっていた俺だが、ふと窓のほうに意識が向いた。


    　カーテンが開いてる。っていうか窓が全開になってる。サンドペーパーをかけて下地を整えたあとで、仏像フィギュアにプラカラーを塗る予定だったから、シンナーくさくならないように開けてたんだ。


    　ひんやりした夜風が入ってくる。もちろん、俺の背中もひんやりとする。


    「ちょっ……きょきょっ……きょきょきょっ……」


    「何なの、いきなりウグイスの物マネ？」


    「ホケキョでも法ほ華け経きようでもないっ！　今日きよう子こっ、窓っ！」


    「まど？」


    　くるり、と妹が窓のほうを見た。その瞬間、風呂上がりでほんのりピンクに上気していた妹の肌が、ゆでダコみたいに全身真っ赤になった。


    「……きっ……」


    　ばっ、とバスタオルで体をぎゅっとつつみこむ。妹の全身から脂汗がドッと吹きだした……かと思うと、


    「きゃああああああーっ！」


    　耳をつんざく甲かん高だかい悲鳴を上げて、妹は光速の勢いで俺の部屋から飛びだした。


    　やれやれ、やっといなくなってくれた。っていうか、窓の外にはだれもいないのに、窓が開いててだれかに見られるかもってだけで妹があんなにもあわてふためいたのが、俺には意外だった。そんなに恥ずかしいのになんで俺の前では平気なんだよ？


    「俺の前では、平気で裸でウロウロしてたくせに……」


    　つぶやいた瞬間、さっきのバスタオルをフルオープンにした妹の残ざん像ぞうがまぶたの裏に浮かんできて、俺は慌てふためいた。


    「いやいやいやいや！　俺は何も見てないぞ、っていうか妹の裸なんて小さいころから見慣れてるし！　カボチャも同然だし！」


    　なんで心臓がこんなにドキドキしはじめてるんだ？　相手は「あの」小生意気な妹だぞ？　腹がムカムカすることはあっても胸がドキドキするとかありえないだろ、常識的に考えて！


    「そ……そうだ。仏像カスタムの途中だった……」


    　俺は必死に煩ぼん悩のうを振りはらいながら、机の上の塗りかけの仁に王おう像ぞうに向かった。そして仁王像の鋭い眼光ににらまれながら、般はん若にや心しん経ぎようを口の中で唱えつつ、悟りを求めつづけたのだった。


    



    　結局俺は、仁王の眼力をもってしても心が落ちつかなかった。


    　夕食のテーブルについたとき、スウェットに着替えた妹の髪がまだ少し湿ってるのを見て、風呂上がりの妹の映像がまぶたの裏にフラッシュバックしてしまった。必死に平常心をよそおって夕食をとってはいたけど、やっぱりそわそわしていた。


    「あ、そうだ。兄あにっち、あしたツタヤ行く？」


    　マグロの刺身にかじりつきながら、妹がだしぬけに聞いてきた。


    「えっ……あ、ああ、いや別に……」


    　妹相手だというのに、俺は妙に緊張してしまって、思わずうろたえた返事をしてしまった。


    「えー、ウソ！　さっき『仏像探訪』のＤＶＤを返しに行くって言ってたじゃない、あっくん」


    　妹のごはんのおかわりをぺたぺたつぎながら、お袋が俺に言った。妹の「兄っち」もいかがなものかと思うが。


    「あっくんはやめろよ、お袋。俺もう高校二年生だぞ」


    「だって明あ日す太ただからあっくんでしょ。いっくんじゃおかしいじゃない」


    「そういう意味じゃなくてっ！　高校生男子なんだから呼び捨てでいいんだよ、呼び捨てで」


    「『あすた』って？　なんでー、あっくんのほうがかわいいじゃない」


    「そうだよ。『兄っち』だってかわいいのに、兄っち嫌いやがるんだよね。わがままー」


    　妹が俺の皿からこっそり甘エビを誘ゆう拐かいしながら、勝手なことを言いやがる。


    　親父はサラリーマンでいつも帰りが遅いから、夕飯の食卓はいつも俺とお袋と妹の三人で囲んでいる。


    　ちなみにお袋は高校生二人の母親のくせに、去年うちの高校の文化祭に来たときに短大生とまちがえられて三年生にナンパされまくったという武ぶ勇ゆう伝でんを持つ。家ではエプロン姿だからもうちょっと落ちついてはいるけど、たしかに年齢よりはかなり若いと思う。そして、妹によく似ている。


    （顔が似てるんなら、そりゃ性格も似てるよな……）


    　この二人に俺の呼称を変更させる努力がムダであることを、俺は悟った。


    「じゃあ、あたしも今夜じゅうにこのＤＶＤ観ちゃおうかな。そんで、いっしょに返しにいこうよ」


    　そう言って妹が足もとに置いてた青いツタヤバッグから取りだしたのは、三枚のＤＶＤだった。『恐怖のグロドロゾンビーズ～プルトニウム大作戦』『続・恐怖のグロドロゾンビーズ～宇宙からの熱死線』『新・恐怖のグロドロゾンビーズ～ときめきラプソディ』というタイトルのＤＶＤだった。すごいマイナーなＣ級テイストがあふれてるけど、続編が二本も出てるってことはけっこう売れてるのか？　っていうか、「新」でいきなり思いきって方針転換してるのは大人の事情？　にしても、「思いきって方針転換」→「やっぱり売り上げが上がらず打ち切り」って、リアルな死亡パターンだなあ。


    　とはいえパッケージはいずれも、半分液状化したドロドロゾンビに飲みこまれて悲鳴を上げる白人男女の写真だった。「新」はそれに、無理矢理ピンクのハート模様をＣＧで合成してあるだけ。俺は思わず、口の中の刺身を吹きだしそうになった。


    「おまえなー！　刺身食ってるときにグロいもの見せるなよ！」


    「っていうかきょーちゃん、よくそんな怖そうなの借りてきたわねー。テレビの心霊写真でも、泣いて怖がってぜったい観ないくせに」


    「うん……この映画で最後に腐って液状化したゾンビの群れが、アメーバ状の巨大ゾンビになって町を襲うんだって。それが超萌もえるとか言って、友達に無理やりおすすめされたんだけど」


    「なんか萌えの対象になりにくそうだけどなあ」


    「気が進まないけど、感想言ってあげないとだし……」


    　ふう、と妹はＤＶＤのジャケットを見つめてため息をついた。っていうか、


    「おまえ、ちゃんと友達いたんだな」


    　俺はちょっとホッとした。妹は、何言ってんのと言いたそうな目で俺を見る。


    「とーぜんでしょ、部活やってるんだし。あたし一年のホープだから、先輩たちにもかわいがられてるんだよ」


    　そうかそうか、安心した。っていうか、そんなに友達がいるんならよけいに、こいつはどうして俺にばかりひっついてるんだという疑問がふくれあがってくるんだが。


    「まー、友達は大事にしないとな。ちゃんと観て感想を語りあうことから、友情がさらに確固たるものになるってなもんだ」


    「だよね。兄あにっちもいつも電話で、友達と仏像の話で盛りあがってるみたいだもんね」


    　そうは言っても、妹はまだちょっと決心がつかないらしい。『恐怖のグロドロゾンビーズ』のパッケージで手持ちぶさたふうに自分のくちびるをポンポンと叩たたきながら、俺のほうを何度かちらちら見て、猫なで声で聞いてきた。


    「兄あにっち、これ……いっしょに観ない？」


    「無理、仏像のカスタマイズ中だから」


    　俺はあわてて食事をすませて、席を立った。こういうグロドロ系って、なんか知らんが女子のほうが好きなんだよな。心穏やかに仏様を愛めでる日々を過ごしたい俺には、ちょっとキツすぎる。ここはさっさと退散するのが勝ちだ……と思って、俺は食器を洗い場に放りこむと、大急ぎで階段を駆けあがった。


    「えー！　兄っちがちゃんと観ろって言ったくせに！」


    　ぷう、と妹はふくれっつらで俺をにらんでいた。


    



    　その夜……。


    　俺は二時ぐらいまでかかって、やっと仁に王おう像ぞうのダメージ加工を仕上げた。まるで本物の仁王像みたいだ。数百年間風雨にさらされつづけて、それでも……いや、それゆえにか、凜りんとした不変の闘気をたたえている。


    「ふー癒いやされる……やっぱり仏像を見ると心が無になって落ちつくなあ」


    　比ひ叡えいや高たか野ののような上級者とちがって、俺はまだまだ悟りには遠い。とはいえ荘そう厳ごんな仁王の姿のおかげで、妹の風呂上がり姿はだいぶ俺の脳裏から消えてきていた。


    　やっとこれで、いつもどおり穏やかな無の心で眠りにつける。俺はベッドの枕元に仁王像を置いて、あらゆる魔や煩ぼん悩のうを退散させるその眼力に身をゆだねつつ、まさにお釈しや迦か様さまが死んで涅ね槃はんに入ったときのような静かな無の境地で布ふ団とんをかぶり、眠りについたのだった。


    



    　ごそごそ。


    （……ん？）


    　がさごそ。


    （……何だ？　窓をずっと開けてたから、ゴキブリでも入ってきたかな……）


    　ごそごそごそ。がさごそごそ。


    （って……うげっ、でっかいゴキブリが俺の布団の中にーっ！）


    　俺は、悲鳴を上げて跳はね起きた。


    「うぎゃああああああああっ！」


    「きゃああああああああああっ！」


    　ん？　ゴキブリが黄色い悲鳴を上げるとか……？


    　ちがうっ。ゴキブリじゃないっ！　こんなやわらかいゴキブリがいるはずがない！


    「なんでおまえがここにいるんだーっ！」


    　俺は掛け布ふ団とんをガバッとはがして、天井の蛍光灯をパチンとつけた。俺の隣でパジャマ姿の妹が、羊の形の枕を抱いてまんまるくなっていた。


    「ＤＶＤ全部観たの」


    「で？」


    「超怖かったの」


    「だろーな」


    「だから今日はここで寝る」


    「なんでだよ！」


    　いくら兄妹でも、中国の古典に「男女七歳にして席を同じゅうせず」ってことばもある。席ってのは学校の席じゃなくて敷物、つまり布団のことだ。要するに、高校生の男女が同じ布団で寝るとか、ありえないってことだ。


    　つまり妹の奴は、高校生にもなってまだまだガキなのか、あるいは俺のことを男だなんてこれっぽっちも全然まったくちーっとも思ってないか、どっちかだろう。


    　だけど、そうはいっても妹はもう高校生だし、俺はたとえ兄あに貴きであっても、これでもいちおう男のうちだ。妹は小さいころから本気で怖がりではあるけど、ここは心を鬼にして追い出さざるをえないだろう。


    「出てけ」


    「やだ」


    「出てけ」


    「やーだっ」


    　くっ……強情な奴め！


    「じゃあ俺が出ていく！」


    　俺はベッドから飛びおりた。が。


    「いいよ。でもあたし寝ね相ぞう悪いから、兄っちがいないすきにうっかりそのへんのヘンテコリンな仏像壊しちゃったらごめんねぇ～」


    「うっ」


    　俺は、廊下へ出ていこうとしていた足をぴたりと止めた。


    　そして悪魔を見るような目で、妹を振りかえった。


    　妹は俺の顔を見つめて、勝利を確信した笑みを浮かべた。


    



    　こうして、俺は妹と同じベッドで一晩を過ごすことになってしまった。


    「すー、すー、すー」


    　妹は一瞬にして眠りこんでしまった。おまえは野の比びのび太か！


    　水球部なんて過酷な部活をやってるんだから、疲れてるのはよくわかる。でも俺は妹のせいで、精神的に疲れきってるというのにちっとも寝られない！


    「あづい……」


    　まだ五月だから、こんなに寝苦しいほど暑いはずがない。でも自称・寝相の悪い妹は、謙けん遜そんじゃなくほんとに寝ね相ぞうが悪くて、あおむけからごろろんと一回転半して俺の上に手足を置く形で止まった。


    　俺は、いわば妹の抱き枕状態になっていた。妹の前半身が、俺の体の片側にぴっとりと密着している。もう少し細かく言うならば、妹の上半身の出っぱってるところが俺のわき腹にむにゅうと押しつけられている。


    　こうなってしまっては、俺は布ふ団とんの中でぴくりとも動けない。ちょっとでも動いたら、その婉えん曲きよくに言うところの「出っぱってるところ」を俺の体がこすることになる。電車の中でちょっとカバンが女子の出っぱってるところにさわっただけでも駅長室に連行される今日このごろ、李り下かに冠かんむりを正さず、っていうか死んでもこの妹のそんなところをさわりたいとか思わないし！


    　俺の耳元を、妹の寝息が軽やかにくすぐっている。電気を消したら怖いとか言って明かりをつけっぱなしなので、妹の寝顔がはっきりと俺の顔のそばに見えた。
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    　俺の妹だから特別どうってことは思わないけども、でも百歩譲って客観的に見たら、やっぱりかなりかわいいほうなのかな……と思う。いや、顔だけの話だぞ。この小生意気で勝手でわがままな性格は、ちーっともかわいいわけないんだからな？


    　そのかわいい顔が、俺の横ですーすー寝ている。悟りを開くために断だん食じきをしていたお釈しや迦か様さまでも、こんな厳しい苦く行ぎようはしていなかったにちがいない。


    　というわけで、俺は結局その夜、まんじりともできず寝返りも打てず、直立不動の姿勢のまま指一本動かせずに、遠い夜明けを待つはめになったのだった。
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    　睡眠不足のまま、俺は翌朝、とぼとぼと疲れた体を引きずりながら学校に向かった。


    「うーん！　今日もいい天気ですな、兄あにっち！」


    　それとは対照的に、妹は元気すぎる。道を歩く俺の背中を、力いっぱいばんばん叩たたいてくる。っていうか、空はどんより曇ってるんだが……。


    「どーしたのっ、ほらしゃんと背すじ伸ばして！　朝は一日の始まりだよっ？」


    「おまえの言うことは、よく聞いてみるとすごく意味不明だな」


    「背すじがのびてないから、よけいに背が低く見えちゃうんだよ？」


    「大きなお世話だ、ほっとけ」


    「あーっ、後頭部に寝グセ！　あたしともあろう者が、見逃してた！」


    　妹がカバンからピンクのキティちゃんのブラシを出して、後ろから俺の頭を乱暴にガシガシととかしてくる。


    「痛い痛い！　ブラシが頭皮に刺さってる！」


    「がまんしなさいって、兄っちが変なカッコしてたら妹のあたしまで恥かくんだから」


    　まったく、なんでこいつはこう小生意気で乱暴なんだ。いくら顔がかわいくても、この性格じゃぜったい彼氏なんてできないに決まって……。


    「うおっ、ラッキー日向ひゆうが今日きよう子こいた！」


    　ん？　どこからか、妙な声が聞こえてきたぞ。


    「言っただろ、五分早く家を出るのがコツだって！」


    　何だろう、じりじりと背中が熱い。もしかして太陽の紫外線？　いやまさか、まだ五月なんだから太陽光線がこんなに熱いはずはない。これはもしかして……視線？


    　俺はなるべく顔を動かさないように、そおっ……と目だけでその視線をたどってみた。俺たちから少しはなれた電柱の後ろに、男子が二人隠れていた。近くの男子高の制服を着て、朝っぱらから妹に熱い視線を向けていた。やっぱりか！


    「だな、さっそくファンクラブの掲示板に書きこんでおかなくちゃ。日向今日子が家を出るのは朝七時三十五分……、と」


    　そいつらは、携帯でポチポチと何かを打ちこんでいた。俺の地じ獄ごく耳みみがダンボのように、その声を拾う。なんで他校の男子が妹のフルネームを知ってるんだ？　いやそれ以上に、おいこら、今サラッと聞き捨てならないこと言ったな！


    「……なんで他校におまえのファンクラブがあるんだ？　しかも、えらい組織的みたいだが」


    「ファンクラブ？　何それ、知らないよ」


    　妹はきょとんとしている。とぼけてるっていうより、本当に知らないらしい。だけど、視線はますます増えている。背中に穴があきそうなほど見られてる。背中だけじゃない、あっちからもこっちからも視線を向けられてる。なんで妹はこの視線に気づかないんだ、よっぽどニブいのか興味が無いのか？


    　俺は、そっと目を動かして周囲を見まわした。壁のかげ、塀へいのかげ……あっちこっちに身を隠しながら、俺たちのまわりにいつしか有う象ぞう無む象ぞうの男子高校生どもが集まって、ひたひたと尾行していた。


    　いや、身を隠してる奴だけじゃない。ある者はちょっと前を行きながら、きょろきょろと振りかえっている。ある者は道路をはさんで反対側の道をこっそり自転車で併走し、ある者は屋根から屋根へと追いかけてくる。


    「おまえの追っかけには忍者が交じってるのか？」


    「ぼっかけ？」


    「だれが牛すじとコンニャクを甘辛く煮込んだ神戸名物だ」


    「テレビでやってたけど、ぼっかけラーメンおいしそうだったぁ～」


    「おまえラーメンの話ばっかりだな」


    「ラーメンおいしいじゃん。アツアツで体あったまるし、おいしいし、おなかにたまるし、しっかり地に足がついた硬派な感じじゃん。しかもお手ごろ価格だしね」


    「女子ってクレープとかパフェとか、そういうスイーツ（笑）が主食じゃないのかよ」


    「ぼっかけラーメン、東京で食べられるところあるかなあ。兄あにっち、こんど連れてってよ」


    「だから、なんで妹とラーメン食くいに行かないといけないんだ！」


    　水球部で運動量が多くて体がエネルギーを求めてるせいかもしれないけど、妹は、まるっきり色気より食い気のガキである。そりゃーこれだけ追っかけがいて熱い視線を向けられてたってちっとも自覚してないはずだ。ぼっかけよりも興味を持たれていない追っかけたちに、俺は同情を禁じえなかった。


    「でも、あたしといっしょにラーメン食べに行きたいんだったら、まずもっとましな私服を着てよねっ！」


    　ぴんっ、と妹が人差し指を立てて偉そうに言った。っていうか、どういう流れからそのセリフに結びついてくるんだ？


    「いやいや、俺はおまえとラーメンを食べに行くなんてひとっ言ことも言ってませんよね？」


    　ぴくん、と俺は視線が背中を刺す鋭い痛みを感じた。


    　追っかけたちの視線だ……今の俺たちの会話を聞いて、こいつらのジェラシーが頂点に達してしまったらしい。


    「兄あに貴きがいるとは聞いてたけど……あれがそうか？　妹と全然違うじゃねーか！」


    「まあ不細工とまではいかないけど、十人並みってとこか」


    「むしろ超不細工なほうが面白い奴と思われてモテたりするから、ああいう地味で目立たないタイプは一番モテないんだぜ」


    「だなだな。あんな奴、兄貴じゃなかったらザコ中のザコだろ。一般人だったら、あの日向ひゆうが今日きよう子こと会話なんかできる身分じゃないレベルだぜ」


    　何だそれは、妹はどこかの国の王族か？


    「まあ日向ひゆうが今日きよう子こもいっしょに歩くのカッコ悪い的なこと言ってたし、すぐ見捨てられるんじゃね？　あんなレベルの兄あに貴き、気にすることねーってばさ」


    　うーん、遠慮なく言ってくれちゃって。朝から気分が落ちこんできたぞ。


    「兄あにっち、なんかあいつらさっきから勝手なことばっか言ってない？　ちょっくらガツンと言ってやったら？」


    　妹は微妙にムカついたような顔で、後ろからついてきてる数人の男子をチラチラ見ていた。さすがに至近距離からついてくるような男子には自信と勝算があるのか、男の俺でも思わず二度見してしまいそうなほどの男前グループだ。妹が振りかえるとそいつらは気を引こうとして、白い歯をキラリンと輝かせて笑顔で手を振ってきた。


    　なんだかんだ言っても思春期の女子はイケメンが好きだから、妹も悪い気はしないだろう……てなことを考えてると、いきなり妹に腕をぐいっと引っぱられた。


    「でもさ！　寝グセがついてるのって、ある意味かわいいよね！」


    　妹は後ろの奴らに聞こえるように、大声で棒読みのセリフを言った。イケメングループが、「え？」みたいな顔をしてとまどっている。「なんで俺たちが無視されたの？」みたいに、ざわざわしている。


    「な、何を唐突に言いだしてるんだ、おまえは」


    「それに、兄っちの仏教の趣味、知的だよね～。知的な男子って、女の子にモッテモテなんだよね～」


    「きのう思いっきり、ヘンテコリンな仏像とか言ってコキ下ろしてなかったか？」


    「ま、やっぱり男は硬派がカッコいいってことだよ。兄っちは、あたしの自慢のお兄にいちゃんだってこと☆　だーいすきっ、だよ☆」


    　急に仲良し兄妹ごっこを始めた妹の真意がつかめなくて、俺は思いっきりとまどっていた。そしてイケメングループは、混乱状態に陥っていた。


    「だだだだだだだーいすきだぁぁぁぁぁっ？」


    　俺の腕にしがみついていた妹が、ちらっと後ろに目を向けた。イケメングループは嫉しつ妬との炎が一瞬に燃え広がったせいで、すでに真っ白な灰となって燃えつきていた。


    「う、うそだ……信じない認めない……俺たちよりあんな兄貴がいいなんて……」


    　ぺろり、と妹がいたずらっぽく舌を出した。


    　そのとき俺は気づいたのだ。妹の気まぐれはいつものことだけど、今回のこの気まぐれは、あいつらに陰口を叩たたかれてた俺をかばったんだってことに。


    （いつもいつも生意気な妹にまで同情されるなんて……俺ってよっぽどなのか……）


    　あ、もう落ちこみが立ち直れないレベルになってきたぞ。


    　俺はそのまま、登校中の学生たちの視線が集中する中、腕を組んだ妹に引きずられるようにして学校へ行ったのだった。


    



    　俺は落ちこんだまま午前中の授業を受けた。


    　昼休み、比ひ叡えいと高たか野のが俺の席に誘いにきた。


    「日向ひゆうがくん、きょう比叡くんがお弁当じゃないから、みんなで学食で食べないでありますか～？」


    「弁当……」


    　俺は、机の中に入れていた弁当箱を引っぱりだした。お袋はかなり料理上手で、透明のふたごしにきれいな色合いのおいしそうな弁当が見えている。でも、きょうは胸がいっぱいでなんだか入らなかった。


    「それじゃ比叡、これ食べてくれる？」


    　俺は比叡に弁当箱を押しつけた。比叡はびっくりして、俺と弁当箱を何度も見くらべた。


    「ええっ？　いいんですか～？　日向くんはお昼、どうするんですか～？」


    「ちょっと……屋上に行って、一人で座禅組んでくる」


    　少しばかり他人にモテないとか何とか陰口を叩たたかれたり、妹に同情されたぐらいでこんなに落ちこむなんて、俺もまだまだ悟りが開ひらけていない。気持ちを落ちつけて心を無むにしたかった。


    「そうですか～。じゃ、いただくですよ～」


    　空気を悟ってくれたのか、比叡も高野もそれ以上何も聞かなかったし、俺についてこようともしなかった。やっぱり俺の悟りレベルは、この二人にはまったくかなわない。二人が寺めぐりや仏像めぐりをしている休日を、妹のお守りでつぶされている差かもしれないな……と、ちょっと妹を恨んだりしながら、俺は屋上へ行った。


    



    　屋上には、珍しくだれもいなかった。ふだんはけっこう女子が弁当を食べにきたりしてるけど、天気が悪いせいかもしれない。朝から少し曇っていたけど、雨がポツポツしはじめている。


    「ちょうどいいか、かえって修行になる」


    　俺は屋上の真ん中で座禅を組んで、だんだん強くなってくる冷たい雨に身を打たせながら瞑めい想そうしていた。


    　静かな場所で雨の音だけ聞きながら瞑想していると、気持ちが落ちついてきた。


    （モテるとか何とかそういう世俗の煩ぼん悩のうは最初っから眼中に無いんだから、何を言われようが落ちこむことなんてないじゃないか。うん）


    　少し強くなりはじめた雨の音が、ぱらぱらと心地よく耳をくすぐった。完かん璧ぺきに調和した和音から構成される音楽みたいだ。


    　ずしゃっ。


    　調和した音楽の中に、不協和音が混じった。


    　足音？　……こんな雨なのに、だれが屋上にきたんだ？


    　目を開あけると、雨の中に女の子が一人立っていた。水色の水玉模様の傘かさをさしていて……下級生に見える。


    　妹より少し背が高い。ロングの黒髪、白い肌、くっきりとした気の強そうな顔立ち。傘をさして足は肩幅に開いて、ふんぞりかえったように立ちながら、座禅を組んでる俺をじっと見下ろしている。っていうか、にらんでる。


    　見たこともない子ににらまれる理由がわからない。人違いかな、と思ってきょろきょろしていると、


    「日向ひゆうが……さん、ですよね？」


    　と、聞かれた。うちの学校は名札をつけない主義なのに、どうして俺の苗みよう字じを知ってるんだろう。っていうか下の名前は知らないのかな？


    「あ、う、うん。どうして知ってるんだ？」


    「わたし、今日きよう子この友達だから」


    「えっ？　妹に友達、いたんだ」


    　兄として、俺はちょっとホッとした。でも彼女はそれを聞いて、不機嫌そうな顔をますますムッとさせた。


    「兄貴さんは、今日子から話を聞いたりしてないの？　三み剣つるぎ凛りん世ぜっていう名前、聞いたことない？」


    「いや全然……。それ、きみの名前？」


    「だって今日子は兄貴さんと仲良しでしょ、なら部活の話ぐらい聞いてるでしょっ？」


    「いや、別に仲良しじゃないけど」


    　むしろ迷惑してるんだが。


    「部活っていうことは、きみも水球部員？」


    「そう、中学のときからずっといっしょだったんだけど、ほんとに知らないの？」


    　水球の試合を俺は見に行ったことがない。妹には応援に来いとさんざん言われていたけど、断固として拒否していた。だから、この凛世という娘のこともほかの部員のことも全然知らない。それは俺がプールが苦手だっていうのとは、また別の理由だ。つまり水球は水中の格闘技なだけあって、競技が白熱してくると水着が引っぱられたりして脱げてしまうことが非常に多い。いわゆるポロリ状態になってしまう。だから死んでも見に行かない。


    　そういう話をすると、クラスのアホな男子が、


    『もったいない！　見に行けばいいのに！』


    　と、必ず言う。俺に言わせれば、もうね、おまえはアホかと。別に俺が煩ぼん悩のうを遠ざけてるからとか、それだけの理由じゃない。観客席にはほかにも観客がいる、友達の応援にきてる女子や保護者がわんさかいるんだぞ？


    　うっかりポロリが起こったとき、なぜかそいつらの視線は男子に集中する。そしていきなり、たいていそのポロリをした女子の友達らしき威勢のいい女子が三人組ぐらいでツカツカとやってきて、集中攻撃をはじめるだろう。


    『あんた今見たよね？　見たでしょ？』


    『見てない？　うそつけ、絶対見たに決まってるだろ！』


    『言い訳とか男らしくねーんだよ！　このスケベ、ド変態、死ね！』


    　まあ、ソフトに考えてもこんな感じ。女子高生というと現実を知らないオヤジとかが萌もえちゃったりしてるけど、実際問題あいつらのケンカっ早さと闘争心は要警戒レベルだ。水球の試合を見に行ってたまたまポロリに出くわしただけで極悪犯罪者にされちゃたまらない。つまり李り下かに冠かんむりを正さず、ってやつだ。


    「ちょっと兄貴さん！　ひとの話聞いてるのっ？」


    　凛りん世ぜにどなられて、俺はハッとわれに返った。いかんいかん、いつも瞑めい想そうしてるクセで、うっかり目の前の人間が見えなくなってしまうらしい。っていうか、これぐらいのことで激怒するとか、やっぱり女子高生はヤクザより怒りっぽいなあ。


    「いや、えっと……水球部が、何だって？」


    「はーっ」


    　凛世は疲れ果てたようにため息をついて、見下げ果てたような目で俺を見る。


    「あんたみたいにぼんやりしてるのが、あの今日きよう子この兄貴だなんて信じられないわ」


    　な、何だいきなり？　なんで初対面の女の子にそんなこと言われないといけないんだ？　っていうか凛世は最初から、なんかギスギスした敵意のオーラを全身にまとってる。俺のことを今にも殺したそうな目でにらんでる。


    「もしかして、妹のことを大嫌いなライバルとかそういうこと？」


    　俺がたずねると、凛世はますます激怒してどなった。


    「ちがうわよっ！　わたしは今日子の親友っ、それも一番の親友よっ！　なんで兄貴のくせに全然知らないのよ！」


    「だってほんとに聞いたことないんだから、しかたないだろ」


    　あまりにも凛世が怒ってるので、俺はちょっと引き気味になっていた。凛世は額ひたいを押さえて「こいつだめだ」とでも言いたげに「はーっ」と大きく声をあげてため息をついて見せたが、キッと俺をにらむと、


    「まあいいわ。話があるんだけど」


    「何でしょう」


    　俺は、哀れな子羊のようにびびりまくっていた。この流れではロクな話じゃなさそうだ……と、覚悟を決めていると、


    「わたしとつきあってちょうだい」


    　え？


    　俺は一度耳をかっぽじった。自信が無かったので、もう一度かっぽじった。


    「いや、『どつきあう』のは無理。水中の格闘技やってると日常茶飯事かもしれないけど、俺はプールが苦手なんだ」


    「わざわざ耳かっぽじっといて、どういうヒアリング能力してんのよっ！　『つきあって』って言ったのよっ！」


    「槍やりかなんかで？」


    「殺されたい？」


    　凛りん世ぜが傘かさを閉じて、俺の鼻先にビシッと突きつけた。


    「ああ、傘で突き殺すって意味ね」


    「話が通じない兄貴さんねー。つきあうっていったら、恋人になるって意味でしょーが！」


    「え……？　恋人になるっていう意味のつきあう？」


    　この俺と？　この、思いっきり性格は悪そうだけどルックスだけ見ると、スレンダーで色白でキツめだけど整った顔立ちの美少女が？


    　いきなりの展開で、俺は狐きつねにつままれたようになった。頭の中が混乱しまくって、座禅を組んだまま呆ぼう然ぜんと彼女を見つめていた。すると、彼女は白い顔を真っ赤かに染めて、怒りだした。


    「なっ、何、ひとの顔を物珍しそうにジロジロ見てるのよ！　さっさと『はい喜んで』って言ったらどうなのよっ！」


    　凛世は、俺の鼻にグリグリと傘を突きつけながら言った。いったい何なんだ、こいつは！　セリフと行動が全然かみあってないだろーがっ！


    　はっ。


    　俺は気づいた。お釈しや迦か様さまが悟りを開くために菩ぼ提だい樹じゆの木の下で座禅を組み瞑めい想そうしていると、悪魔マーラがあらわれてさまざまな幻を見せ、その瞑想をじゃましたという。


    　そうか、これも幻だ。つまり、俺は知らず知らずのうちに悟りの境地に近づいてたんだ。だから悪魔マーラが幻を見せてるんだ。お釈迦様も、美しい少女の幻など、欲望や煩ぼん悩のうを起こさせる幻におそわれた。俺の目の前にいる凛世も、一見かなりの美少女だけど、ほんとは悪魔マーラなんだ。だからこんなに性格が悪いんだ。


    「なるほど、解げせた解せた。言っとくけど、俺はこれしきのことで座禅を崩したりしないからな。立ち去れ、悪魔マーラ！」


    　俺は腹をすえて、どっしりと座禅を組みなおし、ぎゅっと目をつぶった。


    「何言ってるの、女の子が告白までしてるのに、このままおとなしく立ち去るわけないでしょ！　わたしとつきあってほしいって言ってるのが、聞こえないわけっ？」


    　つんつんつんつん、ものすごい速度で凛世は俺を傘の先でつつく。痛い幻だなあ。っていうか連打すんな、俺はゲームのコントローラーのボタンじゃないぞ！


    「悪魔マーラの声など聞こえない。幻なのに痛いのは、たぶん俺の修行が足りないからだ。ここでうろたえたり逃げたりしたら、悪魔マーラの思うつぼだ。これも修行だ、何をされようが座禅を崩したりするものか。悟りを開ひらけば幻は消えるはずだ、きっとそうだ」


    　俺は集中しようとしてもっと強く目を閉じ、必死に瞑めい想そう状態に戻ろうとした。


    　だが、凛りん世ぜはイラ立って、「つつつつつつんっ！」と傘かさで俺をつつく速度を上げてくる。おまえはキツツキか！


    「痛い痛いっ、幻なのに痛すぎる！」


    「だれが幻よ！　なんで現実逃避してるわけっ？　とりあえず目を開あけて人の話をちゃんと聞きなさいよっ、このわたしがつきあってって言ってるのが聞こえないのっ？」


    「だからつつくな！　だいたい全身から敵意のオーラを発散しといてつきあってとか、現実的にありえない論理展開だろ！　ってことは幻ってことだろーが！」


    「幻じゃない証拠に、穴があくまでつついてあげましょうか？」


    　凛世の声はかなり本気だ。冗談抜きで、こいつは本気で俺のことをぷすぷす刺してくるつもりっぽい。やっぱり「つきあって」は傘で突くって意味じゃねーか！　俺はあわてて目を開けると、ヤケになって答えた。


    「わかったわかった、話を聞くから！　だけど、どう考えてもこの状況は現実っぽくないだろ！　幻じゃなかったら、おまえが何かたくらんでるってことだろ！」
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    「たくらんでるとかじゃないから！　好きになったから告白するのは当然でしょ！」


    「ありえない！　ルックスは十人並みで仏像愛好会のこの俺が女の子に一方的に好意を持たれて告白されるなんてのは、メルヘンの世界の妄もう想そうにすぎない！　この現実世界でそういうシチュエーションは、ドッキリや美人局つつもたせ以外にありえないから！」


    「疑り深い兄貴さんねえ！」


    　凛りん世ぜはイライラして、傘かさを投げ捨てるとまだ座禅ポーズだった俺に飛びかかってきた。


    「うわあ！」


    　俺は凛世の体の下に組みしかれてしまった。振りはらおうとしたけど、さすが水中の格闘技で鍛きたえてるだけあって、びくともしない。


    　凛世は見た目がスレンダーだけに体重もかなり軽いし、俺の上に乗っかってるお尻しりや太ももの感触もふんにゃかとやわらかい。まるで猫をひざに乗せてるみたいだ。


    　ってことはかんたんに跳ね飛ばせそうに感じるんだけど、実際には指先ひとつ動かせない。どうやら、すごく上手にレスリング系の関節技をかけられてるようだ。


    「据すえ膳ぜん食くわぬは男の恥、ってことわざもあるでしょ！　か弱い女の子が勇気を出して告白してるんだから、こころよく『うん』って答えるぐらいの心意気は無いわけっ？」


    「っていうか……どこがか弱いんだっ、水中の格闘技って比ひ喩ゆじゃなかったのかっ！　ほんとうに格闘技をマスターしてるのかよ！」


    「格闘技じゃないわっ！　見てわかるでしょ、兄貴さんを誘惑してるのよ！」


    「見てわかるかっ、これのどこが誘惑だ！」


    「ちょっと強引だったかな。テヘ☆」


    「テヘ☆じゃないっ！　助けてーだれか助けてーっ！」


    　俺は手足をバタバタさせながら、必死に叫んだ。すると、コンクリートの階段をバタバタバタッと上がってくる音が聞こえて、屋上の塔とう屋やの扉とびらから比ひ叡えいと高たか野のが飛びだしてきた。


    「どうしたでありますかっ、日向ひゆうがくん～っ！」


    「チッ、じゃま者がっ……！」


    　凛世は素早く傘を取って、別の階段から撤てつ収しゆうする。速い。そしてどう見てもこの状況は、告白した女子が恥ずかしがって逃げ去ったっていうシチュエーションじゃない。言ってみれば、暗殺犯がしくじって逃走した、というのが一番近い。


    「大丈夫ですかっ、日向くん～っ？　背中がドロドロですよ～？」


    　二人が俺を起こしてくれた。俺は、救われた気持ちで二人を見比べる。


    「二人とも、えらくタイミングよく来てくれたんだな」


    「えへへ……じつは日向くんが元気なくて心配だったから、お弁当食べたあと、捜してたですよ～」


    「そ、そかっ……」


    　思わず、じんわりと涙が出てきた。二人の友情と、それから凛りん世ぜに襲われた怖さが急によみがえってきて、俺は思わず二人の首に抱きついた。


    「比ひ叡えいっ、高たか野のっ！　ありがとうっ、怖かった～っ！　座禅を組んで悪あく霊りように襲われるのは、お釈しや迦か様さまだけじゃなかったんだーっ！」


    「な、何があったでありますか？」


    　二人は、思いっきりとまどっていた。


    



    　比叡と高野のおかげで、俺も何とか落ちついた。


    　そして放課後、俺は家に帰るため校舎を出るところで、折りたたみ傘かさをかさかさと開いていた。


    　そのとき何かが廊下のむこうから、


    　ドドドドドドドド……！


    　と、砂ボコリを舞いあげながらすさまじい勢いで走ってきた。ギョッとして俺は振りかえる。髪をなびかせて百メートル十秒ぐらいの勢いで走ってくるのは……凛世！


    「兄貴さんっ発見ーっ！」


    「ぎゃーっ！」


    　凛世は俺の背中にのしかかってきた。


    「……てーぎゃーてーはらぎゃーてー」


    「なんで般はん若にや心しん経ぎよう唱となえてんのよ」


    「退散するかなって思って」


    「なんでわたしが悪霊よ！」


    　背後から俺の頭をガシッと押さえて、チョークスリーパーをかましてくる凛世。菩ぼ提だい樹じゆの下で悟りを開いたお釈迦様も、まさかこんな直接攻撃をかましてくる系の悪霊には襲われなかったことだろう。


    「苦しい苦しい！　やめてくれっ、死ぬぅ！」


    「やめてほしかったら、わたしとつきあいなさい！」


    　俺の首の骨がぎしぎしときしむ。後頭部は、凛世の胸にぎゅうぎゅうと押しつけられている。スレンダーに見える凛世だけど、着やせするタイプなのかけっこう胸にはボリュームが……いや、そんなのん気な感想を抱いてる場合じゃない。息が苦しいぃぃ。


    「どう考えてもこの体勢は、恋する少女の告白シーンじゃないだろ！」


    「なんでよ。わたしがこんなにアタックしてるのに！」


    「そのアタックって、英語を直訳した『攻撃』っていう意味そのまんまだろ！」


    「いいから、わたしとつきあいなさいってば！」


    　ギリギリギリ……と、背骨まできしんだ音を立てはじめた。凛世の攻撃には、明らかに悪意と殺意を感じる。なのにこいつはどういうわけか、俺につきあえと言う。俺は今まで一度も告白とかされたことはないけど、明らかにこれはおかしいだろ？


    　やばい……あたりの風景が白くボヤけはじめた。落ちる、っていうか死ぬかも……。


    「こら～！　何をしているのですかっ、この女によ性しようは～っ！」


    　遠くから、間の抜けた声が聞こえてきた。ああ……比ひ叡えいと高たか野のだ、来てくれたんだ。


    「クソッ、またさっきのおじゃま虫どもね！　だけど絶対、兄あに貴きさんにはわたしとつきあってもらいますからね！」


    　ターミネーターが「I'll be back.（また戻ってくる）」と言ったのよりもまだ怖い言葉を残し、凛りん世ぜは俺を放して逃げていった。


    「うっ……ゴフゴフッ！　ゴホン！」


    　俺は咳せきこみながらも、ようやく新鮮な空気を吸いこんだ。比叡と高野が、うつぶせに倒れている俺を抱き起こして座らせてくれた。


    「大丈夫でありますか、日向くん～？」


    「ハアハア……ありがとう、おまえらは命の恩人だよ」


    「今の女性、明らかに殺意があったですね～。まさに、お釈しや迦か様さまを襲った悪霊デイーヴアのごとき存在と言えるですよ～」


    　さすが上級者、あの殺意を感じ取ってくれたのか。


    「殺意だよな、あれは。好意じゃないよな」


    「あれが好意なら、相手の顔面にバズーカ砲をぶちこんでも好意になるですよ～」


    「わからん……。なんで俺が、あんな奴につきまとわれなくちゃいけないんだ？」


    「間に合ってよかったでありますよ～。帰りの用意してるあいだに一人でさっさと帰ってしまったので、心配してあわてて追いかけてきたでありますよ～」


    「悪い。なんかあれこれいろいろ複合的に疲れちゃって、さっさと家に帰りたかったんだよ」


    　ひとつは寝不足。ひとつは朝、通りすがりの男子高校生たちに「地味でモテない奴」とレッテル張りされたこと。最後のひとつは、昼休みの凛世の襲撃。


    　いちおう告白されたんだから「モテない奴」というのは誤りではある。だけど告白されたはずなのに、俺はどうしてこんなに首が痛いばっかりで気分が思いっきりダウンしてるんだ？


    「家まで送りましょうか～？　定期あるから、途中下車できるですし～」


    「そうであります、明日の朝も日向ひゆうがくんちの駅で待ち合わせしていっしょに行くであります～」


    　二人が心配そうに言った。うん、ぜひそうしてほしい。凛世がまた来るかもしれない。


    「ありがとう。やっぱ持つべきものは友達だな」


    「気にしなくていいですよ～、修行者を堕だ落らくさせようとする魔ま性しようの悪鬼はぼくたちの共通の敵ですから～」


    　へこんでいた俺は、二人の優しさにふれてうっかり涙が出てしまいそうだった。


    



    　二人のおかげで、俺はそれっきり凛りん世ぜの攻撃（と書いてアタックと読む）を受けることはなくなった。


    　とはいえ、凛世は俺を狙ねらいつづけていた。放課後は部活があるからかさすがに襲撃してこなかったけど、朝は校門の横で目を光らせてるし、休み時間は教室のまわりで殺気を感じていた。


    　友達の悪口を言われるのは、だれしも気持ちのいいものじゃない。だから俺は、妹には凛世のことを言わなかった。


    　いや、正確には、あまりにも凛世の行動の異常さが心配になって、それとなく聞いてはみた。


    「なあ、水球部に三み剣つるぎ……とかいう女子いる？」


    　夕飯の食卓で俺が、食欲が進まなくてチーズハンバーグをフォークでぐさぐさ突きさしながらたずねると、相変わらず体育会系で元気なハラペコの妹はもりもり食べながら、ケロッとした顔で答えた。


    「うん、凛世。友達だよ」


    「親友ってこと？　ライバルってこと？」


    「ふつうの友達だよ。兄あにっちがあたしの部のこと気にするなんて珍しいね、次の試合に来てくれるつもりになった？」


    　妹がキラキラ目をかがやかせて、身を乗りだしてくる。いやいやっ、話がそっち方向に行くのかよ！


    「あっいや、試合は見に行かないから！」


    「見に行ってあげればいいのに。冷たいお兄ちゃんねえ」


    　お袋が、ずずっとお茶を飲みながら言った。しょせん女親は息子の……男の気持ちなんてわからないのか？


    「で、凛世がどうかしたの？」


    　妹が聞いてきたけど、また試合を見にきてくれって話になったらややこしいから、


    「いっ、いや、別に？　あっそうだ、写経しなくちゃ！」


    　と、俺は無理やりごまかして、食卓から逃げだした。


    「兄っちー、ハンバーグ食べないならもらっちゃうよー」


    　妹の声が背後から追いかけてきたが、俺は音速よりも速い勢いで自分の部屋へ駆けあがったのだった。


    



    　俺は写経をするために、比ひ叡えいにもらったお土産の一いつ切さい経きようの経きよう文もんを広げた。


    　そして心を落ちつけるためにゆっくりと写経をはじめたけれど、ぜんぜん心が落ちつかない。筆を握る手が震えて、線がゆがんで、最後には「ああ～っ！」ってなって頭をかかえてしまった。


    「なんで俺が狙ねらわれるんだよっ？　今まで女子なんかまるで関係ない、落ちついた穏やかな悟りの日々を過ごしてたのに！　俺が何か、仏ぶつ罰ばつを受けるようなことでもしたのかよっ？」


    　とりあえず、妹の意見では凛りん世ぜはライバルじゃないってことだから、妹への恨みで俺を狙ってるわけじゃないのか？　とはいえ、凛世は自分を「親友」だと名乗ったけど、妹は「友達」だと言った。なんかそのへんにも、微妙な食い違いがありそうだ。


    　妹もそうだけど、女子はいつどこで何にキレるかわからないから、妹が気づかないうちに恨まれてるってこともあるかもしれないし……考えてるうちに、俺は頭が痛くなってきた。


    



    　なんで自分が狙われてるのかわからないっていうのは、不気味で不安なものだ。俺は毎晩、凛世に追いまわされる悪夢を見て、脂汗びっしりで目を覚ました。たいてい夜中の二時三時ごろで、そのあと目がさえて眠れなくなるから、俺はすっかり寝不足になった。


    「日向ひゆうがくん、なんだかやつれたですね～……」


    　比ひ叡えいと高たか野のは寝不足でフラフラしている俺を心配して、俺のそばを決して離れなかった。男のくせに連れションってのもカッコ悪いけど、嫌いやな顔ひとつせずつきあってくれた。さすが仏教上級者は、慈悲レベルが違う。


    「悪夢を見るんだよ」


    「まあ、これだけ追いかけられてたら気にするなって言うほうが無理ですよね～。三日もすれば、あきらめるですかねえ～……」


    　廊下の彼か方なたの壁の陰からそっと顔をのぞかせて俺を監視している凛世に気づいて、比叡がため息をついた。凛世は比叡に見られると、あわてて壁の陰に隠れた。でもまた、そー……っ、とこりずに顔を出してくるのだった。


    「なんか、耳なし芳ほう一いちになった気分だよ」


    　悪あく霊りように取りつかれて身を守るために寺にとじこもり、ありがたいお経を唱えつづけて悪霊を退散させようとしたものの、最後には耳をもぎ取られてしまったという昔話を俺は思いだした。耳なし芳一とちがうのは、芳一は耳を取られるだけですんだけど、凛世は明らかに俺に殺意を向けているという点だ。


    「好きですって告白する相手に、殺す勢いでチョークスリーパーかけるとか、常識的に考えてありえないよな？」


    「ツンデレというやつかもしれないでありますよ～」


    「どこにもデレ要素無いだろ」


    「ま、『女心と秋の空』ということわざもあるですから、ぼくらがガードしてればそのうちあきらめて飽きるですよ～」


    　比叡と高野が俺の肩をぽんぽんと叩たたいた。たしかに二人の言うとおりだ。どういう目的だか知らないが、俺みたいにつまんない男子をそこまで精力的に追っかけられるはずがない、と思って、俺は少し気分が楽になった。


    



    　気分が楽になったところで、俺はいつものように駅で二人と別れて、家路についた。


    　凛りん世ぜは水球部の部活があるから、帰り道は安全なはずだ。比ひ叡えいたちの友情に感謝しながら歩いていると、うちの制服を着た女生徒が道の真ん中にうずくまっていた。


    「……えっ？」


    　一瞬、俺は状況をのみこめなかった。住宅地の生活道路とはいえ、ふつうに車が通る道だ。それも、お買い物マダムたちが携帯電話なんかかけながら怪しい運転テクで狭い道をでかい車で走っていく……という、超危険な時間帯。


    　そんな時間帯に、道の真ん中にうずくまってるなんてありえない。まったく動かないところを見ると、落としたコンタクトレンズを探してるとかそんなようすでもない。


    （もしかして……お買い物マダムの車にひかれずみなんじゃないのかっ？）


    　俺は背筋が冷たくなって、彼女に駆け寄った。


    　小柄で、お人形さんのようにかわいい女の子だった。おさげにしたフワフワ髪やおっとりした童顔は、まるで少女マンガの登場人物みたいだ。


    「ううん……うぅ～ん……っ」


    　近づくと、彼女がかすかに呻うめいている声が聞こえた。よかった、生きてる！


    「君っ、大丈夫かっ？」


    　俺は彼女の横にひざをついて座った。顔をのぞきこむと、眉まゆを寄せて苦しんでいる。


    「うぅ～ん、ううぅ～んっ……」


    「どうしたんだ？」


    「うぅ……し、心臓が苦しくてぇ……」


    　と、彼女は自分の左胸を苦しげにわしづかみにしている。ん？


    「心臓そこじゃないぞ」


    「……え？」


    　彼女は、苦しそうな目を俺に向けた。


    「……左胸ですよねぇ？」


    「そこは肺だ。心臓は肺のあいだの、胸の真ん中。ちょっとだけ左に寄ってるかな、ってレベル」


    　俺がそう言うと、彼女はふたたび苦しみながら、


    「じゃあ、う～ん、う～ん、肺が苦しいぃ～……っ」


    「どこが苦しくてもいいけどさ、こんなところに寝転んでたら車にひかれるぞ。立てるか？」


    　俺は彼女の腕をつかんだが、彼女はイヤイヤをするように首を横に振り、甘ったれた口調で答えた。


    「無理ですぅ、苦しくて立てないですぅ」


    「がんばってみろよ」


    「キイロタマホコリカビの子し実じつ体たいじゃあるまいし、そんなにかんたんに立てないですぅ～」


    「何だそのわかりにくい比ひ喩ゆは」


    「キイロタマホコリカビ、ごぞんじありませんか」


    「知らん」


    「粘菌の一種ですよぉ。アメーバみたいな単細胞が集まって合体・変形して、キノコみたいな子実体を作って胞子を飛ばすですぅ」


    「いや、知りたくもないから教えてもらわなくてもいいし」


    「ネバネバグロドロしててかわいいのにぃ」


    　俺の脳裏に、妹が持っていた『恐怖のグロドロゾンビーズ』のＤＶＤのパッケージがフラッシュバックした。あれも友達のおすすめで借りてきたって言ってたけど、何か、女子高生のあいだでは今グロドロがブームなのか？　ガングロ的な何かなのか？


    　それにしても、立てないってのは困った。


    「救急車を呼ぼうか？」


    「救急車を待ってるあいだに、車にひかれて死ぬかもぉぉ。ムラサキカビモドキの胞子みたいに、派手に飛び散ってしまうかもぉぉ」
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    「その危険性はじゅうぶんあるな。っていうか、おまえの比ひ喩ゆわかりにくくないか？」


    「ムラサキカビモドキも粘菌の一種ですよぉ。紫色で、超かわいいんですぅ。よかったら写真でも……」


    「見ない見ない！」


    　っていうか、頼むからそういうグロドロ系は見せないでくれ！


    　俺は道の向こうをときどき横切っていく車が、いつこっちに方向転換するかとビクビクしながら、様子をうかがっていた。彼女は哀願するような目を俺に向けて、言った。


    「小こ麦むぎの家、すぐ近くなんですぅ……」


    「小麦？　おまえの名前？」


    「はい、一年生の草くさ野の小麦ですぅ。うう、苦しいぃ～」


    　小麦は俺に手を伸ばして、うるんだ目で頼んだ。


    「お願いしますぅ。ここで通りすがったのも何かの縁、小麦を家まで送ってくださいぃ……」


    「で、でも立てないんだろ？」


    「コツノマタタマホコリカビだって、そばにいたアメーバ同士がくっつきあって子し実じつ体たいを作るんですよぉ？」


    「ごめん、だからものすごく比喩がわかりにくい」


    「要するに、小麦をくっつけていってくれてもいいじゃないですかぁ」


    「人間はくっつけられないだろ！」


    「じゃあおんぶでいいですぅ、お願いしますぅ」


    「お、おんぶ……？」


    　どうしよう、と俺はためらう。小麦は小柄だから軽そうだけど、そんなことは問題じゃない。おんぶするってことは、体を密着させないといけないってことになる。思春期の男女が体を密着させるなんて、大いに公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するじゃないか！


    　俺はしばらく悩んでいたけど、突然道路の向こうを横切っていた車の一台が、ウインカーをチカチカ光らせながらこちらに曲がってきたのが見えた。やばい！


    「わ、わかった！　家はどっちだっ？」


    　俺は倒れている小麦を抱き起こすと、座った姿勢で彼女の体を背中に引っかけ、よっこいしょとおんぶして立ち上がった。


    　彼女は苦しいせいか、自力で俺にしがみつけなかった。それで俺は背中を丸くして親ガメの背中の上に子ガメを乗っけるように彼女を背中に乗せ、さらに彼女がずり落ちないようにお尻しりの下で手を組んだ。


    　ベビーフェイスなだけあって、胸もほんとにペタンコで、さすがの俺も恥ずかしがる必要が無かったのがさいわいだった。お尻も小さくて、俺の両手の中におさまってしまいそうだ。


    　ただ、背中の上に彼女を乗っけると、ふわふわした髪が下にいる俺の顔にふぁさっとかかってきた。バニラストロベリーの甘い香りが、ふんわりと俺を包みこむ。ふわふわした髪は絹きぬの綿わたのような肌ざわりで気持ちがよくて、何だか包みこまれてしまいそうだ。


    　やわらかな髪の感触に一瞬ぼんやりしてしまったけど、俺は車がこっちに走ってきてるのに気づいて、あわてて自分の学生カバンを拾いあげると、その場から急いで駆け去った。


    



    　細い道に入ると、車は俺たちの目の前を通りすぎていった。


    「やれやれ……」


    　俺は、ホッと胸をなでおろす。


    　そのとき、俺の背中の上に乗っていた小こ麦むぎが、俺の首にぎゅっと抱きついてきた。しがみつくだけの元気が出てきたんだろうか。


    　小麦がしがみつくと、ふわふわした髪がますます俺の顔や首にからみついた。バニラストロベリーの甘い香りが、シャンプーなのかコロンなのか知らないけど、むっとするほど強い。


    　その強い香りの彼か方なたに、何か別の香りがする……。どこかで覚えのある、涼やかな香り……これはもしかして、保健室の消毒薬のにおい？


    「お兄様ぁ……」


    　ふと、小麦がつぶやいた。俺の背中の上に乗っかってるので、彼女の顔は俺の後頭部のあたりにある。つぶやいた息が俺の耳にかかって、俺は背筋がぞくんとした。


    「な……何？　いきなりお兄様って何なんだ？」


    「小麦のお尻……さわってますね」


    「えっ！」


    　俺は思わず叫んでしまった。たしかに俺の手は、小麦のお尻を支えているが……。


    「お、おまえが落ちないようにするためだろっ？」


    「小麦……まだ一度も男の子とつきあったことないのにぃ……」


    　くすんくすん、とすすり泣く声が後頭部から聞こえてきた。俺の全身から、ダラダラと脂汗が流れる。何なのこの状況、俺が悪いのか？


    「ま、待て！　俺はおまえを助けてやったんだぞっ？　あのままほっといて、車にひかれてもよかったのか？　おまえが送ってくれって言ったんだぞっ？」


    「まだだれにも、ムラサキタマホコリカビ以外には、この肌をさわらせたことなんてないのにぃ……」


    　背中の上で小麦がしくしくと泣く。あの状況で、いったい俺にどうしろと？


    「っていうか、ムラサキタマホコリカビって何？」


    「かわいい紫色のグロドロした粘菌ですぅ」


    「さっきのムラサキカビモドキとどうちがうんだ」


    「ムラサキタマホコリカビの子し実じつ体たいが一輪咲きの紫のバラならば、ムラサキカビモドキの子実体は枝分かれしたスプレー咲きの紫のバラの花束ですね」


    「なんかすごくいいように比ひ喩ゆしてるけど、しょせんはグロドロの粘菌なんだよな？」


    　頭が痛い。俺を包みこむ小こ麦むぎの髪の甘い香りがますます強く感じられて、頭痛を通りこして息苦しくなる。いや、苦しいのは小麦の絹きぬの綿わたのようなふわふわした髪が俺の首のまわりにからみついてるせいかもしれない。


    「とりあえず、小麦はムラサキタマホコリカビ以外に肌をさわらせたことなんてないってことなんですよぉ」


    「どうしてムラサキカビモドキじゃだめなのかを、小一時間問い詰めさせてもらってもいいかな」


    「とにかく！　あぁ～、もう小麦、お嫁に行けないですぅ～！」


    　髪がふわりと少し揺れるたびに、それは俺の首をゆっくり絞めあげていくように感じられた。そういえば……絹の綿って「真綿」っていうんだよな。まさに「真綿で首を絞める」のことわざみたいに、小麦のことばは俺をゆっくりと確実に、じりじり絞めあげていく。


    「お、俺にどうしろって言うんだよ！」


    　耐えかねて、俺は叫んだ。すると、小麦は俺の首にしがみつく手に、ますますきゅっと力を入れた。ふわふわの髪と細い腕が俺にからみつく……息が詰まりそうだ。全然関係ないけど、俺は小学生のころ図書館で借りた妖よう怪かい大図鑑で見た子泣きじじいの図を思い出さずにはいられなかった。


    「……さい」


    　小麦は俺の耳もとで、消え入りそうな声でつぶやいた。


    「何だって？」


    「……取ってください」


    「カバンのこと？　あれ、そういえばおまえのカバンってどこに……」


    「カバンじゃありません！」


    　むぎゅううううっ、と小麦は俺の首にしがみついた。


    「体にさわったから……責任を……取ってくださいっ……！」


    「えぇぇぇえぇぇぇーっ！」


    　俺はびっくりしすぎて、ついうっかり背筋をまっすぐにして叫んでしまった。


    「きゃあん！」


    　急に立ちあがられて、小麦は俺から落っこち、思いっきり尻しり餅もちをついた。


    　背後で「ずでーん！」とものすごい音が聞こえて、俺はあわてて振りかえる。


    「うわっ、ごめん！　大丈夫……」


    　か、という最後の一言が「ぐぅ？」という妙な呻うめき声になってしまった。


    　地面に尻餅をついた小麦は、両手を後ろにつき、両足は三角座り状態で曲げられてるけども、微妙に開いている。制服のスカートがまくれあがって、その微妙に開いた足の根元にちらりと……そう、ここが重要なんだがモロに見えてるんではなくてわずかにちらりと……紫色の小花模様がっ。


    「ひゃうっ！」


    　小こ麦むぎは短い悲鳴をあげると、大あわてでスカートのすそをつかんで……パンツを隠すのかと思ったら、違った。真っ赤かになった自分の顔のほうを隠した。


    「いやぁ～ん！　見ないでくださいぃ！」


    　文字どおり「頭隠して尻隠さず」状態で、もじもじしている小麦のパンツはモロ見え状態になってしまった。幼女にしか見えない童顔のくせに、小花模様とはいえ紫という大人っぽい色づかいの下着を着てるので、俺も何だかドキドキしてしまった。あれがグンゼの白パンなら、もうちょっと平静を保てた気がするんだが。待てよ、もしかして紫の小花模様って、ムラサキタマホコリカビの子し実じつ体たいを表現してるんじゃ……？


    　いや、女子のモロ出しのパンツを見ながら長々と考察してる場合じゃない！　俺は思わず顔を覆おおいながら、叫んだ。


    「ばっバカ！　顔じゃないっ、パンツを隠せ、パンツを！」


    「ひゃあああぁ！」


    　小麦はようやくパンツが丸見えになってしまったことに気づき、顔を隠していたスカートを股またのあいだに押しこむようにしてパンツを隠した。顔が真っ赤っ赤になって、今にも泣きそうな顔をしている。自分でも、不測の事態だったんだろう。


    「……見ましたよね」


    　グスンと涙ぐんだ目で俺を見上げ、恨みがましい声で小麦がたずねてきた。


    　たしかに見た、紫の小花。だけど俺はすごい勢いで首を横に振る。


    「みっ、見てない！」


    「小麦、結婚するまでパンツはだれにも見せないって誓ってたのにぃ……」


    「だから見てないって！」


    「お尻をさわられて、パンツまで見られて、もう小麦お嫁に行けません。このうえは、お兄様に責任を取っていただかないと……」


    「なんでそういう話になるんだよ！　どう考えても、こっちばっかり得な条件すぎるだろ！　いや別に俺はそういうのは興味ないけども！」


    「俺得な条件ならいいじゃないですかぁ。責任取って、小麦と結婚を前提としてつきあっていただきますから！」


    「待て待て待て！　話がぶっ飛びすぎてる、今まで全然モテなかったこの俺にいきなりそんな都合のいい話があるわけがないし、あるとしたらそれは罠わなだろ！」


    「小麦のことぉ……嫌いですか？」


    　切なそうな目で、小こ麦むぎが俺を見上げる。


    「好きとか嫌い以前に、おまえのこと全然知らないし！　っていうか肺が痛いのはどうしたんだよ！」


    「はっ」


    　小麦はあわてて、右の胸を押さえる。


    「あう～っ、うぅ～っ、肺が痛いぃ～っ」


    「さっき左じゃなかったか？」


    「おっと」


    　小麦はあわてて左の胸を押さえなおそうとしたが、その指がブラウスの第二ボタンに引っかかった。ボタンがぷちーんとはじけ飛び、ぱっくりと開いたブラウスの胸から紫の小花模様のブラジャーが！　っていうかパンツとブラジャーをおそろいにしてるなんて、見えないおしゃれだな！


    「ひゃあああああぁんっ！」


    　小麦はあわてて両腕で胸を隠した。何だ、このドジッ娘こコンボは！


    「お兄様っ！　今度こそ見たでしょおぉ！　責任取ってもらいますからねっ！」


    　真っ赤かな顔で胸を隠しながら、小麦は俺をにらんでくる。


    「見てない見てない見てない見てない見てない俺はほんとになーんにも見てない！」


    　遠心力で首が飛んでもかまわないぐらい俺は首を振りつづけた。


    　くらっ。


    　……あ、首を振りすぎて、目が回る。俺の足がぐらりともつれて、地面に倒れこんだ。ただし、倒れこんだ先には……まだ尻しり餅もちをついたままだった、小麦が。


    「きゃあぁ！」


    　両腕で胸を押さえていた小麦は自分の体を支えられず、そのまま俺の下敷きになってしまった。


    　俺の顔は、小麦の胸に埋うずまっている。埋まるといっても、ブラジャーの必要もないぐらいペタンコの胸だけど。


    「ひっ……」


    　小麦は引きつった声を上げて、俺を見た。さっきまで赤かった顔が、青ざめている。ぶるぶるっ、と一瞬小さな全身をわななかせたかと思うと、


    「きゃああああああぁーっ！　いやっやめてスケベ変態ぃっ、男きらいぃぃ！」


    「はぁ？」


    　呆ぼう然ぜんとしている俺の体の下から小麦は必死に這はいだすと、ものすごい勢いでダッシュして逃げていった。


    　……どういうことだ？　責任取れって言ったり、変態って言ったり。っていうか今はっきりと「男嫌い」って言ってなかったか？　じゃあ俺は何なんだ？


    　殺意アリアリで俺に「つきあえ」って強要してくる凛りん世ぜといい、何か、それが今ふうの高一女子の告白のしかたなのか？　ツンデレとかいう問題じゃないだろ、これは。どう考えても、行動原理が破は綻たんしてる。


    「なんか……ますます、どっと疲れた」


    　ややこしいのは凛世だけじゃなかったのか？


    （このままグズグズしてたら、まただれかに襲われそうだよな……）


    　俺は急いで帰ろうとした。


    　そのとき、気づいた。俺のカバンはあるけど、小こ麦むぎのカバンは無い。小麦が倒れていたところにも、どこにも無かった。


    （あいつ、カバンも持たずに制服でウロウロしてたのか？　何のために？）


    　あまりにも不気味で、俺は背筋がぞわっとして全身に鳥肌が立った。凛世にせよ小麦にせよ何かおかしい、パッとしない俺に謎なぞのモテ期が到来ラッキー、とか軽薄に喜んでいられる雰囲気じゃない。そんなのは、メルヘンかファンタジーか中学生の妄もう想そうの中のできごとでしかありえない。


    　モテない奴は人生において平均的にモテないはずなんだ。中学時代、受験が近づくと成績のいい男子が、勉強を教えてもらう目的で抜け目が無い系の女子に急にモテだしたことはあるけど、今は俺は受験生じゃないし成績だって悪くはないけど他人に教えられるほどよくもない。


    　高校デビューでイメチェンしていきなりモテる奴もたまにいるけど、それは自分がものすごい努力をしてるからだ。ださいファッションをカッコよくして、眉まゆ毛げはきちんとハサミやカミソリで形をととのえて、髪の毛も近所の美容院なんかじゃなくて原宿あたりでカリスマ美容師に切ってもらったり。


    　でも自慢じゃないが、俺は昔っから髪型も生き方も何も変えてないから、やっぱり急にモテはじめる要素なんて何も無い。つまりどうして急にモテはじめたのか、さっぱりわからない。たったひとつはっきりわかってるのは、あの二人が怪しいかイカれてるか、どっちかだってことだ。


    「シチュエーション的にはラブコメっぽいけど、これってかなりホラーとかサスペンスの世界だよなあ……」


    　俺は遠い空を見上げてつぶやいた。


    



    　次の朝、俺は凛世や小麦が出てこないかビクビクしながら学校へ行った。まるで、殺人鬼の影に怯おびえるホラー映画の主人公だ。


    「兄あにっち、何探してんの？」


    　学校の最寄りの駅を出たあと、隣を歩いてた妹が、さすがに俺の行動があまりにも怪しかったのかそうたずねてきた。


    「あ、いや、別に何も探してない。っていうか、俺が探しだされたくない」


    「何のこと？」


    「おまえ、だれかに恨まれてないだろうな」


    「何それ？　このかわいくて優しいあたしが人に恨まれるわけないじゃない」


    「その性格はじゅうぶん恨みを買いそうだが」


    　俺みたいな地味で目立たない人間をわざわざ恨む奴もいないだろうから、もし恨みなら、考えられるのは活発でけっこうかわいい妹をねたんで家族を攻撃してるとか、そんなとこじゃないかなあと俺は予想していた。


    「だれかの彼氏を取ったとか、やってないか？」


    「他人の彼氏を取るとかありえないっしょ、お下がりなんて興味ないし」


    「親友の彼氏を取っちゃったとか」


    　そう聞きながら、俺は凛りん世ぜの顔を思いだしていた。妹は笑った。


    「だから無いってば。どうしたの兄あにっち、やっすいケータイ小説でも読んだん？」


    「無意識のうちに親友の彼氏に優しくしてたとか、自分は知らないけどすでに彼女がいる男子に好かれてるとか……」


    「だーかーらー！　あたしの友達で彼氏のいる子なんて、だれもいないよ。先々月まで女子校に通ってたんだよ？　男っ気なんてどこにも無いんだよ？　男もいないのに、どうやって彼氏を作るんだって話」


    「学校の先生とかは？」


    「ヒステリーなメタボおやじだったけど」


    「男子校の文化祭に行ったり、登下校のときに他校の生徒にナンパされることだってあるだろ？」


    「まあそりゃ無くはないけど……あたしもしょっちゅうだったけど、断ってたし。友達も断ってたんじゃないかなあ、カップル成立って話聞かなかったし」


    「凛……三み剣つるぎとやらも？」


    「凛世はすごいモテてたけど、徹底的に振ってたよ。隣の中学に、うちの学校の子をかたっぱしから食くってたイケメン男がいたんだけど、そいつもあっけなく振られちゃってプライド砕かれてたよ。みんな言ってたもん、あれは絶対すごい理想が高いんだって」


    　そんな理想の高い凛世が俺を好きになるなんて、やっぱりありえないよなあ。


    「そういえば、なんとか小こ麦むぎって友達いるか？」


    「小麦？　保健委員の草くさ野の小麦かなあ、その子なら同じ中学だったよ」


    　えっ……小麦も同じ中学だったのか？


    「そいつは親友？」


    「ううん、別にふつうの友達」


    「水球部じゃないのか？」


    「小こ麦むぎ、カナヅチだもん。粘菌が好きだからいつも保健室でシャーレに向かってしゃべってる」


    「粘菌？」


    　まちがいない、あの小麦だ。


    「それはもしかして、友達に彼氏を取られたショックで粘菌としゃべってるとか？」


    「それって遠回しに、あたしが小麦の彼氏を取ったんだろうって言ってる？」


    「取ったんだろ？」


    「取ってないってばー！　小麦はもとから粘菌が好きだったの、彼氏なんかいないし、っていうか小麦は男の子は嫌いだって言ってたし！」


    「えっ……ほんとに？」


    　じゃあやっぱり、あの「男嫌ーい」は俺の聞きまちがいとかじゃなかったんだ。


    「ほんとだよ。男なんて繊せん細さいでかわいい粘菌に比べたら、むさいし無神経だし最悪って言ってたし。こないだの『恐怖のグロドロゾンビーズ』も小麦のおすすめだし、親友ってほどじゃないけど、ちゃんと仲良くしてるんだから」


    　なるほど、粘菌萌もえをこじらせてグロドロゾンビーズになったのか。


    　それにしても、話がおかしいじゃないか。小麦が男が嫌いな粘菌マニアなら、なんで俺につきまとうんだよ。俺のどこに粘菌要素があるんだ？


    「とりあえず、あたしはだれの彼氏も取ってないんだからねっ！」


    　妹が、ぷうっとほっぺたをふくらませて俺をにらんでくる。本気で怒ってるっぽい。俺はあわてて謝った。


    「ごめんごめん、疑って悪かった」


    「他人のお下がり狙ねらうほど落ちぶれてないんだから！」


    「だから悪かったって」


    「それに、あたしは理想が高いんだから。そのへんの男なんか興味ないんだから」


    「理想が高いって、ジャニーズレベルぐらいか？」


    「っていうか、兄あにっちみたいなのがそばにいると理想が高くなっちゃうんだよねー」


    　妹はカバンを持った両腕を頭の後ろに回して、さりげなくそんな言葉を口走りながら俺の前のほうへ歩いていった。……って、え？　それ、俺みたいなつまんない男子がそばにいたら男子に期待しなくなるとか、理想が低くなるとか、そういう意味だよな？　俺の聞きまちがいか妹の言いまちがいか、どっちかだよな？


    「よく聞こえなかったんだけど、今なんて言ったんだ？」


    「ふんだ、一回しか言わないもん。かわいい妹のお言葉は、耳かっぽじって一いち言ごん一いつ句く聞きもらさない覚悟で聞きなさいよね！」


    　妹はどういうわけか、すねたような口調でそう言って、どんどん先へ歩いていった。


    　さっぱりわからん。反感アリアリのくせに俺につきまとう凛りん世ぜにせよ、男嫌いのくせに責任取れとか言う小こ麦むぎにせよ、そしてこの妹にせよ……女子の思考形態と行動原理ってものは、さっぱり読めない。平たく言うと、めんどくさい。


    「仏教では天国には男しかいないんだよな、女は男に性転換してからでないと天国に行けないから。やっぱりお釈しや迦か様さまはえらかったんだな、男だけなら世の中は平和だってことを二千五百年も昔に発見してたんだから……」


    　俺は朝から疲れ果てて、肩をがっくり落として深いため息をついた。


    　俺が妹としゃべってるあいだ、まわりには同じように学校へ向かう女子たちの姿がちらほら見えていた。その女子たちがじっと俺たちのようすを見つめていることに、そのときの俺はまったく気づいていなかった。


    



    　学校に着くと、俺は妹と別れて二年Ｃ組の自分の教室へ行った。教室の前には靴箱がある。


    　いつものように靴箱を開あけようとしたら、ふたが少し開いてる。


    「……あれ？　きのうちゃんと閉めなかったっけ？」


    　怪け訝げんに思いながらふたを開けたとたんに、大量の封筒がばさばさばさっと落ちてきた。


    「なっ……何だこりゃ！」


    　廊下に散らばったそれは、どれもこれもピンクや花柄のかわいい封筒で、封印は赤いハートのシール。どこからどう見ても、ラブレターにしか見えない。


    　相手をまちがえたのかと思ったけど、靴箱はたしかに俺のものだし、封筒にもはっきりと「日向ひゆうが明あ日す太たさま♡」など、俺の名前が書いてある。


    「……とか言いながら、中に『バーカ』とか書いてあるんだよな？」


    　封筒をひとつ破って中の便びん箋せんを開いてみると、そこには、


    『日向先輩　はじめまして。わたしは一年Ｂ組の富と樫がしゆきなといいます。突然こんなお手紙を出してすみません。わたしははじめて日向先輩を見たときから、先輩のことが好きで好きでたまらなくなりました。よかったらつきあってくれたらうれしいです……』


    　ありえない！


    　ガチで本気のラブレターじゃないか、ありえなさすぎるだろ！


    　思わずほかの封筒も開いてみたが、どれも似たような熱烈なラブレターの文面が並んでる。自分の写真を同封してる女の子もいた……しかもかなりかわいい。


    　これはどういう現象なんだ？　もちろん、俺がこんなにモテるわけがない。常識的に考えてありえない。


    「何かのイタズラなのか？　女子のグループが変なイタズラを思いついて俺がタゲられてるのか、それともドッキリで撮影して動画サイトにでも晒さらすつもりか？」


    　とりあえず散らかしっぱなしにはできないので、俺はしゃがんで、廊下に散らばった封筒をかき集めた。かき集めてると、だれかが靴箱のところにきた。


    「あっごめん、すぐに片づけるから……」


    　同じクラスのだれかだと思って顔を上げたら、知らない女子だった。幼い顔立ちで、一年生っぽい……そして、手には何かのチケットを持っている。


    「日向ひゆうが先輩ですか？」


    「あ、うん。何か用？」


    　一年生がわざわざ二年生の靴箱まで何の用だろう、と思っていると、彼女は俺にチケットをさし出した。


    「日曜、いっしょに映画に行ってほしいんですけど」


    「はぁ？」


    　国語の作文なら、前後の文脈がつながってないって言われてバツをつけられる流れだ。彼女がさし出したチケットは『恋するニューヨーク』とかいう、男だけで見たらジンマシンで即死するレベルのオシャレ系恋愛映画のものだ。


    「いっしょに映画って……それってどういう？」


    「もちろんデートです」


    「はぁっ？」


    　今度の「はぁ？」は音が一オクターブ上がってしまった。


    「ちょっ……ちょっと待てよ！」


    「あ、大丈夫です。チケットはわたしのオゴリです。もちろん映画のあとのお食事も、わたしのオゴリで……」


    　怪しい！


    　ここで「そんなラッキーな話が舞いこんでくるなんてハッピー♪」なんて思えるのは、小学生までだ。そんなご都合主義な設定、ふつうは罠わなに決まってる。


    「あっ、俺、映画嫌いだから！」


    　思いっきり断った。でも彼女は、あきらめずに食い下がってくる。


    「じゃあ、お食事だけでもいいですよ」


    「いらない！　今ダイエット中だから！」


    　俺は彼女から逃げて、教室に入った。さすがによその教室までは入ってこないようでホッとしたけど、彼女は入り口のところからまだちらちらとあきらめきれないように俺のほうを見ている。


    　先に何人か男子が来てたけど、自分の机に座って頭をかかえてる俺のところに好奇心丸出しの顔でやってきて、口々にたずねてきた。


    「よーよー日向、おまえ学校の玄関とこで一年の三み剣つるぎに押し倒されたって？」


    「三み剣つるぎっつったら一年でも顔面偏差値八〇超えてくるクラスだぞ？　どうだった？」


    「どうって……興味無いけど」


    　俺は死にそうな声で答えた。むしろもう凛りん世ぜのことは忘れたい。


    　だけど俺のそんな悩みを知らない男子たちは、お気楽な顔で笑ってる。


    「あんなかわいい子に興味無いってありえないだろ？　まあおまえの妹には負けるけどさぁ、妹を標準と思ってたらダメだって。あれはダントツでかわいいんだから、ほとんど神の領域だから」


    「あの妹を見てたら理想が高くなるのわかるけどさあ。ほら、あの娘こもけっこうかわいいほうだぜ？」


    　そう言いながら、まだこっちを見てる彼女を指さした奴がいた。


    「あんなかわいい子に、今デート誘われてたじゃん。いや俺だってデートぐらい誘われたことあるけど、女子っておごられるの前提でデート誘ってくることあるじゃん？」


    「そうそう、一人で行ったら金かかるから男にタカるつもりでさ。自分からデートに誘ってくる女子って、そういうの多いよな。それに比べてデート代全部もってくれるとか、それは本気で日向ひゆうがのことが好きなんだぜ」


    「うらやましいよな～。ＯＫしてやればいいのに、どんだけ理想が高いんだよ」


    　無責任なことばっかり言う奴らに腹が立った。そりゃ上っ面つらだけ見てたら、俺はかわいい女子にモテモテみたいに見えるだろうよ。


    　でも、こんな恋愛ゲームみたいなシチュエーションが実際に起こると、怪しさしか感じない。むしろ相手の得体がしれないだけに、命の危険すら感じる。


    （凛世と小こ麦むぎだけじゃないのか……。いったい俺は何人に狙ねらわれてるんだよ？）


    　一日じゅう警戒して怯おびえて、パニックを起こしそうだ。


    　ちょうどそこに、見慣れた顔がやってきた。高たか野のと比ひ叡えいだ。


    「そうだ……っ！」


    　俺は信頼できる親友の二人に、救いを求めて駆け寄った。


    「高野っ！　比叡っ！　頼む、毎日昼メシおごるから俺の家まで送り迎えしてくれっ！　きのう駅から家に帰るとちゅうで襲われたし、今日は朝からつきまとわれて、敵が何人いるのかわからない状態なんだ！」


    　俺は涙目になって、二人に頼んだ。


    　ところが……いつもなら俺の頼みなら細かいことなんか聞かなくても二つ返事でＯＫしてくれる、慈悲に満ちた仏教上級者である二人が、今日にかぎって一瞬、ためらうように顔を見合わせた。


    「……え？　何、この空気？　どうしたんだよ？」


    　嫌いやーな予感が俺の胸によぎった。比叡と高野はもう一度顔を見合わせて、何となく「おまえが言えよ」みたいななすりつけあいっぽいオーラを放っている。


    「どうしたんだよっ？」


    　俺はもう一度、今度はちょっと強めに聞いた。高たか野のがあきらめたような顔をして、やっと俺のほうを向いてくれた。


    「ごめんなさいであります、日向ひゆうがくん～。ぼくたち、用があるでありますよ～」


    「いいよ、用、俺もついてく！　用が終わるまでついていくから、そのあと家まで送ってくれたらいいから、なっ？」


    「いえ、その～であります～」


    　高野が言いにくそうに、また比ひ叡えいのほうを見た。比叡がしかたなさそうにため息をついて、俺に言った。


    「申し訳ないんですけど……他人についてきてもらうのは、困るんですよ～」


    「た、他人っ？　俺たち同じ仏像愛好会じゃないか、寺でも仏像でもつきあうからさ！」


    「用っていうのは、お寺でも仏像でもないんですよ～」


    　比叡は、いかにも「ものわかりの悪い奴だ」みたいな目で俺を見た。何だ、その目は？


    「言いにくいんでありますけど……モテるのは、日向くんだけじゃないんでありますよね～」


    　そう言って、高野はケータイを開いて俺に見せた。比叡も、同じようにケータイを開いた。


    　二人のケータイには……どっちも、うちの学校の制服を着てるけっこうかわいいめで清せい楚そ系な女子の写メとともに、


    『じャ了木～ヵごデ～┣ [image: ]з　[image: ]～な』


    『比叡先輩とのデート楽しみです（*・・*）　では放課後に（*^_^*）ヾ　るか』


    　俺は一瞬、いろんなことが理解不能になってしまった。


    「……高野のそれ、宇宙人とファーストコンタクトしたのか？」


    「やだなぁギャル文字でありますよ～。『じゃあほーかごデートよろ　みーな』って書いてあるでありますよ～」


    「デート？　比叡のメールもデートって書いてあるが……」


    　俺はなんだか震えが出てきた。何ていうんだろう、城が兵ひよう糧ろう攻ぜめにされるときに外堀が埋められる感覚っていうのか……。


    　比叡はガラにもなくデレデレした笑みを浮かべて、俺に言った。


    「一年の女子なんですよ～。急に写メがきて、前からぼくのことを好きだから告白したって言うですよね～」


    「女によ性しようは修行者を堕落させる魔ま性しようの悪鬼だって言ってたよなっ？」


    「それは一般的な女性の話ですよ～、でもるかにゃんは例外ですから～。そりゃあぼくも、最初はそう言ってていねいにお断りしようとしてメールの返事を書いたですよ～？　でも、るかにゃんの……」


    「るか『にゃん』って何だ！」


    「……るかにゃんのですね、どんなに純粋な思いでぼくのことを好きかというメールを読むとですね～、どこからどう見ても悪鬼なんかであるはずがないじゃないですか～」


    　あまりのことに、俺はこめかみから血が吹きだしそうになった。高たか野のも、宇宙人からのメッセージとしか思えないケータイの文面をながめながら、デレデレしている。


    「そうでありますよ～。みーなちんも三年生で年上なのに、とっても恥ずかしがり屋さんで……」


    「みーなちん、だぁ？」


    「……けど、みーなちん、ぼくにずっと告白できなくて悩んでたのに勇気をふるって告白してくれたでありますから～」


    　ざっくざっく。


    「というわけで、今日の放課後、はじめて会うですよ～」


    「だからぼくたち、日向ひゆうがくんにはつきあえないわけでありますよ～」


    　ざっくざっくざっく。ざっくざっくざっくざっく。


    　……外堀が埋められる音が聞こえる。俺は思わず耳を押さえた。


    「やめろっ、だまされるな！　おまえらはだまされてるんだっ！」


    　すると、比ひ叡えいと高野はムッとした顔をした。常に悟りを開いたアルカイック・スマイルを浮かべていた仏教上級者のこいつらがこんな表情をするなんて、俺は一度も見たことがない。


    「日向くん、ぼくは何を言われてもいいですけど、るかにゃんをウソつき呼ばわりするのは許せないですよ～？」


    「そうであります～、みーなちんのぼくへの愛を疑うなんてひどいじゃないでありますか～！」


    「だって、タイミングが不自然すぎるだろ！　俺が急にモテだして、おまえらにガードを頼んで、そしたら今度はおまえら二人が急に告白されるなんて！」


    　どう考えても、俺を狙ねらってる何者かが、じゃま者であるこの二人を俺から引きはがそうとしてるとしか思えないじゃないか。でも、二人は親友である俺のことばなんか聞きゃしない。


    「別に不自然じゃないでありますよ～。女子はブームに流されやすいじゃないでありますか～、肉食系男子とか草食系男子とかあるけど、仏教系男子ブームが来たんじゃないでありますか～？」


    「そうそう、だから仏教系男子のぼくと高野くんと日向くんの三人がいっぺんにモテ期をむかえた……と考えるのが、自然じゃありませんか～？」


    「どこが自然だよ！　仏教系男子ブームとか来ないから、ぜったいに！　仏教系男子よりずっとメジャーな鉄オタ男子ブームだって、永遠に来てないだろ！」


    　俺は必死にうったえたが、二人は全然聞く耳を持たない。「やれやれ」みたいな顔をして、肩をすくめている。上級者であるこの二人をここまで堕だ落らくさせるなんて、るかにゃんとみーなちん、恐ろしい子！


    「日向ひゆうがくん、友達として忠告するでありますが、人を信じられないとか、人間として不幸なことだと思うでありますよ～？」


    「そうです～、お釈しや迦か様さまも『信じる者は救われる』って言ってるですよ～」


    「お釈迦様じゃないっ、それ新約聖書だ！」


    　仏教上級者だった二人がこんなムチャクチャなことを言いだすなんて、ありえない。信じられない。


    　俺はお釈迦様のことばを痛いほどかみしめた。やっぱり、女によ性しようは魔ま性しようの悪鬼だったんだ……。


    



    　放課後、高たか野のと比ひ叡えいはいそいそとデートに向かってしまった。


    　俺はたった一人だ。覚悟を決めて教室から一歩出たとたん、


    「キャー！　日向先輩、出てきたー！」


    　黄色い歓声が俺の耳をつんざいた。


    　俺はわが目を疑った……廊下にびっしり女子が待ちかまえていた。その数は、二十人を下らないだろう。一年生から三年生まで、手に手にラブレターや、プレゼントらしき紙袋を持っている。しかも全員、今どき珍しいかもしれない清せい楚そな感じの美少女ぞろいで、とても自分から男子に告白するようなタイプに見えない。この状況って……もしかして「出待ち」ってやつか？
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    「日向ひゆうが先輩！　これっラブレター！　受け取ってください！」


    「日向くん、クッキー焼いてきたの！　食べてちょうだい！」


    「日向、いっしょに帰ろ！　先輩の命令だぞっ！」


    「お願いっ、彼女にしてください！」


    　きゃあきゃあ言いながら、女子たちが俺のもとに押し寄せた。女子の波に、俺は押しつぶされそうになる。


    　のん気な男子が廊下の窓を開けて、高見の見物を決めこんでいる。


    「おー日向、モテモテでいいなぁー」


    　うるさい殺すぞ！　おっとだめだめ、仏教を愛する俺が殺せつ生しようなんて許されない。あーでもこいつら殺したい。


    　とにかくこのままじゃ押しつぶされてしまう、何よりこいつらすごく怪しい。俺はしゃがんで、女子たちの脚のあいだをすり抜けながら脱出した。白い脚とスカートの森は、甘ったるいコロンの香りがいろいろとまじりあって、何だか魔女が住む森に迷いこんだような気がした。


    　きれいな魔女が手招きしていて、行ったら頭からバリバリ食くわれる。押しあいへしあいしながらすったもんだしている女子たちの様子を見て俺が連想したのは、どっちかっていうとそういう場面だった。決してウハウハなハーレムなんかじゃない。


    　ご都合主義なファンタジーじゃあるまいし、絶対にウラがあるに決まってる……！


    



    　やっとこさっとこ、俺は女子たちの脚のあいだから脱出した。


    　目の前に広い廊下が見える。これをダッシュすれば、女子の脚ではまず追いつけないはずだ。やっとこれで逃げられる……と、俺は胸をなでおろした。


    　が、廊下のむこうにだれかが立っているのに俺は気づいて、ドキッとした。


    　一瞬、凛りん世ぜか小こ麦むぎかと思った。でも、そうじゃなかった……そこに立ってたのは、妹だった。手には、青いスヌーピーのきんちゃく袋を持っている。


    「兄あにっち……」


    　なぜか妹は険けわしい顔で俺を見下ろし、厳しい声でつぶやいた。


    「体操服の上着、兄っちのとまちがえてたから交換しにきたんだけど……」


    「悪い、今ちょっと余裕が無いんだ。帰ってから聞くから」


    　俺は早口にそう言い捨てて、女子たちに気づかれるまえに逃げだそうと焦あせっていた。だけど女子たちは気づいてしまって、俺と妹のほうをくるっと振りかえる。


    　……しまった、見つかった！　万事休す！


    　俺は思わず目を閉じた。だけど……女子たちの口からは意外なことに、


    「きゃあああっ、今日きよう子こさんだわ！」


    　と、俺じゃなくて妹の名前が出た。しかも、俺に向けられたのとは全然レベルのちがう黄色い声で。妹に向けられる彼女たちの目は、ハート形になっている。俺にラブレターを渡すときは、声はノリノリでも表情が微妙に不自然だったのに。


    （どういうことなんだ？）


    　そして妹はというと、顔を真っ赤かにして怒って、ほっぺたをハコフグみたいにぷうっとふくらませると、


    「兄あにっちの八方美人、女ったらし、不潔っ、サイテー！」


    　思いっきり俺を罵ば倒とうすると、俺の顔にスヌーピーのきんちゃく袋をばしーんっと力いっぱい投げつけて、走り去っていった。


    「おいこらっ、俺は何もしてないぞ！」


    　鼻が折れたかと思って、俺はこすりながら妹の背中に向かってどなった。そのうちに、俺はふと気づいた。


    　さっきまで俺を取りかこんで出待ちしてた女子が、潮が引くように全員いなくなっていた。ほんとにあっという間のことだ、素早すぎる。


    （どうしてだれもいなくなったんだ？　妹に遠慮したのか？　……いや、いなくなってくれたほうがうれしいけどさ）


    　あいつらの行動原理がさっぱりわからない。そして女子たちがいなくなったかわりに、比ひ叡えいと高たか野のが幽霊みたいな顔色で戻ってきた。


    「……あれ？　おまえら、デートに行ったんじゃなかったのか？」


    「それがですね……うわぁ～ん！」


    　二人が泣きながら、俺にしがみついてきた。なんだなんだ、このただならぬ雰囲気は。


    「待ち合わせ場所に行ったでありますのに～っ！　これからどこに行こうかって二人で話をしてたでありますのに～っ！　急に彼女からケータイがかかってきたと思ったら、『急用ができちゃったごめんねまた今度』って～っ！」


    「ぼくのほうも同じです～！　途中まですごくいい雰囲気だったのに～！」


    　この二人もモテるなんて免疫がないぶん、フラれるほうにも免疫が無いらしい。かなりショックが大きかったみたいで、しばらく泣きつづけていた。


    　俺は二人をなだめながらも、どうも心の中がモヤモヤしていた。


    （このドタキャンぶりを見ると、俺から引きはなすために、二人がデートにさそわれたってのはまちがいなさそうだ。だけど……二人を俺から引きはなしたんだから、女子どもはいくらでも俺を狙ねらいたい放題になってたはずだ。なのにそこまでしたのに、急にいなくなった……俺を狙ってたんじゃなかったのかよ？　どういうことなんだ？）


    　女子たちの行動原理がさっぱりわからない。とりあえず二人の親友が戻ってきたのがうれしくて、


    「な、わかっただろ？　女によ性しようは魔ま性しようの悪鬼だって言ったお釈しや迦か様さまは正しかっただろ？」


    　と二人に言いふくめ、二人は泣きながらうんうんとうなずいていた。


    



    　その日の帰り、二人は俺を家まで送ってくれたけど、まわりに女子の影はなかった。凛りん世ぜも小こ麦むぎも襲撃してはこなかった。


    　家では、妹がまだ腹を立てていて、俺の顔を見るとプイッとそっぽを向いた。まあ妹にベタベタされないほうが気楽だから、俺は別になだめるでもなく言いわけするでもなく、放っておいた。


    　次の日も、妹は俺といっしょに学校に行くのを嫌いやがって、ずいぶん早く家を出ていった。俺はためしに一人で学校に行ってみたけれども、やっぱりだれの襲撃も受けなかった。靴箱にラブレターも無いし、待ちかまえてる女子もいないし、背後から襲撃をかけてくる凛世もいなかった。


    「やれやれ……飽きたのか何なのか、何がどうなってるのかわかんないけど、とりあえず解放されたみたいだな」


    　俺は思いっきりのびをして、久々の解放感を味わった。


    　比ひ叡えいと高たか野のも、もとどおりの仏教オタクに戻った。以前よりも女性＝悪鬼論に輪がかかってるのは、今回の一件で女性不信になったんだろう。結局そのあと、あの二人の女子からメールはまったく来ないらしい。


    「おかげでせっかくの悟りが煩ぼん悩のうに汚されてしまったでありますよ～、あやうく日向ひゆうがくんとの麗うるわしい友情を壊すところでありましたしね～」


    「女性は魔性の悪鬼だから、男どうしの友情を壊したがるですよ～」


    「だろ？　だから俺が言っただろ？　わかってくれてうれしいよ！」


    　俺たちは女子の悪口を言いながら、これまで以上に友情の結びつきを強くするのだった。


    　妹は俺を無視してるし、わけのわからない女子の襲撃は無いし、比叡と高野との友情はもとに戻ったし、しばらくのあいだ俺にとっては天国のような安静な日々がつづいた。


    　本来、俺の人生はこういう穏やかなものだったんだ……と、俺は幸せを満喫しながら、その朝も一人で校門をくぐった。妹は、今日も先に学校に行ってしまっていた。


    　ふと、俺の後ろに男子が二人、ぴったりくっついてきた。同じ二年生の男子っぽかったけど、知りあいじゃない。あまりにも露骨に尾行されてる感じなのが気になって、俺は振りかえった。


    「何か用か？」


    　聞くと、そいつらは顔を見合わせてニヤニヤした。


    「日向って奴がめちゃモテてるって聞いて見にきたんだけど、ガセネタだったよなーって言ってたとこだよ」


    「顔見りゃわかるよな、地味でつまんねー顔してるし。思いっきりガセだったな」


    　そいつらはゲラゲラ笑いだした。初対面の人を前に失礼な奴らだな、とあきれた気持ちで立っていると……。


    「兄あにっちー！」


    　校舎の窓から妹が手を振った。……えっ、なんで妹が？


    　妹はすぐに走って校舎から飛びだしてきて、俺のひじにきゅっと腕をからめながら男子二人をにらんだ。


    「あたしの兄っちの顔がどーだろーと、赤の他人に関係ないと思うんだけど何か？」


    　さっきまでゲラゲラ笑ってたそいつらは、怒った妹の顔を見て呆ぼう然ぜんとした。


    「えっウソ……この娘こってこいつの妹だったの？　そ、そういえば苗みよう字じが同じか……！」


    「ちょっ待て、うわこれマズい」


    　二人が妙に取り乱してる。どうしたのかなと思ったら、妹が怖い目で二人をにらみながら言った。


    「二人とも、あたしにラブレター渡してきたことあるんだよ」


    「ごめん、悪い！　おまえの兄貴だって知らなかったんだ！」


    「し、知らなかったんだよ、兄貴って知ってたらからまなかったよ。頼む、嫌いにならないで……」


    　二人は必死に謝ったけど、妹の怖い目は変わらない。


    「相手がだれだろーが、他人にからむその卑ひ怯きようくさい性格が嫌い。っていうか知ってたらからまなかった……って、そーゆー相手を選んで嫌がらせしましたっていうほうがずっと卑怯くさくてずっと嫌い」


    「頼む、もう一度チャンスを……！」


    「とっとと消えないと、恥ずかしいラブレター、掲示板に貼るよ」


    　妹が冷ややかに言い放った。二人はおろおろしたまま、


    「嫌われたじゃないか！　おまえがからかおうなんて言いだすから！」


    「お、おまえが最初に、女子にモテてムカつくって言ったんだろ！」


    　と、責任のなすりつけあいをしている。それを放っておいて、妹は俺の腕を引っぱって校舎のほうへ連れていった。


    「兄っち、ああいう奴らにはガツンと言ってやらないと」


    　妹が、俺のことをちょっとにらんだ。


    「だって地味でつまんない顔は事実なんだし、言いたい奴には言わせておけばいいじゃん」


    「あたしはよくないのっ！」


    　妹はぷりぷり怒りながら、


    「やっぱり、兄っちにはあたしがついてなきゃだめなんだよね。明日からまたいっしょに学校に行ったげるからね」


    　と、つぶやいた。


    「おいおい、子供じゃあるまいし、学校ぐらい一人で行けるって！」


    　男子にちょっとからまれるぐらい、わけのわからない女子どもに狙ねらわれるよりずっと行動原理もわかりやすいし、不気味さも無いんだが。まあでも無理に断る理由もないので、俺はそれ以上何も言わなかった。


    　とりあえず、これで全てが今までどおりに戻ったな……と思ってた。


    



    　とーこーろーがー。


    　その日の放課後、俺が校舎を出ようとすると、


    「兄貴さん発見！」


    　凛りん世ぜが運動場の向こうからダッシュで走ってきた。久しぶりの凛世だ、あきらめたんじゃなかったのか？


    「うわーっ！」


    　俺はあわてて校舎の中に戻る。比ひ叡えいと高たか野のがまだ教室にいるはずだ、二人にいっしょに帰ってもらって……。


    「お兄様ぁっ、責任取ってくださいぃ！」


    　廊下の掃除用ロッカーの中から小こ麦むぎが飛びだしてきた。っていうかどこに隠れてたんだ、忍者か！


    　必死に階段を駆けあがって教室に向かうと、後ろからわらわらと女子たちが湧わきだしてきて怒ど濤とうのように階段を駆けあがってくる。


    「日向ひゆうがくん、見つけたっ！」


    「日向先輩っ、つきあってください！」


    「告白とかめんどくさいから、捕まえて押したおしちゃえ！」


    　食べられるー！　肉食系女子に食べられちゃうー！


    　俺がたとえそういうことに興味の無い草食系男子（というか仏教系男子）じゃなかったとしても、知りもしない女子に無理やり捕まってキスとか嫌いやだ、たとえどんな美人だろーが気持ち悪いを通りこして本能的に怖い。


    　妹が小麦のおすすめで借りた『恐怖のグロドロゾンビーズ』を、俺は一瞬思いださずにはいられなかった。まるでゾンビ集団に追われる哀れな子羊の気持ちで、俺は押し寄せてくる女子たちから必死に逃げた。


    　ゾンビ映画だと、教会に逃げこめばたいてい助かるものだ。俺にとってそれは自分の教室だった。


    「比叡っ、高野！　助けてくれ、いっしょに帰ってくれ！」


    　俺は教室に飛びこみ、ピシャッと入り口の戸を閉めながら叫んだ。


    　二人はまだ教室にいた。俺は救われた気分で、二人に駆け寄ってすがりついた。


    「頼む、家までいっしょに帰ってくれ！　油断してた、まだ終わってなかったんだ！」


    「え～？」


    　二人は、あからさまに嫌いやそうな顔をした。


    　ぎくっ。俺は、嫌な予感がした。


    「な、何だよ。俺たち親友だろ、二つ返事でＯＫしてくれると思ってたんだけどな？」


    「いや～、きのうまでならそうだったんでありますけどね～」


    　二人はそう言って、手に持っていたケータイを俺に見せた。


    　俺は、全身から血の気がサーッと引くのを感じた。「るか」と「みーな」からのメールだっ……！


    「るかにゃんが、こないだデートをブッチした埋めあわせをしたいって連絡してきたんですよ～」


    「みーなちんも、ぼくが怒ってるかもしれないと思ってなかなか連絡できなかったそうでありますよ～。急用ができたのはみーなちんのせいじゃないのに、責任感強い娘こでありますよね～」


    　比ひ叡えいと高たか野のは顔を見合わせて、ニヤニヤしてる。なんで……このタイミングで……二人そろって仲直りメールが来てるんだっ？


    「怪しいだろ、それっ！　なんで二人そろってきょう仲直りなんだっ？」


    「別に怪しくないでありますよ～」


    「そうそう、ぼくが好きだから仲直りしたかったに決まってるじゃないですか～」


    　まったく疑う気配もなく、ピュアな瞳ひとみをキラキラさせている二人を見て、俺は頭痛を感じた。仏教上級者のくせにすぐ煩ぼん悩のうに迷いやがって……と思ったけど、いや逆に上級者だけに免疫がないから、こういうミエミエの媚こびにコロッとだまされるのか？


    「あのなー！　きょう、俺がまた女子たちにつけ狙ねらわれはじめて、それと同時におまえら二人に仲直りメールって！　明らかにおかしいだろ！」


    「前も日向ひゆうがくんはそうやって、ぼくらの心に疑いの種をまいたんですよね～」


    「それに乗せられてうっかり彼女を恨みそうになっちゃったけど、やっぱりみーなちんはいい娘こだったんでありますよ～」


    　二人は幸せそうな顔でデレデレしている。こいつら、どんだけ恋愛耐性が低いのか知らないが、学習能力ってものが無いのかっ？


    「おまえらっ！　女によ性しようは魔ま性しようの悪鬼だってなんべんも言ってただろ！」


    「やだなあ日向くん～。その女性である摩ま耶や王おう妃ひから生まれたのがお釈しや迦か様さまじゃありませんか～」


    「そうでありますよ～、悪鬼がお釈迦様を産むわけないでありますよ～」


    　こ、こいつら……っ！　懲こりないっていうか喉のどもと過ぎれば熱さを忘れるっていうか！　この状況じゃ俺が何を言ってもムダだ、悪鬼のような女に心をまどわされてしまった二人にとって、親友の俺の忠告はただの悪口としか聞こえないんだ。


    「知らんぞ、今度泣くようなことがあっても俺はもう知らんぞっ！」


    　そう叫んでる俺が一番泣きたい気分だったってのは内緒だ。


    　それにしても……何かおかしくないか？


    　俺（と比ひ叡えい・高たか野の）に突然のモテ期がおとずれる→妹がブチキレる→女子いっせいに潮が引いたように去る→妹が俺と仲直り→俺たちのモテ期が復活する……全てが連動してる。偶然とは思えない。


    　この状況にはどうも裏がある……それが何かはわからないけど、明らかに全ては関連してる。謎なぞのモテ期が来てからこっち俺の胸の中にうずまいていた疑いは、確信に変わろうとしていた。
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    　比ひ叡えいと高たか野のに見捨てられた俺は、結局女子たちがあきらめるまで教室にカギをかけて立てこもり、夜八時を回ったころやっと家に帰ることができた。


    　この不自然かつ突然のモテ期と、その復活……俺の胸にうずまいていた謎なぞの正体は、まもなく判明することになった。


    　なんだかんだで六月に入って、制服もすっかり夏服に変わって、そろそろ梅雨に入りかけていたころだった。


    　俺の謎のモテ期はまだつづいていて、靴箱には毎日ラブレターの山が詰めこまれていた。でも俺も学習してるので、朝は一時間早く出る、帰りは方向が同じ友達を日替わりで選んで昼メシをおごっていっしょに帰ってもらう……という作戦が功を奏して、襲撃を受けることは避けられた。


    　少なくとも、比叡と高野が「振られたですよ～！」「女によ性しようはやっぱ悪鬼であります～！」と俺に泣きついてくるまでは、油断できない。その日も俺は隣のクラスの男子に頼んでいっしょに帰ってもらって、やっと安全地帯である家に帰りついて、ホッと安あん堵どしながら心安らかに写経にいそしんでいた。


    　ところでわが家の夕飯は七時からなんだが、六時すぎぐらいに突然窓の外から「ドザア！」とものすごい音が聞こえた。びっくりして外を見ると、さっきまで明るかった空にどす黒い雲がたれこめて薄暗くなっていた。ものすごい音は、大粒の雨の音だった。


    「うわ～、もう梅雨入りだなこりゃ」


    　校内はともかく校外で傘かさをさしてまで待ち伏せされることはないだろうから、本格的に梅雨に入れば女子たちの攻撃も少しは緩和するだろうと俺は期待していた。待望の梅雨入りっぽい雨を見上げて、俺は仏様に感謝した。


    「あっくんー。あっくん、ちょっといーいー？」


    　階段の下から、俺を呼ぶお袋の声が聞こえてきた。まったくもー、あいかわらず高校二年にもなった息子にあっくんは無いだろう……と思いつつも、そんなことでいちいち親にかみつくのもまた高校二年にもなって大人げない気がする。そんな矛む盾じゆんした気持ちを胸に抱きながら、


    「はーい」


    　と返事して、俺は階段を下りた。


    　お袋はエプロン姿で、片手に包丁を持っていた。


    「料理中なのはわかるけど、家の中で包丁持ってウロウロするのは怖いからやめてほしいんだけど」


    「そう、料理中で手が離せないの。というわけであっくん、きょーちゃんを迎えにいってあげて」


    　お袋はにっこり笑って、包丁で玄関のほうを示した。


    　妹を……迎えにいけ、だと？


    「学校まで？　これから？　わざわざ？　往復一時間以上かかるんだぞっ？　しかも、この豪雨の中をっ？」


    「豪雨だから、じゃない。傘かさ持ってってあげて」


    　当たり前のような顔で、お袋は言った。


    「傘ぐらい！　コンビニで四百円ぐらいで売ってるだろ！」


    「そのコンビニに行くまでに濡ぬれるじゃない」


    「部活の友達といっしょに帰ってくるはずだから、だれかがコンビニまで傘に入れてくれるさ」


    「試合が近いから、水球部全体の練習が終わったあとも一人でプールで残ってやってるって言ってたわよ。水泳部が終わったあとでやっとプールに入れるから、時間が遅くなっちゃってみんな先に帰っちゃうって」


    「プールで練習した帰りなら、どっちにしたって濡れてるんじゃないか。コンビニまで雨で少々濡れたって、大差無いだろ」


    「お兄にいちゃんのくせに冷たいわねえ、あっくんは！　小学校のころは、いつもスイミングスクールまで迎えにいってくれてたのに」


    　お袋は、包丁を持ったまま腰に手を当ててぷんすか怒った。


    「えっ……そうだったんだ？」


    　全然覚えてない。これに限らず、小学校のころの妹関係の記憶はいまいちおぼろげになってるんだけど……。


    「っていうか！　スイミングスクールは近いだろっ、橋渡ってすぐのとこじゃないか！　高校まで行こうと思ったら、電車に乗らないといけないんだぞっ？」


    「いいじゃない、定期あるんだし」


    「四百円で買える傘のために一時間以上かけて往復するとか、俺の時給どんだけだよ！」


    「ふーん。じゃあ、あっくんは晩ごはんいらないのね」


    　お袋の視線が冷んやりした。びくっ、と俺の背筋に冷たいものが走った。


    　たしかに今夜の晩ごはんは俺の大好きなマーボーナスだ。しかもお袋のマーボーナスは、マーボーナスのもとを使わずに豆板醬トウバンジヤンと甜麵醬テンメンジヤンからちゃんと作ってて、ぶっちゃけそこらの中華料理屋なんか太刀打ちできないぐらいおいしい。


    　マーボーのタレに入れるミンチ肉には、白ネギとショウガのみじん切りがぜいたくにたっぷり入ってて、ナスが入ってなくてもこれだけをホカホカの白ごはんに乗っけて食べても、ネギとショウガの歯ざわりがサクサクしていて死ぬほどうまい。


    　その上、この超絶うまいタレにからめる前にナスをきちんと揚げておくから、ぐちゅぐちゅした水っぽいマーボーナスにならずに、ふんわりサクふわのマーボーナスに……。


    　だ、だめだ。説明してるあいだに腹が減ってきた。


    「行ってきます」


    　高校生男子に食欲と戦えっていうのは、しょせん無茶な話だった。俺は根負けして、傘かさを持って玄関を出た。


    



    　外はシャワーみたいな大雨だった。傘をさしてても、立ってるだけで雨が地面にはねかえってひざあたりまでずぶ濡ぬれになってしまう。ゲリラ豪雨ってやつだろうか。


    （ここまですごい雨だったら、傘なんか持ってったってぜったい何の役にも立たないよなぁ）


    　歩きだしてほんの一分ほどで、俺のジーンズは太ももまでぐしょ濡れになってしまった。こうなると、どうせ濡れるんだからと思ってクロックスをはいてきて正解だった。靴下がぐちょぐちょに濡れてる状態で歩くのって、耐えられないからなあ。


    　さすがにここまですごい雨だと、道を歩いてる人はいなかった。みんな店の中やビルの中に入って雨宿りしていた。雨がすごいのはもちろんだけど、自動車が水たまりにつっこんで急流すべりかって言いたくなるぐらい豪快に歩道へ水をはね上げるのも厄やつ介かいだからだろう。


    　妹に傘を届けたって絶対ムダだと思いながらも、マーボーナスをのがすわけにはいかない。それに、やっぱり雨が降っていると、俺につきまとっていた女子はだれ一人出没しなかった。つまり、梅雨のあいだは俺は安全だ……という証明がこれでできたわけで、それだけでもこの豪雨の中、外に出てきた値打ちがあるっていうものだ。


    　結局、俺はだれにも襲撃を受けることなくぶじに学校にたどりついた。


    　校門はもちろん閉まっていたし、この時間だと校務員さんも帰ってしまってる。一階にある職員室には明かりがついてるから、まだ先生が何人か仕事で残ってるみたいだ（または、雨に降られて小降りになるまで雨宿りしてるのか？）。


    　校門の横には、小さなオートロックの扉がある。インターホンを鳴らせば校務員さんか先生が開けてくれるんだけど、俺がインターホンのボタンを押そうとしたとき、ちょうど女の先生が一人、あたふた走りながらこっちに来た。保健の先生だ。


    「あれ、日向ひゆうがくん。どうしたの？」


    　このあいだ技術の時間にちょっと指をカナヅチで叩たたいて保健室に行ったばかりだからか、先生は俺の名前を覚えてくれていた。ちょっとうれしい。ロングヘアと知的なメガネ、ナイスボディを包むかっちりしたブラウスとタイトスカートの上に白衣……と、大人の女性の魅力がむんむんしている保健の先生は、男子の憧れのまとだからだ。


    　とくに、若くて美人なくせに保健体育の特別講師として男子を視聴覚室に集めて、おしべだのめしべだの睾○だの陰○だのと涼しい顔をして口に出すので（まあ保健の先生なんだから当然なんだけど）、男子たちには人気があるのを通りこして崇すう拝はいの対象ですらあった。


    　たまに保健室で人体実験をしてるとかいう黒い噂うわさもあるけど、それはたぶん小こ麦むぎが保健室で育ててるという粘菌のせいで立ったガセじゃないかなあと思う。っていうか、その噂を聞いて「俺も人体実験されたい！」と志願しているアホな男子も少なくないのだ。


    　おっと。ちょっと話が横にそれすぎたので、話をもとに戻そう。


    「妹に傘かさを持ってきたんです」


    　と、俺は先生に答えた。


    「へぇ～、優しいんだ」


    「い、いや、母親に無理やり命令されただけで……」


    　誉められると照れてしまう。先生はブランド物っぽいおしゃれな花柄の折りたたみ傘をちょっとあおむけて、どんよりと暗い空を見上げて言った。


    「すごい雨だもんねえ。先生も保健委員の子といっしょに保健室で雨宿りしてたんだけど、これはもうだめかもなってあきらめたのよ」


    「そうですね、家を出てからぜんぜん小降りになってる感じしませんね」


    「そっかぁ、じゃあやっぱりあきらめて正解かもね。日向くんも、遅くなるなら気をつけて」


    　会話しながら、俺は先生と入れかわりに、オートロックの扉の中に入った。


    「はい、さようなら」


    　俺は先生に頭を下げて、体育館のほうへ向かった。


    



    　体育館の地下一階に、二十五メートルプールがある。二階は体育館で、一階はプールの観覧席になっている。しかもプールは温水プールで、一年じゅう入れる。うちの高校は水泳に力を入れてるだけあって、さすが豪華だ。


    　地下一階のプールまで下りるのがめんどくさくて、俺は一階の観覧席に入った。


    　観覧席からは、広いプールが見下ろせる。観客席から一番遠いレーンを、妹らしき人物が泳いでいた。観覧席自体がプールから五メートルぐらいの高さがあるから、一番遠いレーンまで二十メートルぐらい離れている。


    （妹……だよな？）


    　俺は目をこらした。その人物は、俺の目の前をクロールで横切っていく。めちゃくちゃ速い。あっという間にターンを切って、また俺の目の前を逆方向へ横切っていく。


    　水中にいるうえに帽子とゴーグルのせいで顔がよくわからないけど、妹にまちがいないだろう。だって、風呂上がりにバスタオル一枚でウロウロしてるときに嫌いやというほど見なれた体型だったから。


    　妹のほうはというと、俺に気づいていなかった。濡ぬれたゴーグルじゃ視界がぼやけまくってるだろうから、この距離じゃ見えないんだろう。


    　でも妹に声をかけるためにプールサイドに下りるのはやっぱりめんどくさいし、観覧席から呼ぶにしても少し遠いうえに、泳いでるあいだは耳が水の下にあるんだから聞こえないだろう。雨の中はるばる歩いてきて疲れてたから、妹が俺に気づくまでちょっと休んでおこうと思って、俺は観覧席のすみっこに座った。


    　妹は二十五メートルプールを泳ぎきると、くるっと前回りでターンした。クイックターンとかいうんだっけ、ほとんど泡も立てずに魚みたいにきれいに身をひるがえした。


    　水球部のユニフォームは、校章の模様が入った紺色と白の競泳用水着と水泳帽だ。白い肌と白い水着が水色のプールの中に浮かんで、水の抵抗なんか存在しないかのごとくなめらかに泳いでいく姿は、あの妹と同一人物とは思えなかった。健すこやかに伸びた長い腕と長い脚が水を切って進む姿は、認めるのは思いっきり悔しいんだけど、きれいだなと思ってしまった。


    　とくにクロールで水をかく白い腕が水面にあらわれるたびに、透明な水が玉になって真っ白い肌の上を流れていくようすは、波に洗われる真珠みたいだと思った。いやいや、きれいだとは思ったけどしょせん相手はあの妹なんだから、ドキドキしたりはしませんよ？


    　凛りん世ぜも水球部だけど、さいわいもう帰ったみたいだ。お袋が妹一人で残ってるみたいに言ってたとはいえ、もしかして鉢合わせしたら嫌いやだなあと思ってたから、俺はホッとした。


    　ふと、泳いでた妹がターンを切ろうとして、何かに気づいたように顔を上げ、泳ぐのをやめてプールのへりにつかまり、ゴーグルを上げた。


    （あれ？　俺に気づいたかな？）


    　思わず手を振ろうとして、俺は手を上げかけた。


    　が、妹は明らかに別の方向を見ていた。更衣室からプールに移動するための、シャワー室の入り口のほうだ。そこに、だれか立っている。


    （だれだ……？）


    　俺は手を下げ、反射的に観覧席のイスのあいだに身をかがめて姿を隠した。女子たちに追いまわされたせいですっかり警戒心が強くなって、すぐに身を隠すクセがついてしまったみたいだ。


    　妹は一度プールにもぐると、プールの横にあるハシゴからプールサイドに上がりながら、白い水泳帽をゴーグルといっしょにパサッともぎ取った。濡ぬれた髪から飛び散る透明な水のしずくが、天井の白熱灯に照らされてダイヤモンドのようにキラキラと輝いた。


    　陸に上がると、プールの中で冷えきった妹の肌は白いというよりも青白く、天井のライトに照らされてうっすら光っているようにさえ見えた。俺は妹の水球の試合を一度も見にいったことがないから知らなかったけど……たしかにこれじゃ、妹ファンの男子が大量発生するわけだ。妹にさんざん悩まされてるはずの兄の俺ですら、思わず見とれてしまうぐらいなんだから。


    　い、いや、見とれてる場合じゃない。いったいこんな時間に、他にだれが残ってるんだ？　俺はイスのあいだで身をちぢこめながら、プールサイドのようすをうかがっていた。


    　妹はにこやかに、その人物に向かって手を振った。


    「やっほー、小こ麦むぎ。まだ残ってたん？」


    　こむぎっ？


    　妹よ、今、小麦って言ったかっ？


    　俺は一瞬、逃げようかと思った。だけど立って逃げたら小こ麦むぎに見つかる。それよりは、ここでじっとしてるほうが安全だ。俺はますますイスのあいだで小さくなり、小麦がいなくなるのを待つことにして、二人の会話に神経を集中させた。


    　シャワー室のほうからやってきた小麦は、薄いピンクのナース服を着ていた。……なんでナース服なんだっ？


    「粘菌の世話してから着がえてきたから、遅くなっちゃったんですぅ」


    「小麦ってほんとに粘菌、好きなんだね」


    「先生が雨宿りで遅くまで残ってたから、なかなか来られなくてぇ……」


    　保健の先生のことか！　っていうか、別に妹に会いにくるだけなら、先生が帰るまで待つ必要なんかないじゃないか？


    「なんで先生が帰るまで待ってたん？」


    　ほら、妹も同じ疑問を抱いてるじゃないか。小麦はあわてて、両手を胸の前で横に振った。


    「あっ、うっ、ううん！　何でもないんですぅ、別にやましいこととかなーんにもないんですぅっ」


    　怪しい。自分からそう言うってことは、何かやましい考えがあって、先生が帰るまで実行できなかったってことじゃないのか。


    「で、何か用？」


    　妹が小麦にたずねた。小麦は恥ずかしそうにほっぺたを赤らめ、両手の人差し指をつんつんする。


    「う、うん。水球部の試合、近いですよねぇ？」


    「うん」


    「小麦、保健の先生のお手伝いすることになったんですぅ」


    　そうか、保健の先生と保健委員は学校で試合があるときには、救護活動もしないといけないんだな。


    「あ、それでそのナース服なんだ」


    　妹が、ポンと手を打った。


    「そ、そうなんですぅ。救護班の制服なんですぅ」


    「へー、似あってる。かわいいよ」


    　妹が何気なくそう言ってニコッと笑うと、小麦のほっぺたがぽっと赤くなった。……女子が女子に「かわいい」って言われて、うれしいのはうれしいだろうけど、ふつう赤くなるか？


    「で……ですねぇ」


    　と、小麦が一歩妹のほうに近寄って、恥ずかしそうに妹を見上げた。


    「あ、あのぅ……ＡＥＤの使いかたと、過呼吸やこむらがえりの応急手当ては先生に習ってマスターしたんですけど、人工呼吸……マウス・トゥ・マウスがどうしてもうまくいかないんですよぉ」


    「あーうん、人工呼吸難しいよね。だから今は、人工呼吸なしの心臓マッサージだけでＯＫってなってるはずだけど」


    「うっうん、そうですよねぇ。一般の人ならそうなんですよねぇ。でも保健委員なんだから、ちゃんと人工呼吸までできるようになっておきたいんですよぉ」


    　なんか嫌いやな予感がするけど、気のせいかな。小こ麦むぎは熱っぽい目で妹を見つめて、頼んだ。


    「だから……キョコたん、人工呼吸の練習につきあってくれないでしょうか？」


    「うん、いいよ」


    　な、何だってー！


    　今日きよう子こだからキョコたんかっ、どういうあだ名のつけかたなんだっ？　あ、いや、そっちじゃない。


    　な、何だってー！　必要ないって言ってるのに人工呼吸の練習かっ？　っていうか妹、あっさりＯＫしていいのかっ？


    　俺も聞いたことがあるけど、素人が人工呼吸をやったら呼吸器を傷つけたり、口と口をくっつけて病気がうつる可能性もあるから、むしろやらないのが推すい奨しようされてたような気がする。


    　……そうか！　保健の先生が帰るまで待ってたのは、もし先生がいたら「人工呼吸は必要ないから」って止められてしまうからなのかっ？　どうして小麦はそこまで人工呼吸の練習をしたいんだっ？


    「ありがとーございますぅ、キョコたん。じゃ、ここにあおむけになってくれますかぁ？」


    　小麦がなんか、ドキドキしてるように見える。何をそんなに興奮してるんだ？　妹のほうは涼しい顔で、


    「こうでいい？」


    　と、すなおにプールサイドであおむけになった。小麦はそれほど親友ってほどの関係じゃないって言ってたのに、練習を中断されてるうえに練習でしんどいはずなのに、妹はつきあいがいいなあ……と、俺はあきれてしまった。友達思いなのか、案外ああ見えて他人には性格がいいんだろうか？


    　小麦はあおむけになった妹の横に座って、胸がよっぽどドキドキするのか自分の心臓のあたりを押さえながら、妹の顔をのぞきこんだ。


    「じゃ……じゃあ、練習しますねっ？　えっとまず顔を横にして水を吐かせたらぁ、あごを上げて気道を確保してぇ……」


    　と、小麦は妹のあごを少し上げさせ、指をくちびるのあいだに入れてちょっと開かせると、そっと顔を近づけて……って、おいおいちょっと待てー！


    「ちょちょちょっ、ちょっと待って！」


    　よかった。俺が絶叫する前に、妹があわてて身を起こして、小麦を押しのけてくれた。


    　小麦は、きょとんとした顔で妹を見つめている。


    「どうしたんですか、キョコたん？　心の準備ができてませんか？」


    「心の準備って何？　じゃなくて別の準備！　シールドマスク！」


    「シールドマスクって何ですかぁ？」


    　小麦はますますきょとんと首をかしげている。おいおい……ほんとに保健委員なのか？　人工呼吸のときに病気がうつらないように、直接口と口がくっつかないよう間にはさむための、ビニールシートやマスクやプラスチックの吹き口みたいな専用の救護用具があることぐらい、俺だって知ってる。キーホルダーになって小さく持ち歩けるやつもあるはずだ。


    　あれっ……そういえば、どうして俺はそれを知ってるんだろう？　まあいい、どこでそれを覚えたのか忘れたけど、とりあえず素人の俺だってそれぐらい知ってるんだぞ？


    「これだよ、シールドマスク」


    　妹が、プールサイドに置いてあった救急箱から小さなハンカチみたいなのを取ってきた。さすが、水泳中の事故にそなえて常備してあるんだな。


    　で、そのときの小こ麦むぎの表情がどうも気になった。ふつうなら「へーそれがそうなんだ！」と驚いたりするはずなのに、なんか「予定と違う」みたいな渋い表情をしている。


    「へ、へー……そ、それがそうなんですかぁ……ちぇ」


    　おいおい、なんか最後に「ちぇ」ってついてたぞ？


    　妹は自分からあおむけになって、顔にシールドマスクをかけた。


    「この真ん中に穴があいてるから、ここに口をつけるんだよ」


    　親切に小麦に教えてやっている。小麦はとまどいつつ、何か策略をめぐらせるように視線を左右にきょろきょろ泳がせていた。何を考えてるんだろう……凛りん世ぜは怒りっぽいぶん表情豊かだからある意味すごくわかりやすい奴だけど、いつもふにゃんとした得体のしれない微笑（薄笑いとも言う）を浮かべている小麦だけは、何をたくらんでるのかまったく読めない。何をしでかすつもりなんだ……と、俺は思いっきり不安になりながら、何やら考えているようすの小麦から目が離せなかった。


    　小麦はしばらく考えていたけど、ふと何か思いついたように目を輝かせて、


    「あ、あのぅ、キョコたん？　シートが大きすぎて場所の見当をつけにくいから、せっかくだからちっちゃくしていいですかぁ？」


    　と、妹の顔の上のシールドマスクを取ると、救急箱の中に入っていた紙テープを切るためのハサミでそれを、五センチ角ぐらいにちょきちょき切った。っていうか、「せっかくだから」って何だ？


    　怪しい、あまりにも怪しい。だけど妹はというと、上半身を起こして不思議そうな顔をしていたが、別に疑うようすもなく、


    「そうだね、慣れてないと難しいかもね」


    　と、人のいい笑顔で見守っている。


    　でも俺の胸にはものすごい焦あせりが湧わきあがってきた……この悪い予感は……確信に変わるような気がする。


    　ふたたびあおむけになって目を閉じた妹のくちびるの上に、小こ麦むぎは小さく切ったシートを置いた。これから人工呼吸の練習をするだけだというのに、なぜか小麦は四十度ぐらい熱が出てるんじゃないかっていうぐらい真っ赤かな顔をして、妙に呼吸も荒くなってるんですけど？


    「じゃっ……じゃあ、いきますよぉっ」


    　小麦は妹の上に覆おおいかぶさると、シートごしにくちびるを重ねた。


    「うんっ……」


    　小麦の口から甘い声がもれる。少しずつ口をずらしながら、シートごしに妹のくちびるの形を自分のくちびるでなぞっていく。それから少し顔を離して熱っぽい顔で、目を閉じた妹の顔をうっとりと見下ろしてから、今度は小鳥がエサをついばむように妹のくちびるの隆起を堪たん能のうしはじめる。


    「んっ……ちゅっ……ちゅくんっ……」


    　甘ったるい音が聞こえる。小麦は夢中になって、シートごしに妹のくちびるを味わいつづけている。


    　……って、ちょっと待てぇぇぇーっ！


    　なっ何してるんだあいつはっ、全然人工呼吸じゃないだろこれはっ！　何だ、このソフト百ゆ合りなシチュエーションは！


    　妹が、さすがに何かおかしいと思ったのか目を開き、


    「ぷはぁ！」


    　と、顔をずらして小麦のくちびるから脱出した。


    「ちょっと小麦、やりかたがおかしい。全然息が入ってきてないよ？」


    　いやいやいやいや！　おかしいのはどう見てもやりかたじゃない、方法論の問題じゃなくて目的の問題だと思うんだがっ！


    「そ、そうですかぁ？　すみません、ヘタクソでぇ……」


    　小麦はしょぼんとしている。妹はサバサバした表情で笑って、その肩をぽんぽんと手で叩たたいた。


    「いいのいいの、最初はだれでもヘタクソなもんだよ」


    「すみません、お役に立てなくてぇ……」


    　殊勝な顔にだまされるな、妹よ！　今明らかにそいつ、おまえを襲ってたからっ！


    「応急手当の本で見るだけだと、よくわからないんですぅ……」


    「わかるわかる。あたしは小学校のときスイミングスクールで教えてもらったけど、やっぱり最初は難しかったもん」


    　なんでそんなにお人よしなんだ、妹よ。逃げろ、すぐにそこから逃げろ！


    「そうなんですかぁ、やっぱりキョコたんはすごいですねぇ。あのぅ……よかったら、教えてくれますかぁ？」


    　逃げろ、妹！


    「うん、いいよ（にっこり♪）」


    　逃げろバカ───────っ！


    



    　とはいえ、この状況だと逆に俺は出ていきにくいわけで。


    　妹は全然そんな気はないにしても、小こ麦むぎ視点から見れば「いつからのぞいてやがったこの変態」ってなるわけで。出で歯ば亀かめ変態紳士の称号を受ける覚悟は、俺にはできていなかった。


    　俺がそうして行動をためらってあわあわしているあいだにも、妹はまんまとだまされて、小麦の横に座っている。小麦はマグロのように横たわり、両手を胸の上に組んでほっぺたを赤らめ目を閉じて、どう見ても新郎を待つ初夜の花嫁のよう。なんでこの罠わなに気づかないんだ妹よ、やっぱ妹は無邪気っていうかまだまだガキなんだ。


    「新しいシールドマスク使うよ？」


    　妹は、今度は切ってないシールドマスクを小麦の顔の上に乗せた。一瞬俺は、「ちぇ」という小麦の心の声をテレパスしてしまった。


    「で、まずあごを上げて気道を確保して、それから息を吹きこむと」


    　妹は小麦にくちびるを重ねて、息を吹きこんだ。プールサイドで、ピンクのナース服の小柄な美少女の上に、白い競泳用水着のスレンダーな美少女が覆おおいかぶさってキスって……いくらシールドマスクごしでも、何なんだこの絵ヅラは。


    「ふ───っ……」


    　妹が小麦の口に息を吹きこみながら、小麦の胸からみぞおちにかけて、そっと手をすべらせた。


    「やんんっ……！」


    　小麦が敏感に反応して、つま先をビクンと跳はねさせた。妹は一度顔を離して、困ったように小麦に言った。


    「ちょっと小麦、勝手に息吐いちゃだめじゃん。息を吹きこんだら、ちゃんと肺に空気が入ったことを確認するために、胸のこのへんがふくらんでないか見て、って説明するつもりだったのに」


    「ご、ごめんなさいぃ、キョコたん。小麦、くすぐったくてぇ……もう一度教えてくださいぃ」


    　小麦の顔は真っ赤かで、目はうるんでいて、今にもとろけそうなうっとりした顔で妹を見つめながら、妹の手を取って自分の胸に当てた。おかしいだろ、その顔はくすぐったいとかって顔じゃないだろ！


    「えっとぉ……ここがふくらんだらダメなんでしたっけ？」


    　妹は胸の真ん中をさわってたのに、小麦が妹の手を持っていったのはおっぱいの上だ。正確には貧乳だからちっぱいだけど……とか、ツッコミを入れるべきところはそこじゃない！　おいおいおいおい、どこをさわらせてるんですかーっ！


    「ちがうよ、胸はふくらんでいいんだよ。ふくらんじゃだめなのはみぞおち、おっぱいのあいだのちょっと下のところ。ここがふくらむと、気道が開いてなくて胃に空気が入ってることになるから、気道の確保をしなおさないといけないんだよ」


    　妹は困ったように笑った。いいかげん警戒してもいいレベルだと思うぞ、妹よ。


    　小こ麦むぎはこぶしをあごに当てて、ブリッコしながら恥ずかしそうに体をもじもじとくねらせた。


    「えっとぉ……どこがみぞおち？　どんなふうにふくらんだっけぇ……ごめんなさい。小麦、ものおぼえ悪くってぇ……」


    「しかたないなあ、もう一回やるから今度はちゃんと確認してよ（にっこり♪）」


    　そろそろ怪しく思え、妹────っ！


    「ふぅ────っ」


    　ちっとも疑ってない妹が、根気強く小麦に人工呼吸をほどこしながら、小麦の胸とみぞおちに指をふれる。


    「どう小麦、わかる？　気道が開いてるとここ、胸がふくらむでしょ？」
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    「は、はいぃ……」


    「んで、気道が閉じてるとここ、胃がふくらむと」


    「はっ……は、はいぃっ……」


    　妹はまじめに教えているのに、小こ麦むぎの答える声がどうにもエロ苦しい。


    「息を吹きこんだあと口を離すと勝手に息を吐くから、そのときに胸を観察して、胸がふくらんで息が吐かれるのと同時にしぼんでいくのを目もく視しで確認すると」


    「っ……はぁっ……」


    「息を吐ききるまで待ったら、また人工呼吸。五秒に一回ぐらいのペースでね。ふ────っ」


    「んっ……んっんっんっ……」


    　妹の体の下で、小麦は悩ましげに身をくねらせた。その手を妹の背中に回し、足もとが乱れて短いナーススカートがめくれ、白いふとももがあらわになっている。妹があわてて、小麦から口を離した。


    「ちょっ、小麦！　患者がしがみついてどーすんの、おぼれてる人を助ける講習じゃないんだからっ！」


    「ぷはぁっ……ご、ごめんなひゃいぃ……」


    　小麦は真っ赤かっ赤で涙目で、完全にトロットロになっていた。ろれつは回ってないし、息も荒いし、くちびるはシールドマスクごしのマウス・トゥ・マウスのせいで濡ぬれている。やばい。その目はかなりやばい。


    「れ、れもぉ……キョコたんのおかげで、コツがつかめた気がしまふぅ……」


    「ほんと？　よかった」


    　ここまで来てなお、さわやかな妹の笑顔が心配で心配でたまらない。だからもう逃げろ、なんか小麦はもうダメだ。火がついちゃってる顔をしてる、俺の頭の中ではさっきから危険信号が鳴りっぱなしなのになんで気づかないんだ！


    　まあ友達が自分に友情以外の感情を抱いてるとか、ふつうの人間は想像だにしないだろうから気づきもしないのかもしれないけど。それにしても……やっぱり妹が言うとおり、小麦は男子に興味がないっていうか、女子に興味があったのか。だとしたら、なんで小麦は俺に言い寄ってきたんだ？


    「ほんとですぅ、キョコたんのおかげですぅ。あのぅ……それじゃ小麦、もう一度練習してみていいですかぁ？」


    「あたしが患者になって？　いいよ（超にっこり♪）」


    　快かい諾だくしすぎだっ、妹─────っ！


    　妹はすんなりあおむけになって、目を閉じた。なんでそんなに無防備なんだ、妹！　小麦がなんか「いただきます」みたいな目をしてるんですけどっ！


    　こ、これはもう、見て見ぬふりをしてるわけにはいかない。警戒心のまったくない妹がぜんぜんこれっぽっちも疑ってないところを見ると、何をされても気づかないだろう。何もわかってない妹を放っておいたら大変なことになる、やっぱり俺が助け舟を出さざるをえないのかっ……！


    



    　妹が小こ麦むぎの毒どく牙がにかかる寸前、俺は覚悟を決めて観客席から立ちあがった。


    「待っ……！」


    　俺が叫んだのとほぼ同時に、鋭い声が空気を切り裂いた。


    「待ちなさいっ、小麦！」


    　凛りん世ぜの声だ。プールじゅうにひびく大声で、俺の心臓はびくーっとしてうっかり喉のどから飛びだしそうになる。


    　俺はあわててもう一度頭を低くし、身を隠しながら声のしたほうを目で探す。凛世は、小麦が来たのと同じ更衣室への出口のところに立っていた。制服姿だったけど、髪がまだ湿ってる。それに更衣室のほうから来たってことを考えると、少し前までプールで練習をしていて、着がえてから戻ってきたんだろう。


    　小麦はびくっとして、妹の横から飛びのいた。


    「ひゃぁっ……りっ、りんりん！」


    「あれっ、凛世まだ帰ってなかったの？　三十分ぐらい前に上がったよね？」


    　妹は、何も無かったかのような顔で身を起こした。凛世がその顔を見た瞬間、般はん若にやみたいに怒っていたのに、明らかに肩透かしを食くらったような表情を浮かべた。凛世はうっかり激怒してしまったことに対してあからさまにうろたえながら、小さな声で妹に答えた。


    「え……あ、う、うん。雨がすごくて……うん」


    　俺には猛攻撃をかけてくるくせに、妹の前では凛世はいやにおとなしくて、しおらしい。どう見ても猫をかぶってる状態だ……女子ってのはふつう男子の前で猫をかぶって、親友の前ではあけすけなもんだろ？　親友の前で猫をかぶってるって、どういうことなんだ？


    「雨宿りしてたってこと？　そんなに雨すごいんだ」


    　妹はプールサイドを歩いて、一階の観覧席の高さにある高い窓を目をこらして見あげた。窓の外の庭木が、雨を受けて激しく揺れている。


    「ほんとだ、雨すごそう。水の中にいたから気づかなかった、傘かさ持ってきたらよかったなあ」


    「小麦も傘無いんですよぉ、これはたいへん困りましたねえぇ」


    　小麦はぜんぜん大変困ったようすの無い、下心見え見えの薄笑いを浮かべながら妹にすり寄った。


    「よしっ、しかたがない。いっしょに保健室に泊まりましょう、カギは先生からあずかってますしぃ♪　ベッドは一個しかないけどぉ、キョコたんは細いし小麦はちっちゃいから二人でもくっついて寝たらだいじょーぶですから、くっついて寝ましょうっ！」


    　っていうか、しれっと凛りん世ぜが保健室で泊まる数に入ってなかったんだが、「テメーは豪雨の中濡ぬれて帰れ」ｏｒ「床で寝ろ」って意思表示？


    　だが、小こ麦むぎが妹の腕に両腕をからめようとする前に、凛世が「ギロォッッ！」みたいなもんのすごい目でにらんだので、小麦はあわてて手を引っこめた。そのとき俺のテレパスによれば、ものすごいちっちゃい声で「ちぇ」って言ったような気がした。


    　凛世はそれとなく小麦の襟えり首くびを引っぱって妹から引きはがしながら、無理やりの作り笑顔をうかべて言った。


    「心配いらないって。コンビニに傘と折りたたみのちっちゃいレインコート置いてあるんだから、買いに行けばいいって」


    「あ、そうだね。あたし行ってもいいよ、どうせ濡れてるし。あとでシャワー浴びるから、その前に雨で濡れてもいっしょだしね」


    　と、妹は水着の上からタオル地のヨットパーカーを羽は織おった。バスローブみたいに、水から上がってすぐ羽織って、水分を吸収しつつ体を温めるものらしい。それからタオル地のスウェットパンツをはいて、水がしたたる髪の毛を器用にタオル地のシュシュでポニーテールに結んだ。妹の髪はそんなに長くないから、ポニーのシッポっていうより、ちょこんと短い子猫のシッポみたいに見えるけど。


    「あっいや、今日きよう子こに買いに行けって言ったわけじゃないんだけど」


    　凛世が焦あせっている。なんでそんなに妹には遠慮がちなんだ、俺には厚かましくガンガン攻撃をしかけてくるのに。でも妹は、濡れてもいいようにクロックスをはくと、パーカーのフードをかぶってにっこり笑った。


    「いいんだよ、あたしも早く家に帰りたいし」


    「それってぇ……お兄様が待ってるからですかぁ？」


    　唐突に小麦が、妙に真剣な表情で妹に聞いた。自分の話が出て、観客席の間にひそんでいた俺の心臓がドキーンと跳はねあがった。


    「兄あにっちっていうか、ママだって待ってるし。まあ兄っちのほうが心配性っていえば心配性かな～？」


    　妹はヘラヘラ笑ってそう言った。何だ、その恋人のノロケを言ってるかのような笑みは？　俺がいつおまえのことを心配したって？


    　あっいや確かに今日は傘を持ってきたけどさ、だけどこれは心配したからじゃなくてお袋の命令だからだし！　そっ、それに小麦にだまされてソフト百ゆ合りテイストな流れになったときに止めに入ろうとはしたけども、それだって別に心配したからじゃなくて、なんとなく健全であるべき高校生が不純同性交遊とかよくないじゃんって風紀係のまねごとをしてみたくなっただけなんだ！　心配したからなんかじゃないんだからなっ！


    　……というのを、直接妹に言うこともできずに、俺はあいかわらず観客席のあいだで身をひそめてるわけなんだが。


    「そ、そっか。今日きよう子この兄貴さん、優しそうだもんね」


    　凛りん世ぜは一見ほめてるように見えるけど、よーく見ると口の端が引きつってピクピクしてる。妹はそんなことには気づいていないようすで、パーカーの上から頭をかきながらテヘヘと照れくさそうに笑った。


    「そっかな？　あたしには無愛想なんだけどね、やっぱり第三者の目から見たらそう見えるのかな？　そっかな？」


    　おいおい、妹よ！　えらいうれしそうな顔してるけど、「優しそう」とかって、女子が友達の彼氏なんかを紹介されたときに、どっこも誉めるとこがないときに苦肉の策で出す誉めことばだぞ？　常識的に考えて、俺がおまえに優しいはずないだろ？


    「じゃっ、すぐ帰ってくるから！　ついでに体あっためるのにからあげクン買ってくる、ほんとはラーメンのほうがポカポカあったまるんだけど、持ってこられないしね。あっ、兄あにっちのこと誉めてくれたから二人のぶんはあたしのオゴリね！」


    　妹は、つい今まで水の中で泳ぎつづけていた疲れなんてまったく感じさせない軽やかな足取りで、ウサギみたいに楽しげに飛びだしていった。


    



    　妹が去ったとき、俺ははじめて、自分の胸がえらいドキドキしてるのに気づいた。


    　なんで、たかが妹にこんなにドキドキしてるんだ？　優しいって言われたからか？　それとも俺の前ではあんなに小生意気な妹が、友達の前であんなデレデレした顔で俺のことを誉めてたから？


    （いかん、しっかりしろ俺！　こんなに心臓をバクバクさせてどうするんだ、相手はあの妹だぞっ？）


    　俺の心臓が落ちつくまで、しばらく安静にしてる必要がありそうだ。まあ傘かさとレインコートを買ってくるなら俺が傘を渡す必要もないだろうし、凛世たちがいなくなったらここを離れて、お袋には入れ違いになって渡せなかったとでも言おう……などと考えながら、俺はプールサイドにいる凛世と小こ麦むぎのようすをじっとうかがっていた。


    　二人はプールサイドに残って、妹が去ったほうをじっと見ていた。妹の気配がすっかり消えたのを確かめてから、凛世はいきなり小麦の肩をつかんで、間近から怖い顔でにらみつけた。


    「小麦っ、あんたねー！　抜け駆けは禁止って言ったでしょーがっ！」


    　小麦は今にも泣きそうな情けない顔をして、必死に謝る。


    「ごっ、ごめんなさいぃ、りんりん～！　キョコたんのきれいな水着姿見てたら、ついうっかり魔がさしてぇぇ～！」


    「どこがついうっかりよ！　保健の先生が帰るの待ってプールに来たでしょ、つまり計画的な犯行ってことでしょーが！」


    「ちぇ、バレてましたかぁ」


    　しれっ、と小こ麦むぎはフワフワの髪をかき上げた。っていうか、いきなり開き直ったっ？


    　凛りん世ぜは腰に手を当て、怖い目で小麦をにらみながら言った。


    「そういうスタンドプレーは今は禁止だって言ったでしょっ？　今はみんなで結けつ託たくして、今日きよう子こと兄あに貴きを引きはなさないといけないときなんだから！」


    「はいはい、わかってますよぉ」


    　めんどくさそうに、小麦は頭をかきながら答える。


    　……えっ？


    　今日子と俺を「引きはなす」って……どういう意味だ？　「みんな」ってだれのことだ？


    「ほんとにわかってるんでしょうね、小麦？　なんかあんたは信用できないのよねぇ」


    　凛世は小麦をジト目でにらんでいる。目つきが鋭くて美人の凛世が怒った顔を作ったらけっこう怖いと思うんだが、小麦は完全に知らんぷりしている。見た目は少女マンガみたいな童顔とフワ髪で気が弱そうなのに、案外ふてぶてしそうだ。こういうのを小悪魔系っていうんだな。


    「信用できなくたっていいですよぉ。だって、もともとわたしたちって『恋こい敵がたきどうし』じゃないですかぁ」


    　はぁ？　小麦……今「恋敵」って言ったよな？　今の文脈からして、俺をめぐる恋敵っていう意味じゃなさそうだよな？


    　凛世が、イライラしながらどなった。


    「そりゃそうだけど、だから言ってるでしょ！　抜け駆けして仲間割れしてるときじゃないから今だけは協力しようって、みんなで決めたじゃない。忘れたのっ？」


    「覚えてますよぉ、そこまで記憶力悪くないですからぁ。五月のあの日だったですよねぇ、キョコたんの『腕組み事件』……」


    　腕組み事件？　五月？　……何だろう、記憶の底から何かがゆらゆらと浮かんでくる。


    　……そうか！　もしかしたら、俺が朝学校に行くときにまわりの奴らにバカにされて、それにムカついた妹が俺と腕組みして学校まで行った、あの日のことかっ？


    「今日子は、親友のあたしにはときどき兄貴さんの話をしてたけど、ふつう思春期の兄妹ってそんなに仲がいいはずないって思って油断してたのよね。むしろあたしにとって脅威だったのは、兄貴さんじゃなくてあんたとか先輩とか後輩とか同輩とか、とにかく同じ中学校の女子たちだったわけだし」


    「キョコたんモテモテでしたからねぇ。女子校でモテる要素、全部入ってましたからねぇぇ」


    　……はぁ？


    　何か話が光速の勢いですごい方向にねじ曲がっていって、ふつうの青春を送ってきた俺にはさっぱり理解の範はん疇ちゆうを超えてるんだが？　今日子が中学時代の女子校でモテモテだった？　そんな話、今日子からは一度も聞いたことがなかったぞ？


    「まずは文句なしに美人、でもブリッコじゃなくてサバサバした性格、乙女おとめ系の子に慕われるボーイッシュなスポーツウーマン、先輩系に慕われる礼儀正しさ、後輩系に慕われる面倒見のよさ……。あれでモテないはずないってぐらいだったわよ、ほぼ全校生徒に狙ねらわれてたもん」


    「しかも、本人が完全ノンケっていうところがまたそそるんですよねぇ」


    　ノンケ？　その気けが無い、っていう意味だから……そうか、妹は百ゆ合りじゃないのか。兄として、なんかすごくホッとした。そして同時に、さっき小こ麦むぎが人工呼吸の練習だといって妹をだましてくり広げた、百合百合しいシーンが俺の脳裏にフラッシュバックした。


    　妹はノンケ。こいつらはガチ百合。そして中学時代は、ほぼ全校生徒が妹を狙ってる勢いだったという。ってことは……狙われてたのは俺じゃなくて、妹だったってことなのかっ？


    「そうなのよね。本人、ノンケなのよね……」


    　ふう、と凛りん世ぜがため息をついた。小麦がニヤッとして、凛世に不敵な流し目をくれた。


    「っていうか、女子校に行くと女子は二種類に分かれますよねぇ。百合の道に行く子と、それを見て百合アレルギーになる子」


    「今日きよう子こはノンケっていうより、百合アレルギーのレベルよね、カップル作ってた先輩とか見たらいつもドン引きしてたし」


    「それ見ていっしょに『百合とかって信じられないよねー』って話を合わせて、百合の同どう志しをおとしめて、自分ひとり関係ありませんって顔して良い子ぶって点数かせいでたのはどこのどなた様でしたっけぇ？」


    　小麦はけっこう性格が悪い、ねちねちと凛世を責めている。いっぽうそうつっこまれた凛世は、俺に対する強硬な態度、および最初に小麦に接していたときの強気な態度からは信じられないほどおろおろしていた。


    「だ、だ、だって……わたしは同じ水球部のチームメイトで親友だからっ！　今日子に嫌いやがられたら、チームメイトとしての信頼感が成り立たなくなるじゃないっ？　悪くしたら、今日子が水球部をやめちゃうかもしれない。今日子には水球の才能があるし、水球部には今日子の才能が必要だし、つまり今日子の才能をムダにしたくなかったし、チームのためでもあったわけだし！　だから、わたしが今日子に嫌われるのがどうこうって問題じゃなくて……っ！」


    「はいはい、チームのためにノンケのふりしてキョコたんに合わせてただけ、ですねぇ。その言い訳、何百回も聞きましたよぉ」


    「……っ！　だからっ、これは言い訳じゃなくってー！」


    　いや、第三者の俺が聞いてても明らかに言い訳に聞こえたぞ。


    「だ、だから今は仲間割れしてる場合じゃないんだって！　みんなで協力して二人の仲を裂くのに必死なんだから、小麦もスタンドプレーはやめなって話だし！　せっかく兄貴さんのじゃまな親友二人も引きはなせたんだから、あとは兄貴さん本人を何とかして引きはなすだけなんだからっ！」


    「ほうほう、スタンドプレー禁止ですかぁ。最初に自分が百ゆ合りの同どう志しをおとしめて足引っぱっといて、自分だけノンケのふりをしてキョコたんにひっつこうとしてたくせにぃ。そういうヒキョーくさいのは、スタンドプレーって言わないんですかぁ？」


    「卑ひ怯きようかもしれないけどっ……！　今日きよう子この競争率高かったんだもん、ぶっちゃけた話、それぐらいしなくちゃ印象にも残らないでしょ？」


    　凛りん世ぜにうったえかけられて、小こ麦むぎは腕を組みながらう～んと考えこんでいる。


    「まあたしかに一理ありますねぇ。わたし、この見てくれだから文化系の先輩に、お人形とかマスコットみたいな立ち位置で超かわいがられたんですよぉ。当然先輩たちのあいだで取り合いも起きたんですけど、それぐらいモテモテだったわたしのことを、キョコたんは全然知らなかったわけですからねぇ」


    「百ゆ合りペットだったことがバレなくてよかったんじゃないの」


    「でもぉ、わたしけっこう自信あったのにキョコたんには全然気にしてもらえないんだ、って思ってヘコみましたけどねぇ」


    「そういう手の届かないところがまた、百合心をくすぐってモテてたのよ、あの娘こは」


    「高たか嶺ねの花、手た折おれば命を落とすことも覚悟しなければならない、白いエーデルワイスの花……って感じでしたもんねぇ。後輩たちに陰でこっそり『エーデルワイス様』って呼ばれてましたよぉ、キョコたん」


    　エーデルワイス様、って……ここは笑っていいところか？　いや、笑えない。なんか、あまりにも俺が知らなさすぎる遠い世界のことを目の前で見せられて、むしろ震えがきてるんだが。


    「今日子を手に入れる難易度に比べれば、高山の崖がけっぷちに咲くエーデルワイスをつんでくるぐらい、子供のおつかいみたいなもんだわ」


    　凛世が吐き捨てるように言った。すごいな、どんだけ今日子の難易度って高いんだ？


    「だって今日子は結局、ブラコンだから。あの兄貴さんを消さないかぎり、わたしたちのほうを向くことは決してないのよ」


    「そうですよねぇ！　あのお兄様が諸悪の根源ですぅ、だから『将を射んとすればまず馬を射よ』って話になったんですよねぇ。粘菌にたとえれば、土台が無ければ子し実じつ体たいを支えられないみたいなものですぅ」


    「いや、あえて粘菌にたとえる必要ないでしょ？」


    　えぇぇぇーっ？　ちょい待て、話の方向性がえらい自分たちに都合のいいほうに行ってないか？　妹の難易度が高いのは単にノンケだからで、なんで俺を消したらノンケの妹が百合になると思うかな～？


    「でもまあ、そういうことよね。その『まず馬を射よ』計画でせっかく一度は計画どおり二人を引きはなせたと思ったのに、アホな男子のせいでよりが戻っちゃって……そんでさっきのあの、今日子のデレデレでしょ？」


    「ほんと、せっかくのわたしたちの努力が台無しですよねぇ。これだから男子って、ガサツで空気読まなくて嫌いなんですよぉ」


    「まさに雨降って地固まる状態になっちゃってるわけだから、ここからどう攻めていくか……。まったく、まさか女子校に通ってた中学時代は、あんなダークホースがいるなんて思ってなかったわ」


    　ふう、と凛りん世ぜはいかにも厄やつ介かいそうに眉まゆをひそめて、腕を組んだ。もしかして、ダークホースって俺のことか？


    　俺の心臓はばくばくしていた。さっきまで妹のことでばくばくしていたけど、今は別の意味でばくばくしている。凛世と小こ麦むぎのセキララな話を聞いて、突然の俺のモテ期到来に関する全ての謎なぞがやっと解けたからだ。


    　要するに……と、俺はあまりのことにパニックを起こしそうな頭の中で、必死にまとめてみた。


    　要するに、俺の妹は女子にモテまくってるわけだ。女子中に通ってたころに、大量にファンができた。でも妹は女子に興味がない。だからさっき小麦にあからさまに襲われかけてる形になっていたにもかかわらず、小麦の邪じや心しんにちっとも気づかなかったんだろう。


    　そして凛世たちは妹に嫌われないよう、百ゆ合りであることを隠している。そして妹がたまたま気まぐれで俺と腕を組んで学校に行ったのを目撃して、妹が百合になびかない理由は兄である俺だと決めつけた。それで（ここが理論が飛躍っていうかぶっとんでると思うんだが）、俺と妹を引きはなせば自分たちになびくと考えた。


    　その結果……奴らは結けつ託たくして、俺にハニートラップをしかけたってわけだ。妹のファンの女子どもが協力して、だれか一人でも俺を陥かん落らくできればそれでＯＫ、俺と妹を引きはなすことができる。実際、俺がモテモテなのを見た妹が一度は、俺と絶交宣言したわけだし。


    　それで、凛世が俺にせまってるわりに目が敵意むき出しだったのが理解できた。つまり小麦が言ってた「将を射んとすればまず馬を射よ」ってことだ。奴らの本命は今日きよう子こで、それを落とすためにまずはじゃまな俺を始末しないといけなかったってことだ。あいつらが好きなのは、俺じゃなくて妹だったってことなんだ！


    　そして……俺を落とすためにじゃまな比ひ叡えいと高たか野のが、つまり将の馬のさらに馬たちとされ、それを射たのが、るかにゃんとみーなちんだったってわけだ。つまり、俺より先にあの二人が、ハニートラップに引っかかったってわけなんだ。


    （なんてこった！　やっぱり俺がモテてたわけじゃないんじゃないか！　別にモテたかったわけじゃないけど、しょーもないことで他ひ人とを振りまわしやがって！）


    　俺が狙ねらわれてたわけじゃないからホッとしたような、でも妹が狙われてる（しかも相手は親友の皮をかぶったガチ百合）わけだからそれはそれで新たな心配ができたような……。


    　っていうか、凛世たちをはじめあの女子どものぶっとんだ行動を見てると、もし俺を妹から引きはなせないと思ったら、いっそのこと消されるんじゃないかと震えがきた。


    （っていうことは、だな……妹にケンカでも売ってとっとと絶交してしまえば、少なくとも俺は安全だってことなのか？）


    　心の中で、悪魔が俺の心臓をとがったシッポでちくちくしながらささやいた。


    　そのとき、ぴちゃぴちゃぴちゃ……と、湿った足音を立てて妹が走って帰ってきた。凛りん世ぜと小こ麦むぎはあわてて、ノンケの親友の顔に戻った。


    「あっ……きょ、今日きよう子こ、お帰りー」


    「キョコたん、お疲れですぅ」


    「ただいまー。レインコート、ラス３ゲットしてきたよ！　ほめてほめて！」


    　妹はずぶ濡ぬれのヨットパーカーを脱ぎながら、二人に小さく折りたたまれた透明のレインコートと透明のビニール傘、それにしっかり口をしばったレジ袋に入れたからあげクンを一個ずつ渡した。


    「あ、ありがとう」


    　凛りん世ぜがちょっと固まっている。からあげクンを両手で持って、なぜか顔がかああっと赤くなっている。どうやら、ふだんは妹への恋情を理性で必死に抑えているのに、うっかり小麦と百ゆ合りトークをくり広げてしまったせいで、まだ心が百合モードから戻ってこられないんだろう。


    　なんか初恋のあこがれのスポーツ部の先輩を見つめる少女マンガの主人公みたいだけど、ほんとに好きな人の前で固まってしまう女子とか現実にいたのかーと思って、俺はびっくりしてしまった。


    　たしかに妹は、俺に対する傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度とは違って、友達には優しい。面倒見もいい。猫をかぶってるっていうよりは、これがふつうで、俺に対するときだけ小生意気になるのかもしれない。家で見てるとハナたれの子供のときから見てるせいで相変わらず子供にしか見えない妹だけど、外で見るとたしかにかなりかわいく見えた。そのうえに性格も友達づきあいもいいとなれば、そりゃー男子のみならず女子にもモテて当然だろう。


    　なんてことを考えてると、俺は急になんだか焦あせってきて、妹の顔を見るのが恥ずかしくなって、あわててうつむいた。


    「ふー、からあげクンおいしかった。じゃあ帰ろっか？」


    　妹が凛世たちに声をかける声が聞こえた。でも俺は、顔を上げられなかった。


    　妹たちが出ていく足音を聞き、プールの電源が落とされて真っ暗になった。


    　俺は迷った。このままもう二十分ほど時間をつぶして、妹より一本あとの電車に乗るぐらいの感じで帰ろうか……と。


    　でも、俺は迷った。妹と絶交してしまえば俺は凛世たちの襲撃から逃れられるけれど、そのかわりに妹は安心した凛世たちの毒どく牙がにかかることになる。


    　自分の安全を取るか……妹の安全を取るか。


    　そのことを考えていると、さっき妹をだまして襲おうとした小こ麦むぎの巧こう妙みような手口と、妹のあまりにも無防備な態度が何度もフラッシュバックしてきた。


    　凛りん世ぜだって、今はずいぶん妹に遠慮してるようではあるけども、その本性は俺に襲いかかってきたまんまの野獣だ。それに妹の前で緊張して動けなくなるぐらいガチで思いが強いってことは、万が一思いつめたときの爆発力も大きいってわけで……つまり、もしかしたら妹が危険にさらされることになる可能性もあるわけで。


    　俺は悩んだ。悩んでるあいだにも、妹は俺からどんどん離れていく。のんびり悩んでるひまなんか無い。


    「……今日きよう子こ！」


    　俺は傘かさを握る手にぎゅっと力を入れると、建物の外に飛びだした。妹たちは小さくたたまれたレインコートを広げて着るのに少し手間取ったようで、ずいぶん前に出ていったような気がしていたけど、まだ校門のオートロックの解錠スイッチを押しているところだった。


    「今日子！　今日子ーっ！」


    　俺は妹の名前を叫びながら、雨の中を走った。豪雨はすでに「ザアザア」ではなく「ドドドドド」と滝のような音を立て、屋根や地面にぶつかった雨は「バリバリバリ」とすさまじい破裂音を立て、しかも雷までが鳴りはじめていた。


    「ゴロゴ今ロゴロゴロゴ日ロゴロゴロゴロゴロ子ゴロゴロゴローゴロゴロゴロゴロっ！」


    　もうこんな感じで、俺の声は完全にかき消されている。妹たちも雨に濡ぬれたくないものだから、校門を出たあと小走りに走りはじめた。


    　やばい、走られたら体力的に追いつかないかもしれない。今のうちに、スタートダッシュで何とか追いついておかないとっ！


    　俺は傘を開く余裕もなく、猛烈に走りだした。


    「ドドド今ドドドバ日リバリバリ子バリドドードドドドっ！」


    　やっぱり俺の声は届かない。妹たちが雨がすごすぎて、


    「きゃーっ！」


    　と、ちょっとハイになった悲鳴を上げているせいで、よけいに聞こえない。俺は雨の中、必死に走りに走りに走った。


    「ゴロゴロゴロ今日子ーっゴロゴロゴロ！」


    　やった！　一瞬の雷らい鳴めいのすきまにうまく声が通った！


    　凛世と小麦は気づかずに小走りで進んでいたが、妹はぴたっと足を止めて振りかえった。


    「……兄あにっちっ？」


    　信じられないような顔で、妹は振りかえった。俺はホッとして、そのまま慣性に任せて何歩か前のめりになるように進み、妹の前で止まった。凛世と小麦も、そのときはじめて足を止めて振りかえった。


    「兄あにっち、どうしてここにいるの？」


    「はーっ、はーっ、はーっ」


    　答えようとするんだけど、ダッシュしすぎて息が上がりまくって声が出ない。趣味が仏教の俺には、ちょっとハードすぎる運動だったみたいだ。心臓もドクドクドクドク全力で脈打っていて、破裂しそうな痛みがズキズキ走っている。


    「もしもし、兄っち？」


    「はーはーはー、はーっ」


    　だめだ、答えられない。妹は怪け訝げんそうな顔をして俺を見ていたが、俺の手に二人分の傘かさが握られてるのを見つけたのか、ハッと目を大きく見開いた。


    「それ……あたしの傘っ？」


    　その瞬間、凛りん世ぜと小こ麦むぎが顔を見合わせたのを、俺ははっきりと見た。


    「はーっ、はーはーっ」


    　だめだ、まだ声が出ない。妹は俺があんまりはーはー言ってるのでちょっとどうしようかためらっていたみたいだったが、おずおずと手を伸ばして、俺の手から自分のピンク色の傘を取った。


    「兄っち、私服ってことは……いっぺん家に帰ったってことだよね。それで、あたしに傘を届けるために、わざわざ戻ってきてくれたんだよね」


    「はー、はー、はー」


    「あたし携帯持ってないから、たぶん体育館を出るときに入れ違いになったんだよね。それで追いかけてきてくれたってこと？」


    「はーっ、はーはーはーっ」


    「あたしに追いつくために、兄っち、こんなに濡ぬれて走ってきてくれたんだね。あたし、レインコートと傘買ってきたから、大丈夫だったのに……」


    　妹は、自分が持ってたコンビニのビニール傘を俺にさしかけた。妹が少し涙ぐんでるように見えたけど、いやまさか、たぶん雨に濡れてただけだ。


    「ありがと、兄っち……」


    　妹は傘を持ったまま、俺の首に両腕で抱きついた。雨の音が安物のビニール傘に当たって、バララララッ、と小太鼓のようなリズムを刻んでいた。


    　その瞬間、あんなに上がっていた俺の息が、ぴたっと止まった。心臓も、どくんと止まった。俺の全ての動きが止まって、今俺は即死したんじゃないかと思ったほどだった。


    　毎日水球で鍛きたえてるはずなのに、妹の体はやわらかかった。子供のころそのままに、頼りなかった。


    　俺は自分に抱きついてる妹の肩ごしに、凛世と小麦を見た。二人は明らかに、ショックを受けたように固まっていた。


    （そうだ、せいぜい固まれ、そして妹のことはあきらめろ……）


    　そのメッセージをこめて、俺は妹の背中に片手を回し、ぎゅっと抱きかえしてやった。いつもなら小生意気な妹にこんなこと、殺されてもやりたくないところだけど……でも、妹をみすみす百ゆ合り女どもの餌え食じきにさせるのはなんか夢見が悪い。


    「バカだな今日きよう子こ、礼なんかいいんだよ。たった二人の兄妹じゃあないか（棒）」


    　なんか言いなれないセリフで思いっきり棒読みになってしまったけど、凛りん世ぜたちへの攻撃力はハンパなかったらしい。二人はよろよろと後ずさり、何度かうろたえたように顔を見合わせていたが、俺の熱演（棒だけど）の甲か斐いあってこれはだめだと悟ったのか、


    「じゃ……じゃあ、お迎えが来たんならわたしたち先に帰ろうか？」


    「そ、そうですね。そっ、それじゃキョコたん、お兄様、またあしたっ」


    　二人は明らかに引きつりながらも、今日子の前だから、俺への嫉しつ妬となどは完全に押し殺して愛想よくあいさつしてから、小走りに立ち去った。


    　……勝った！　ついに悪魔マーラを退散させて悟りを開いたお釈しや迦か様さまのような気分に、俺はなった。これであいつらもあきらめるだろう。今日子のことをあきらめれば俺を陥かん落らくするためにつきまとう理由も無くなるわけだから、結局俺にとってもいい結果をもたらすにちがいない。俺は心からホッとした。


    「俺たちもそろそろ帰ろう、今日子」


    　俺はいつまでも俺を放さない今日子に、ちょっととまどいながら声をかけた。今日子は俺の首からするっと腕を抜くと、一度指の甲で目をぬぐった……やっぱり泣いてたのか？　いやいや、たぶん雨が目に入っただけだろう。


    「……そうだね、兄あにっち。せっかくだから、あいあい傘がさで帰ろっか？」


    「なんでだよ、傘三本もあるのになんでわざわざ！　どうせ濡ぬれてるけど、あんまり濡れると風か邪ぜひくだろ」


    「そっか。それもそうだね」


    　珍しく、今日の妹は聞き分けがよかった。俺は自分の傘をさし、妹はコンビニのビニール傘を閉じてから自分のピンクの傘を開いた。


    「じゃ、兄っち、いっしょに帰ろっか」


    　妹は俺の傘を、自分の傘でいたずらにちょんとつついてから、俺と傘を並べて歩きだした。俺も久しぶりに、心がゆったりした安あん堵どに包まれていた。


    　そして、並んで歩く妹の横顔をちょっと盗み見て、悔しいけどやっぱり客観的に見てかわいいのかも……と、思ったりしていた。
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    　次の日、妹はあっさり風か邪ぜをひいた。


    　雨の中で濡ぬれた俺に抱きついていたのも原因だと思うが、最大の原因は、プールから上がったばかりの冷えた体で、さらに雨に打たれてコンビニまで行ったせいだろう。どうせラーメンが好きなんだから、からあげクンを買いにいったときに自分だけでもカップラーメンにお湯入れてもらってコンビニで食くって、体をあっためてくればよかったんだ。


    「うぅ……のどがいだい……」


    　妹はパジャマの上に赤いはんてんを着て二階から食卓に下りてくると、喉にいいカリン蜂蜜を湯に溶かして飲みはじめた。ものすごい鼻声だ。


    　俺は、ピーマンの輪切りが乗ったハムチーズトーストをかじりながら、隣に座った妹に聞いた。


    「六月なのに綿入れはんてんかよ」


    「寒気がするんだよ、梅雨のあいだってときどきコタツいるほど冷えたりするときあるじゃん。兄あにっちもずぶ濡れだったのに、なんで元気なの」


    「おまえはプールで体が冷えてたからだろ」


    「まあ、兄っちがあたしを迎えにきたせいで風邪ひいたっていうよりは、風邪ひいたのがあたしでよかったけどさ……はくしゅっ！」


    　妹は小さくくしゃみをして、ティッシュペーパーを鼻に当てた。


    「ゔ～、水っパナが出る」


    「水っパナならひきはじめだな、黄色い鼻水が出るようになればすぐ治るさ」


    「部活を休むの、凛りん世ぜに謝っといてくれる？　凛世……知ってるよね、兄っち？　きのういた背の高いほうの……」


    「うん知ってる」


    　いっそ知らないほうがよかった、って言いたいぐらいよーく知っている。


    「伝えとくよ」


    「ありがと、兄っち……はっくしゅっ！」


    　妹はもう一度、ハデなくしゃみをぶちかました。


    



    　俺は一人で学校へ向かった。


    　妹はふだんはけっこうじょうぶで、むしろ小さなころ病弱だった俺のほうが、ちょっとしたことですぐに病気にかかっては学校を休んでいた。ノロウイルスにせよプール熱にせよインフルエンザにせよ、流行してるって言われた病気には必ずかかった。流行に敏感にもほどがある、とまで保健の先生に言われるぐらい、とにかく何にでも感染していた。


    　だから、俺一人で学校へ行くなんて、すごく珍しいことだった。


    　妹といっしょだと何かとお節介を焼いてきて鬱うつ陶とうしいし、妹がいなければもうだれも俺みたいに地味で目立たない奴の存在自体に気づかないから、そういう意味でも珍しい。


    　妹がいないとのんびりと気楽なぶん、家から駅までの距離を歩くのが少し退屈だなー……と思った。


    　だが、俺の退屈はまもなく打ち砕かれることになる。


    　駅へ行くとちゅうに、車が一台停とまっていた。赤い車で、窓には中が見えないようにスモークフィルムが貼はってある。半分歩道に乗りあげるような形で停めてあるので、迷惑だなと思いながら俺はその横を通ろうとした。


    　その瞬間、後ろのドアがパカッと開いた。中からは、制服姿の凛りん世ぜが出てきた。


    「凛……っ！」


    「おっはよー、兄あに貴きさん♪　駅まで送りますよー♪」


    　凛世は極端に高いテンションで、まわりの歩行者たちに聞こえよがしの大声で俺にそう言うと、いきなり腕をつかんで車の中に引っぱりこんだ。


    　たかだか女の子の腕力……といえど、水中の格闘技の異名を持つ水球の選手ってことは、もうほとんど格闘家と同義といってまちがいない。しかも合気道と同じで、力そのものは弱くてもスピードをつけられるとそのぶん運動エネルギーが大きくなるの法則で、俺はあっさり車の中にコロンと転がりこんでしまった。


    　車の中には小こ麦むぎも待ちかまえていて、助手席から身を乗りだすと、


    「今ですぅっ！　すみれ先輩っ、押さえてくださいぃ！」


    　そう叫びながら、転がった俺の首すじにいきなり注射器をプスッと刺した。俺が声を立てるまえに、凛世は素早く車のドアを閉めてしまった。


    「作戦完了です、薔ば薇ら園ぞの先輩！　車を出してください！」


    　凛世の「名演技」のおかげで、まわりにいた歩行者たちはこの状況をまったく異常だと気づかないまま、スモークガラスの向こうを当たり前に歩いていく。


    「なっ……今何を打ったっ？」


    　俺は首を押さえて金切り声を上げた。


    　車内にいた女子は全部で四人……全員、うちの学校の制服を着ている。運転席には、髪が長くて大人っぽい感じの女子が座っていた。凛世に「薔薇園先輩」って呼ばれたのは、この人だろう。


    　車を運転できるってことは、免許が取れる年齢になってるってこと……三年生だろう。美少女……というより魔ま性しようを秘めた美女という感じで、制服よりも、素肌に黒い革ツナギを着てでかいバイクを転がしてるほうが似あいそうだ。


    　助手席には薬箱をかかえた小麦、後部座席には凛世ともう一人、背の高い男装の麗れい人じんふうの女子が乗ってた……俺が小麦に注射を打たれたとき、俺が動かないように素早く押さえつけた「すみれ先輩」ってのは、この人だったようだ。


    　車がいつの間にか走りだしていた。薔ば薇ら園ぞの先輩は、バイクを転がしてるほうが似あいそう……という第一印象を裏切らず、けっこう運転がうまかった。俺が今、誘ゆう拐かいされてる最中でなければ、ちょっとカッコいいお姉さんかなっという感想を持っていたかもしれない。


    「お兄様が悪いんですよぉ。彼女にしてくれって言ったのに逃げてばっかりで、キョコたんとばっかり仲良くするから」


    　助手席から振りかえってそう言った小こ麦むぎは、顔は幼げでかわいいのにその表情は仮面のようにはりついて、氷のように冷たかった。これはやばい、ものすごくやばい状況だ、逃げなくちゃ……と思ったが、全身がびりびりとしびれてきた。動けない。


    「何を……射っ……」


    　だめだ、しびれて声も出せない。


    「粘菌をすりつぶして、保健室にあった注射器にテキトーに入れてみたんですぅ。見た目が毒っぽいから、効くかなぁと思ってぇ……」


    　そんないいかげんなものを他人に注射したのか、こいつは！


    「……と、いうわけでぇ。だれかを彼女にしてくれるまで帰しませんからねぇ、お兄様……」


    　まさか……妹と仲のいいところを見せることでこいつらをあきらめさせようと思ったのに、それが裏目に出るなんて。俺は自分の考えの甘さを痛感した。こいつらがここまでイカれてるとは、予想すらできていなかった……うかつ。


    　俺はそのまま、連れ去られていった。


    



    　俺が連れてこられたのは、コンクリートの壁に囲まれた冷たい密室の中だった。


    「……うぅ……」


    　俺は床に転がされていた。しびれはだいぶ取れていたけれど、相変わらず体は動かせない。なぜなら、全身をロープで縛られていたからだ。


    「くそっ……何で俺がこんな目に！」


    　俺は体をくねらせて、身を起こした。足は縛られてなかったけれど、両腕は後ろ手に縛りあげられているうえに、そのロープの先はそばにあったバスタブの足に縛りつけられている。凛りん世ぜたちは俺をここに縛りつけたまま、どこかへ行ってしまったのだ。


    　それは違和感のある光景だった。窓はなく、内装もまったくない、倉庫のようなコンクリートの壁の中、天井にはむき出しの蛍光灯がチカチカと光っている。そんな殺風景な部屋の中に、白いバスタブだけがどしんと置かれているのは異様な光景だ。


    　バスタブっていっても、日本風のステンレスの四角いやつじゃない。西洋風の、白い陶器でできて脚のついた高級そうなバスタブだ。


    「何なんだ、ここは……？」


    　ずいぶん長いあいだ転がされていた気がする。やたらに腹が減ってるから、少なくとも、昼メシの時間は過ぎてるだろうと思った。


    　とりあえず、ロクな状況ではないってことは確かだ。ということは、一刻も早くここから逃げたほうがよさげだってことだ。


    　バスタブの中にはお湯がなみなみと入っていた。凛りん世ぜが入れて行ったんだが、時間がたっているので、湯気はもうほとんど立っていない。俺は、バスタブを足でひっくり返してロープの先をバスタブの脚から引っこ抜こう……と考えた。


    　俺はあおむけになってバスタブの下に足を置き、その足を思いっきりのばしてバスタブをひっくり返そうとした。でも、お湯が満タンに入ったバスタブはびくとも動かない。たしか浴槽って、お湯が百五十リットルぐらい入るんだっけ？


    　お湯を抜けば軽くなるかと思って、俺はバスタブの中をのぞいた。バスタブの底にゴム栓せんがあったが、栓を引っぱるための鎖は無かった。栓を引っこ抜こうとすると手を伸ばすしかないが、手は縛られている。口や足の指で引っこ抜くことも考えたが……バスタブの中に頭をつっこんで、あるいは足をすべらせて溺おぼれる自分がその瞬間、頭の中によぎった。


    　そのとたんに俺はぞっとして怖くなって、栓を抜くのはあきらめることにした。それで、次は腕のロープを何とかして外はずそうと、もぞもぞしはじめた。どんなにしっかり結ばれてるように見えても、人間の関節はけっこう自由に動くから、もぞもぞしてるうちにだんだんロープがほどけてくるはずだと思ったからだ。


    　たとえば小学生のころ、大きな切り傷を作って保健の先生に包帯を巻いてもらったことがあった。あの包帯なんて、プロである保健の先生が巻いてくれたにもかかわらず、家に帰る夕方までまともに足にくっついていたことなんかなかった。


    　つまりどんなにしっかり巻いていても、ゆっくりもぞもぞしてればいつかは外れる……俺はそれに希望をかけて、ひたすらもぞもぞしていた。


    　そのとき、カツーン、カツーン、とコンクリートにひびく足音が聞こえてきた。俺はギョッとして、一瞬ロープ抜けをしようとしていた動きを止めた。


    　ガチャン……ギィィー。


    　さびついた音を立てて、扉が開かれた。次の瞬間、うちの学校の制服を来た女子たちが次から次へと……三十人ぐらい入ってきた。ほとんど見覚えのある女子だ……っていうか、俺にラブレターを渡しにきた奴ばかりじゃないか！


    「ただいま、兄貴くん」


    　からかうように言ったのは、俺を押さえつけた男装の麗れい人じんふうの女子、すみれ先輩だった。モデルのようにすらりとした体型と中性的なあっさりした顔立ちはストイックな雰囲気なのに、中性的なハスキーボイスが意図しない色っぽさをかもし出していた。


    「そろそろしびれが取れて、おしゃべりできるようになったかしら、兄貴ちゃん？」


    　運転席にいた魔ま性しようの薔ば薇ら園ぞの先輩も、すみれ先輩の肩にしなだれかかるようなポーズを取りながら、妖あやしく酷薄なまなざしで俺を見下ろしている。


    「ちょっと強硬手段でしたけど学校でだれも怪しまなくてよかったですね、先輩がた」


    　彼女たちにそう言ったのは凛りん世ぜだった。俺はあわてて、こいつらに反論した。


    「学校でだれも怪しまなかったって？　俺には親友が二人いるんだぞ、気づいて保健室なりに通報してくれるはずだぞっ？」


    「残念ながら二人とも今日はお休みだったんですよ、兄上様」


    　後ろのほうにいた女子が前に出ながら、そう言った。清せい楚そな感じのセミロングストレートの髪とおとなしめの顔、見たことがあるその顔は……る、るかにゃん！


    　隣には、みーなちんもいるじゃないか。こっちは図書委員ふうの内気そうなメガネっ娘こだ。背も高いし三年生だからそれなりに大人っぽい色気もあるけど、でも高たか野のが言った「恥ずかしがり屋さん」っていうのはまちがいじゃない気がする。とてもあんなギャル文字を使いこなすようには見えない。


    　っていうかあそこまで無茶ぶりなギャル文字は、冷静に考えてみれば、ものすごくウソくさい。年下を誘惑するために若作り？　しようとして、でもそういう経験が無いものだから、まちがった方向にかんちがいしてギャル文字を無理して書いたんじゃないか、と俺は気づいた。


    　るかにゃんとみーなちんのことを、俺は比ひ叡えいと高野を誘惑した極悪悪女みたいに思ってたけど、実物を見ると二人ともぜんぜんおとなしそうで、とても男子を思いのままに手玉に取るタイプには見えないし、もちろん俺を誘ゆう拐かいするような大それたことをするようにも見えない。


    　というか、ここにいる女子のほとんどが、ラブレター攻撃のときにも思ったけど、自分から男子に積極的にアプローチしてくるタイプには見えないんだよなあ。


    　薔ば薇ら園ぞの先輩に関しては、ありっちゃーありという気もするんだけど、その妖よう艶えんさの方向性がちょっとちがうっていうか……たしかに美人で色っぽいんだけど、すみれ先輩とくっついてる姿を見るかぎり百ゆ合り系の色気というか、男に興味があるようには見えない。


    「そうそう。今日きよう子こ様の兄上さんを拉ら致ちると決めたんなら、もうあの人たちを兄上さんから引きはなす必要はないから、ゆうべの段階でお別れメールを入れたんです。そしたら二人とも、今日はお休みで……やっぱり、ショックだったんですかね。高野くんってすごく純情な人だったし、何だか罪悪感です……」


    　みーなちんが、申し訳なさそうに肩をすぼめている。凛世が、その肩をポンポンと叩たたいた。


    「そんなこと気にしないでください、美み奈な子こ先輩！　戦いにはいつも犠ぎ牲せい者しやがつきものなんだから。今日子をわたしたちの手に取りもどすためには、しかたのない犠牲だったんですよ」


    　何がしかたのない犠牲だっ、自分の目的をつらぬくためなら男の純情をもてあそんでもかまわないなんて、やっぱりこいつらは魔ま性しようの悪鬼だったんだ！


    　まあそれにコロコロだまされた薄情な比叡と高野も悪いけど、それにしても同じ男としてこれはひどい、ひどすぎる。


    「それに、お二人がショックで休んでくださったおかげで、お兄様を拉ら致ちしてもすぐに疑われずにすみそうですしねぇ」


    　うふふ、と小こ麦むぎが軽くにぎったこぶしを口もとに当てて笑う。かわいこぶってるけど、なんかすごい邪悪なオーラを感じるのは、俺の気のせいではあるまい。


    　凛りん世ぜも、こくりとうなずいて不敵な笑みをうかべた。


    「そうね。仏教大好きな仲良し三人組がそろって休みってことは、三人でサボってせんとくんでも見に行ってるのかなーってみんな言ってたわね。この調子なら、しばらく兄貴さんが学校を休んでも、全然だれも疑いそうにないわ」


    「だ、だけど家族はっ、俺が帰らなかったらさすがに家族は怪しむぞ！」


    　すると凛世は、涼しい顔で答えた。


    「それは親友のわたしから今日きよう子こに、お見舞いがてら電話しといたから大丈夫。兄あに貴きさんが高たか野のさんと比ひ叡えいさんに誘われて、しばらく奈良の大仏見に行ったって言っといたから」


    「どこのだれが学校帰りにいきなり奈良旅行に出発するんだよ！」


    「今日子は『あー兄あにっちらしいわ』ってあっさり笑ってたけどね」


    　うっ。たしかにふだんの自分の行動とか、仏像フィギュアだらけの部屋の中を思いかえしてみると、妹にそう思われててもしかたないかもしれない。


    「っていうわけで、だれにも疑われずに兄貴さんを拉致っとけるってわけなのよ。ちなみにここはパパの貿易会社の倉庫で、まわりは港の倉庫街だから、呼べど叫べどだーれにも聞こえないからね」


    　パパの貿易会社っ？　凛世、意外にお嬢様だな。っていうか港の倉庫に拉致られてるって、ほとんどマフィアの手口じゃないのかこれは。


    「兄貴さんが家に帰れる方法はひとつ、わたしたちのうちのだれかを彼女にすることよ」


    「嫌いやと言ったら？」


    「その選択肢は残念ながら無いのよね、うんと言うまでここに閉じこめておくだけだから」


    「じゃ、いつまでもうんと言わなかったら？」


    「なら、いつまでも閉じこめておくだけだから」


    　もうまったく譲歩する気とか無い、ここまでくるといっそすがすがしい。


    「まあまあ、りんりん。目を三角にしてつきあえつきあえって強要されても、ふつうは逆にドン引きしてしまうだけですよぉ」


    　小麦が凛世に言った。いきなり人に粘菌抽出液を強制的に注射したおまえが言うな。凛世はムッとした顔で、小麦に目を向けた。


    「だって、じゃあどうしろって言うのよ」


    「りんりんはマジメすぎて、恋の駆け引きや告白のしかたってものを知らないですねぇ。そりゃあ思いが通じないはずですよぉ」


    　ここで小こ麦むぎが言ってる「思い」ってのは、対・俺じゃなくて、対・妹ってことだな。


    「っていうか、小麦は知ってるっての？」


    「そりゃあ、小麦は恋愛経験豊かですよぉ」


    「小麦が今までだれかとつきあってるの、見たことないんだけど」


    「小麦じゃなくて粘菌ですぅ。粘菌と粘菌が合体して子し実じつ体たいを作るとき、お互いにフェロモンを出しあうことで引きあうんですよぉ。つまり、一方的に好き好きフェロモンを出したって相手がフェロモンを出してくれないと、合体できないんですぅ。一方的に好意を押しつけても、相手からのフィードバックが無いかぎり合体はできないってことですよぉ」


    　恋愛アドバイスが粘菌ベースかよ！　それ以前に、年ごろの女子が合体合体連呼すんな。


    「うーむ、なるほど」


    　凛りん世ぜが得心したように腕を組んで、何度もうなずいた。いやいやいやいや、今の粘菌の説明で納得できたのかっ？


    「じゃあまずは、兄あに貴きさんの態度を軟化させてからってことね。ガンコだから長期戦になりそうだけど……」


    「長期戦で死なれたら困るから、先にごはん食べさせておくですぅ。放課後すぐコンビニに行って、買ってきたんですぅ。じゃじゃーん」


    　小麦が、コンビニのレジ袋を取りだした。凛世がちょっと目を丸くする。


    「準備いいじゃん」


    「ふっふっふ。合体させたかったら絶対にエサは絶やさない、これ粘菌を飼うときのポイントですよぉ」


    「だから、俺は粘菌かよっ！」


    　どなった俺の口に、小麦がおはしではさんだエビフライを突っこんだ。


    「もがが！」


    「はい、あーんですぅ」


    　あーんを言うタイミングが遅すぎるわ！　俺はのどの奥までカリカリのエビフライを突っこまれて咳せきこんで吐きだした、っていうかシッポを前にして人の口に入れるかふつう？


    「あー落ちた、もったいないですぅ」


    「小麦っ！　拷ごう問もんならもっとストレートにやってくれ、真綿で首を絞めるってレベルじゃねーぞ！」


    「えぇ～？　北風と太陽のように、フレンドリーに歓待してお兄にい様さまの気持ちを小麦たちに向けてもらおうとしてるだけなのに、拷問だなんてひどいですぅ」


    「人を縛って倉庫に拉ら致ちるのはひどくないのかよ」


    「ばかねえ、小麦ちゃん。そういうんじゃないのよ」


    　いきなりそんなことを言いながら、魔ま性しようの薔ば薇ら園ぞの先輩が俺の前にやってきて、ぷちん、ぷちんと制服のボタンを俺の目の前で三つほど外はずした。白い胸の谷間がちらっと見える……なっ、何やってんだー！


    「要するに、小こ麦むぎちゃんみたいなガキンチョにごはん食べさせてもらうなんて拷ごう問もんだって言ってるのよ、兄貴ちゃんは」


    「小麦、ガキンチョじゃないですぅ！」


    「だいたいあなたたちは、気合いばっかり空回りして男子の扱いってものがわかってないのよ。美み奈な子こなんて三年生にもなって、たらしこんだ男に罪悪感感じちゃうとか、不器用ったらありゃしない」


    「ご、ごめんなさい」


    　みーなちんが、しゅんとうつむいてしまう。小麦はムッとしたのか、薔ば薇ら園ぞの先輩に必死に反論した。


    「そうはおっしゃっても、小麦たちだってがんばってるんですぅ！」


    「がんばってるだけじゃあ、ねえ。まあ経験不足のあなたたちにはわからないでしょうから、お手本を見せてあげるわ……これぐらいサービスしないと、北風と太陽の旅人も服を脱いじゃくれないってことをね」


    　薔薇園先輩はエビフライをもうひとつ、豊満な白い胸のあいだにしっぽを下にしてはさみこむと、その上から小袋に入ったタルタルソースをとろーりとかけて、床に座ってる俺の前にやってきた。
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    　とろとろのタルタルソースが、胸のあいだのエビフライからこぼれて、彼女の白い胸の上にも少しこぼれてる……っていうか！　何やってるんですかあなたはー！


    「はい、兄貴ちゃん。めしあがれ♪」


    「めしあがれるか──────っ！」


    　俺は完全にドン引きして、縛られたまま必死に後ずさった。でもバスタブにつながれてるロープが短いので、逃げるといっても円を描くしかできない。そして薔ば薇ら園ぞの先輩は、胸のあいだにエビをはさんだまま、どんどん俺を追いつめていく。


    「食べればいいのに。その目が食べたいって言ってるわよ」


    「言ってない！　どこからの電波を受信してるのか知らないが、俺は言ってない！」


    「おいしいのに～。もう夕方よ、おなかすいてるでしょ？　食べないならあたしが食べちゃうわよ？　ほうら……」


    　薔薇園先輩はエビフライを胸にはさんだまま、なぜか俺を上目づかいに見つめたまま、ぱくっと一口かじり取った。


    「うふっ。おいしい……」


    　そして口の端にお行儀悪くくっついたタルタルソースを、赤い舌でぺろりとなめ取る。わかるよ、俺を誘おうとしてるのはわかるよ先輩。でもね、純真な男子はむしろそういうのにドン引きしちゃうんだよ！


    「据すえ膳ぜん食くわぬは男の恥って言うじゃない、食べていいのよ、ほらほら」


    　薔薇園先輩は両手で胸を支えるようにして、俺のほっぺたに胸のあいだのエビフライをぐりぐりと押しつけてくる。俺が必死に目も口も閉じ、首の関節が外はずれそうになるぐらい思いっきり首を後ろに回してエビフライを避けようとした。


    「ほぉ～ら、食べないのかな？　それとも食べたいのは、おねーさまのおっぱいなのかな？　かな？」


    　うわーん、ドン引きするー！


    「やめなよ、本気で嫌いやがってるじゃん。色気と下品は違うんだよ、下品な女は男子に引かれるってわかんないわけ？」


    　すみれ先輩が、薔薇園先輩を引きはなしてくれた。男装の麗れい人じんふうなだけあって、男子の気持ちをちょっとはわかってくれるのかもしれない。常識のありそうな人みたいだし、薔薇園先輩もすみれ先輩のことばに意外なほどすなおに従ってくれて、俺はホッとした。


    「悪かったね、おにぎり食うかい？」


    　しかも、すみれ先輩は優しい。おにぎりを差し出されて、俺のおなかがくるると鳴る。


    　いや待て……ほんとに俺に「悪かったね」って思ってるなら、そもそもこんな悪事に加担したりしないはずだ。俺が車の中で小麦に謎なぞの注射を打たれたとき、力ずくで俺を押さえこんだのは、そもそもこの人だったじゃないか！


    　つまりこれはあれだ、犯人を取り調べるときに刑事さんが必ず二人一組で、片方が乱暴な攻撃役、片方がそれをなだめて犯人の味方に立ってるフリをして心を開かせて自供を引き出すという、初歩的なテクニックそのまんまだ。


    「だっ、だまされるか！　だれが食くうもんか！」


    「野生動物にエサやるより手間がかかるねえ」


    　おにぎりを手に、すみれ先輩はため息をついた。それを見て、ほかの女子たちがわらわらと俺のまわりに集まってくる……ちょ、ちょっと、何する気だ？


    「あの～、やっぱり男子って年下が好きだと思うんです。失礼ですが、先輩たちでは兄あにさんは萌もえないのではないかと……」


    　おずおずと言った一年生の女子に、薔ば薇ら園ぞのさんは目を吊つりあげた。


    「何ですって！　先輩をババァ呼ばわりするつもりっ？」


    「いえ、だからその、ぶきっちょでもわたしたち下級生のほうがいいんじゃないかと……」


    「そっ、そうです、あたしたち二年生だって、同学年なんだからがんばらないと！」


    　と、一人がそう言って、ハンカチで俺のほっぺたをフキフキしはじめた。でも、なんかすごい手つきがぎこちない。


    「え、えっと、お兄くん……ほっぺたにタルタルソースがくっついたままで、かわいそうだから、ふいてあげるね。ほら、あたし優しいでしょ？　なんだか、だんだん好きになってこないかな？　かな？」


    　好きになる以前に、ほっぺたをふく手がぎこちなさすぎてなんか痛い。


    「いや、ほっぺたの皮がずるむけそうで、ぶっちゃけ苦痛なんですが……」


    「あっ、えとっ、じゃあ、わたしたちががんばります！」


    　と、一年生の女子二人が協力して俺の靴と靴下を脱がせると、もう一人がバスタブから洗面器にお湯をくんできた。


    「えとえとっ、わたしたち、兄あに様さまの足湯をしてあげますからっ」


    「ずっと縛られっぱなしじゃ、足がむくみますよねっ」


    　三人の女子は俺の足もとにひざまずくと、三人がかりで足のマッサージをはじめた。三人の細い指が、俺の足の指のあいだを小魚のように泳ぎながら、なでたりもんだり軽くつまんだりする。その手つきが、いかにもおそるおそるという不慣れな感じで、ただひたすらくすぐったくて、俺は縛られたまま身をよじる。っていうか何だこのシチュエーションは？


    「えとっ、き、気持ちいい……ですか？」


    　不安そうに、三人の女子が上目づかいに俺を見上げてきた。俺は、身もだえながら叫んだ。


    「っていうかくすぐったい、やめてくれ！」


    「だ、ダメですか……」


    　三人はしょんぼりしてしまった。ちょっとかわいそうかと思ったけど、でもほんとにくすぐったくてガマンできなかったんだ。


    　でも、こいつらに同情したことを俺はわずか一秒後、後悔することになった。


    「そっ、それでは作戦変更！　人間、色気より食くい気ですものね！」


    　三人はそう言うと、背後からシャキーンとコンビニのレジ袋を出した。わーい、なんだかドキドキしてきたぞ（命の危険的な意味で）。


    「じゃあフルーツを食べさせてあげます。はい、あーん」


    　そう言った娘のほうに強引に首をねじ曲げられて、つまんだチェリーを口の中に入れられた。折れる折れる！　首が折れるー！


    「ジュースもどうぞ♪」


    　すぐに首を反対方向にねじ曲げられて、ジュースのストローを口につっこまれた。ひー、いま首の骨がヤバい音立てたぞっ？


    「え、えとっ、じゃあ汗をかいてるでしょうから、わたし胸をおふきしますねっ」


    「あ、あの、わたしも手伝うわ！　何もしないんじゃ、なんだか申し訳ないしっ……」


    　横で見ていた女子たちが、タオルを手にぞくぞくと参戦してきた。


    「えっ！　お、おい、そこはちょっと……！」


    　俺は焦あせって身をよじるが、当然逃げられない。さいわいロープで腕を縛られてるからシャツを全部むかれることはなくて、首もとのボタンを外はずしてそこから温かい濡ぬれタオルを持った手をすべり込ませられるだけですんだ。


    　とはいえ女子たちに囲まれ押さえつけられながら、よってたかって服の中に手を入れられて体をふかれると、あまりにも異常なシチュエーションのせいで緊張してるのか、ふかれればふかれるほど脂汗がにじみ出してくる。


    「やっ、やめろバカっ……！　俺にさわんなっ！」


    「あの、じゃあ……えとっ、好きになってくれます？」


    　背後から俺の胸に手を回してふいていた女子が、ぎこちない声で俺の耳もとでささやいた。俺はその女子にもたれかかるような姿勢で固定されてるから、女子の胸が俺の頭をヘッドレストみたいにはさみこむ体勢になる。


    　ビックカメラとかに置いてあるマッサージチェアの一番高いやつについてるヘッドレストよりも、まだやわらかい。やわらかいといってもウォーターベッドみたいなぶにょんぶにょんじゃなくって、ちゃんと芯が入っててしっかりとした落としどころのある低反発のやわらかさ。


    　……って、何を延々と描写してるんだ俺は。


    「どう考えても、好きになってもらおうっていう態度じゃないだろ！」


    「うう、ガンコですね……。わたしのやりかたがダメなんでしょうか？　もっとサービスしないといけないんでしょうか？」


    　背後の女子は、頼りない声でつぶやいた。いや、そういう意味じゃなくて。


    「わかりました！　満足していただけるように、もっとがんばります！」


    　いや、そういう意味じゃなくて～っ！


    　俺はそう叫びたかったけど、低反発のやわらかさのせいで頭がテンパってしまって声が出ない。そのうえ背後の女子が俺の胸をぐいぐいと拭ふくと、そのたびに俺の体が女子の胸に押しつけられて、頭の中が真っ白になってしまった。


    「ちょ……マジやめろって……んくっ」


    　一瞬変なとこをさわられて、変な声が出てしまった。自分のもらした声に焦あせって、俺の全身の汗かん腺せんがいっせいにドッと開いてしまう。


    　や、やばい！　このままじゃ俺の精神が邪悪なる煩ぼん悩のうに侵略され、地じ獄ごくに堕おとされてしまう！　菩ぼ提だい樹じゆの下で悪魔マーラの誘惑に耐えつづけ、煩悩を振りきって悟りを開いたお釈しや迦か様さまを思いだすんだ！


    　俺は必死に目を閉じて、地獄の閻えん魔ま大王の顔を思い浮かべた。京都の宝ほう積しやく寺じにある閻魔大王とその眷けん属ぞくの像は、とにかくデカい、そして怖い。はじめてその実物の前に立ったとき、ほんとに地獄の裁きの場に連れてこられたような恐怖が俺を襲った。そのときの恐怖を思いだすことで、俺は煩悩を振りはらおうとした。


    　だけど、記憶の中の閻魔大王はあまりにも怖すぎて、俺の全身から今度は冷や汗がダラダラと流れはじめた。


    「うわー、せっかく拭いてるのにすごい汗ですね！」


    　女子たちはびっくりして、顔を見あわせた。


    「どうしましょう、これじゃふいてもふいてもキリがありません」


    「そうだ、せっかくだからお風呂に入れちゃったらどうかしら。重りがわりにためたお湯も、ちょうどまだ冷めてないし」


    　そう言いながら、一人がバスタブの中にシャンプーみたいなのを入れた。お湯を混ぜると、白い泡がブクブクとわいてくる。


    　ちょっと待て、お風呂に入れるってサラッと言ったけど！　服のままじゃ風呂には入れないってこと、こいつらはわかってるんだろうなっ？


    　女子たちは、ひそひそと相談しはじめた。


    「お風呂に入れるとして、ロープはどうしましょう？　服を脱がせようと思ったら、ロープをほどかないと脱がせられませんよ」


    「ロープほどいたら逃げちゃうよ、服のままでいいんじゃないですか？」


    「同感、男子を裸にするなんて恥ずかしいし」


    「っていうか、男子の裸なんて見たくないですし！」


    「決定、服のまま放りこんじゃおう。制服が濡ぬれちゃうけど、どうせしばらく学校には行かないんだからかまわないでしょ」


    　凛りん世ぜが勝手に結論を出した。こいつ、しばらく学校に行かせないことが前提かよ！


    　そもそも、そんなに男嫌いなら無理に俺にかまわなくてもいいのに、こいつらいったい何を考えてるんだ？


    「兄あに者じやさんは学校に行かなくても、わたしたちは明日も学校がありますよ。制服を濡ぬらしちゃったら困りますぅ」


    「梅雨どきだもんね、明日までに乾かなかったら困るわよね」


    「そうだ、名案があるわ！　制服を脱いでから、兄者くんをお風呂に入れればいいのよ！」


    「まあ、それはとっても名案！」


    　おいおいおいおいっ、制服を脱ぐっておっしゃいましたか、今っ？　それは、俺の裸を見るよりも恥ずかしいことじゃないのか？


    　とまどっている俺を完全に無視して、女子たちは制服をぽいぽい脱いで、下着姿になった。ちょちょちょっ、ちょっと待てー！


    「おまえら何してるんだっ！　恥ずかしくないのかよ！」


    「えっ、別に？　どうして恥ずかしいと思わないといけないんですか？」


    「だ、だって、おまえら今、下着だぞ？」


    「下着なら濡れても替えがあるからいいのよ、濡れてヘロヘロの制服着て学校に行くほうが恥ずかしいじゃない」


    　おかしい、なんか価値観のベクトルがどこかで思いっきりあさっての方向に向かってる気がする。いくらこいつらが男に興味がなくたって、思春期の女子高生が男子の前で平気で下着姿になるとか考えられない、ありえない！


    　……いや、と俺はふと冷静になった。ふつうの男嫌いなら、男の前で下着になるなんて当然恥ずかしいだろう。だけど、こいつらはガチ百ゆ合りなんだ。見られたくないにせよ見せたいにせよ、こいつらが意識してる相手は常に女子オンリーだから、男子の視線なんかアウトオブ眼中なんじゃないか。さしずめ俺に裸を見られることなんて、ゴキブリに見られてるていどにしか捉えてないんじゃないか、と俺はようやく気づいた。あれ、おかしい。目から汗が……。


    「さてっ！　じゃあお兄くん、お風呂に入りましょうか！」


    　下着姿の女子たちが、胴上げ状態でいっせいに俺を持ちあげた。


    　いや、ここだけ抜き出すと超ハーレムうらやましい、みたいに見えるけど違うんだからな？　パッと見はハーレムでも、こいつらはどう考えても罪もない男子高校生を拉ら致ちった悪の組織だし。しかもお風呂にって、ふつうに洗ってくれるならまだしも、俺をうんと言わせるためなら水責めだってやりかねない奴らだぞ？


    　俺の心臓がドキドキしてるのは、決してときめいてるわけじゃないんだからな？　むしろこれは、命の危険ってやつだ。


    「やめろバカっ、下ろせ！」


    　俺はもがいたけど、当然女子たちは聞く耳を持たない。


    　一瞬、足は自由なんだから、足もとを持ってる女子の顔面にケリを入れたら足もとが落ちるから、そのままダッシュして、そのへんの女子に頭突きしながら逃げたら逃げられるかも……と思った。だってこいつらが入ってきたとき、入り口のドアにカギをかけたようすがないし。


    　でも、いくらこいつらが悪の組織でも、男として女にケリ入れたり頭突きかましたりってところに、どうしても抵抗を感じてしまう俺は古いのか？　何度か足を動かしてみたが、ためらってしまってとても決断できなかった。


    「おい、やめろよ！　危ないだろ！」


    　しかたなく、俺はそう叫ぶしかなかった。すると凛りん世ぜが（こいつは制服のままだった）下着姿の女子たちの後ろから顔を出して、冷ややかな目で俺を見つめた。


    「さーて兄あに貴きさん、そろそろだれか好きになってきましたか？」


    「なわけねーだろ！」


    「うう、ほんとガンコなんですね～。こんなにサービスしてるのにまだ何か、わたしたちに至らない点があるんでしょうか？」


    「あのなー。至るとか至らない以前の問題だって理解してるか？」


    「だって、男子のことはよく知りませんけど、クラスでラノベとか読んでる男子を見て分析するかぎり、ふつうの男子ってハーレムとかにあこがれるんじゃないんですか？」


    「そうか、もしかして兄あに者じやくんはハーレムにはあこがれるけど、本命一人にしぼれないタイプ？　それなら、何人でもいいのよ？」


    「一人だって嫌いやなのに、何人もいらねーよバカ！」


    　俺は体の下にある風呂の存在に焦あせりながら、凛世に向かってどなった。


    「だいたい、これのどこがハーレムだよ！　俺が好きだからつきあいたいんじゃないだろ。おまえらの目的は今日きよう子こで、俺を今日子から引きはなそうとしてるだけだろ？　それじゃハーレムとは言わないだろ」


    　俺が言った瞬間、凛世は明らかに動揺した。


    　顔色がサッと青くなって、絶望したような目をした。くちびるも青くなった。正直、俺はその反応にびっくりした。何かに怯おびえているような、激しい恐怖を凛世が抱いているのを感じた……何を怖がってるんだ？　あれだけ傲ごう岸がん不ふ遜そんに俺に攻撃をしかけてきたはずの凛世が？


    「ちっ……」


    　凛世は声を出そうとしたが、最初の声は緊張しすぎているのか、喉のどにつまってしまった。一度息をのんでから、凛世は焦ったような目で俺を見てどなった。


    「ちがうっ、ちがうわよ！　なっ、何言ってんの、ばっかじゃないのっ？」


    　猛烈に否定してる。何言ってんのって言いたいのは俺のほうだ。だって、プールではっきり俺は聞いたんだから。


    「おまえら全員、妹が好きなんだろ？　妹が俺にベタベタするから、それでヤキモチを焼いて引きはなそうとしたんだろ？」


    「す、好きって、そりゃ親友だからそういう意味では好きよ？　でも恋愛とかそういうのは、ありえないじゃないっ？　だって女どうしなのよ、ありえないっていうかキモいし！　そんなキモいデタラメ、ぜったい今日きよう子こに言わないでよねっ！」


    　凛りん世ぜは何が何でも認めようとしない。何をそんなにムキになってるんだと思っていた俺はふと、「あっ」と、プールで凛世たちが言ってたことを思いだした。


    　もし凛世が妹に抱いているのが友情じゃなくて恋情だということがバレたら、凛世は嫌われてしまう。それが凛世は怖いんだ……ということに、俺は気づいた。


    　小こ麦むぎがちょっと怖い目で凛世をにらんでいるのは、きのうプールで小麦自身が言ってたように、凛世は百ゆ合りのくせに自分ひとり百合じゃないふりをして百合の悪口を言うのがムカついてたんだろう。


    　その瞬間、光こう明みようが見えた……光につつまれた仏像の群が、光り輝く彩さい雲うんをまといながら天から降臨する幻が見えた気がした。これは、俺を拉ら致ちして堕だ落らくさせようとする悪魔のような女子どもの精神攻撃を必死こいて防ぎつづけた俺への、お釈しや迦か様さまの助け舟なのか。助けを求める俺の祈りが、天に届いたのか？


    　思わずそう思ってしまったほどの、名案だった。これを交渉条件にすれば、こいつらを俺にも妹にも二度と近づけずにすむかもしれない……と。


    「デタラメなんかじゃないさ」


    　と、俺は女子たちにかかえられてる状態のまま言った。凛世が、びくっと肩を跳はねさせた。


    「ど……どういうことよ」


    「きのう、俺は傘かさを持ってっただろ？」


    「わたしたちと入れ違いになって、後から追いかけてきたときのこと？」


    「入れ違いになったんじゃない。あれより三十分以上まえに、俺はプールの観覧席にいたんだよ」


    　すると、小こ麦むぎまで青くなった。あ、そうか……と、俺は小麦にも目を向けた。


    「そうそう、小麦が妹のところに行ったあたりから見てたんだ」


    「小麦、あんた水球部じゃないでしょ？　何しに行ってたの？」


    　ほかの女子たちが、いっせいに疑惑の目を小麦に向けた。小麦は同盟を結んでいる百合仲間をさしおいて、妹からキスをだまし取ろうとしたわけで、そういう抜け駆けや裏切りは女子っていうのはぜったいに許さない。


    　案の定、小麦はおろおろして、必死にごまかそうとするような泣き笑いの表情を浮かべた。


    「あ、あのぅ……試合のときの保健委員の打ちあわせですよぉ。そんな怖い顔しなくても、別に抜け駆けとかじゃないですからぁ。ねっ、お兄にい様さまっ？」


    　小こ麦むぎは必死に俺に愛想笑いを振った。しめしめ。


    「そうだったかなぁ～？　ずっと体を縛られてて頭がボーッとして、いまいち思いだせないなぁ～？」


    　小麦は焦あせって、ぱたぱたと俺のほうへ走ってきた。


    「わっ、わかりました、今ほどきますから思いだしてくださいぃ！　みんな小麦のことうたがって、ひどいですよぉぉ！」


    　やった、計算どおり。ニヤリ、と俺はほくそ笑んだが……そのとき、凛りん世ぜが焦って止めに入った。


    「ちょっと、だめよ小麦！　ここで兄あに貴きさんを逃がしたら……っ」


    「きゃあ！」


    　焦りすぎた凛世がほかの女子にぶつかり、女子たちの手から俺がポロッと落ちた。ずっと俺を抱きかかえたままだったから、手の力も疲れて弱ってたのかもしれない。


    　ばしゃーんっ、と俺は勢いよくバスタブの中に落ちた。


    「わぶっ！」


    　ぷくぷくの泡が、シャボン玉になってパアッと飛び散った。お湯はもうだいぶ冷めてしまって、ほとんど水に近いぬるま湯になっていた。


    　バスソープの入ったバスタブの底は思いっきりすべる。足をふんばってもお尻しりがすべって顔がお湯に沈みそうになる。俺はあわてて体をねじって、何とか顔を少しでもお湯から上げようとした。だけど腕を縛られてるから、思ったように体を動かせない。むしろ体がすべって回りすぎて、顔からうつぶせに泡の中につっこんでしまった。


    　ぶくぶくぶく、と泡の音が聞こえた。自分が深い水の底にいるのがわかる。でもしみる目を必死に開いても、上には白い泡におおわれた天井があるだけで、何も見えない。ただただ、白く閉ざされた水の底だ。


    「ちょっと兄貴さん、大丈夫っ？」


    　遠くから凛世の声が聞こえたけれど、それはすぐに俺の意識から消えた。猛烈な恐怖が俺の背中を駆けあがってきたのを感じた。


    　恐怖とともに、青黒い水の幻が俺の視界を覆おおった。全身の表皮を切り裂くような、凍りつく冷たさ。上下もわからない、不安に満ちた浮遊感。ぶくぶくと吹きあがる白い泡。息がつまるような苦しさと、もがいても何もつかめず空振りする手の感覚。


    　知っている、俺はこの感覚を知っている。深い水の底、閉ざされた白い天井。


    　怖い……怖い、怖い。逃げなくちゃ……ここから逃げなくちゃ！


    「うわあああああ！」


    　頭の中がムチャクチャになっていた。女子たちの縛りかたがヘタだったことと、俺がさっきからずっと暴れていてロープがかなりゆるんでいたことに、バスソープで体がぬるついていたおかげもあって、もがいていた俺の腕がスルッとロープから抜けた。


    「あっ、お兄にい様さまが逃げちゃうぅ！　捕まえてくださいぃ！」


    　小こ麦むぎの声も聞こえた。下着姿の女子たちが、俺を捕まえようとして集まってきた。


    　だけど俺はとにかく怖くて、ここから早く逃げたかった。


    「どけ─────っ！」


    　俺は完全にパニクってはいたけど、それでも女子に暴力をふるうまでには混乱していなかった。逃げなくちゃ、という確固たる意思のもと、行き先をはばむ女子たちを力ずくでかき分けて進んだ。


    「ちょっと、待ちなさいよ！」


    「わたしたちの中から一人選ぶまで帰らせるわけにはっ……」


    「いいからどけーっ！」


    　女子たちは俺を捕まえようとしたけど、さすがに本気を出した男子の力にはかなわなかった。パニックを起こした俺の勢いにびびって、ちょっと腰が引けてしまったのもあるかもしれない。


    　俺はかんたんに女子たちの包囲を抜けて、ドアから外へ逃げだした。外は凛りん世ぜが言ったとおり、港ぞいの倉庫街だった。


    　下着姿になった奴らはすぐには外に出られないが、ほかの女子たちはあわてて俺を追いかけてきた。ここで捕まったら今度こそ逃げられないぐらいグルグル巻きにされると思って、俺は倉庫と倉庫の間の死角に入りながら、猛烈な勢いで逃げだした。


    「捕まえるのよ！　兄貴さんは秘密を知ってるわ、わたしたちの仲間にしてしまわないと、もし今日きよう子こにバラされたら！」


    　焦あせった凛世の声も聞こえてきた。俺は心臓がはちきれそうになるまで走って、やっと倉庫街を抜け、人出の多い港町の大きな道路に出た。


    　目の前にバス停があって、ちょうどバスが来たところだった。俺は迷わずにバスに飛び乗った……バスがどこへ行くのかわからなかったけど、とにかく一刻も早くこの場から離れたかった。


    　凛世たちが追いかけてきた。バスの運転手が、一度ミラーでそれを確認した。凛世たちがバスに乗りたくて走ってきてる……と思ったんだろう。彼女らが来るまで待つ気のようだ。


    　俺は焦った。頼むから早く出してくれ、と心の中で祈った。凛世たちは、あと十メートルほどのところまで近づいている。


    　だが、そのとき。


    「パアーッ！　パッパーッ！」


    　激しいクラクションの音が空気を切りさいた。バスの後ろに並んでいた自動車数台が、いっせいにクラクションを鳴らしたのだ。


    　バスの運転手は、一度心残りがありそうに今度は目もく視しで凛りん世ぜたちを確認したけれど、クラクションがうるさいほど鳴りっぱなしだったのでしかたなくあきらめて、昇降扉を閉めてゆっくりとバスを発車させた。


    「あぁーっ！　逃げられた！」


    　女子たちが悔しそうに叫んでいた。


    　そして、凛世は呆ぼう然ぜんと……まるでこの世の終わりのような顔をして、立ちつくしていた。今日きよう子この兄あにである俺に、自分が今日子に恋愛感情を抱いてるってことがバレてしまったんだから、その心の内といったら絶望どころじゃないにちがいない……と、俺は遠くなっていく凛世を見ながらそう思った。


    



    　バスの窓の外、風景が通りすぎていく。


    　雨でもないのにぐしょ濡ぬれで立っている俺を、まわりの乗客が不審そうな目で見ていた。その視線が気にはなったけど、凛世たちから少しでも遠くまで逃げてからでないと、安心してバスを降りられない。


    　脱出したときの興奮は、だいぶおさまってきていた。ばくばくしていた心臓が落ちついて、俺はやっと冷静に深呼吸した。


    （風呂に落とされたぐらいで、どうしてあんなにパニクったんだろう……）


    　そのおかげで逃げられたとはいえ、自分で自分が理解できなかった。


    　風呂には毎日きちんと入っている。別に風呂嫌いってわけじゃない。


    　頭が水の中に沈んだ瞬間……そして目の前が泡の天井で閉ざされた瞬間、頭の中で何かのスイッチが入ったんだ。結果的に逃げられてよかったとはいえ、あんなに取り乱してしまうなんて……。


    　俺はバスの終点から電車に乗りかえて、家に帰った。学生カバンは倉庫に忘れてきたけど、定期と財布はポケットの中に入ったままだったから何とかなった。


    　お札は全部ずぶ濡ぬれでくっついてしまっていたけれど、少しでも凛世たちから遠くまで離れたくてバスの終点まで行ってしまったおかげで服は乾いたから、お袋にも妹にも不審に思われずにすんだ。


    　俺のカバンがどこに行ったのか、それだけが気がかりだったけど……とりあえずその日は拉ら致ち騒ぎで疲れ果てていたから、風呂に入ってすぐに寝た。


    



    　そして次の朝、妹はまだちょっと風か邪ぜ気味だったから、俺一人で学校へ行った。


    　また拉致られるんじゃないかと思ってドキドキしながら道を歩いていたけど、駅まで何も起こらなかった。教室に着いても、何も起こらなかった。


    「おはようです、日向ひゆうがくん～」


    　教室では、比ひ叡えいと高たか野のが朝っぱらから写経に精を出していた。見慣れた平和な朝の光景に、俺はホッとした。


    　俺の机の上には、カバンが置かれていた。


    「あれ……」


    　俺は中身を確認した。何ひとつ無くなってない、全部俺が一昨日の夜に時間割を合わせてつめこんだ状態のまま変わってない。


    「なあ、これだれがここに持ってきたんだ？」


    　俺は比叡と高野に聞いた。二人はやっと顔を上げた。写経に集中しすぎて、俺の声が一瞬聞こえなかったみたいだった。


    「あっ、ごめんであります～。今、何か言ったでありますか？」


    「俺のカバン、だれがここに持ってきたか知ってる？」


    「日向くんのカバンは、日向くんが持ってきたんじゃないんですか～？」


    　まあふつうはそう考えるだろうけどさ。ということは、きのうのうちか今日早いうち、だれもまだ教室に来てないうちに運んできた……ってことか。


    　わざわざカバンを返しにきてくれたってのはご親切だと思ったけど、考えてみたら、カバンが無くなったら俺は困って先生とかにきのうの拉ら致ちのことを相談するだろうから、返さざるをえなかったのかもしれない。


    　カバンを返してもらったとしても、常識的に考えて他人を拉致るようなテロリストたちの存在は警察に訴えるのがスジなのかもしれない。けど、凛りん世ぜは妹の親友なわけで……そうなると、やっぱりちょっとそこまでは、っていう気になってしまうよなー。


    　とりあえず、凛世のことは考えないようにしよう。せっかく親友たちがもとに戻った、久しぶりの平和な朝なんだし……。


    「何を写経してんだ？」


    　俺は、二人のそばのイスを引いて座った。二人は視線を紙の上に落として、一いつ心しん不ふ乱らんに写経をしながら答えた。


    「煩ぼん悩のうに堕だ落らくし友情を裏切りそうになった心のうちを反省するために、般はん若にや心しん経ぎようを千回写経することにしたんです～」


    　二人はすずりで墨をすりながら、一生懸命写経していた。今度こそ、やっと友達が帰ってきた……という思いで、俺はうれしくてつい笑ってしまう。


    「じゃあ俺も手伝うから、三百三十三枚ずつ写経しようぜ」


    「日向くんが、何を反省することがあるんですか～？　悪いのはぼくと比叡くんなんですよ～？」


    「友達だから手伝うのは当然だろ」


    　俺はそう言って二人から紙を分けてもらい、机の中に入れてあった墨汁と細筆を持ってきて写経をはじめた。いつものように写経に集中していると、きのうバスタブに放りこまれてパニクったときの恐怖も、薄れていくように思えた。


    　その日一日、俺はだれからの攻撃も受けなかった。


    　帰り道ではついいつものクセできょろきょろとあたりをうかがったけど、だれも俺を追いかけてこなかった。というよりむしろ凛りん世ぜたちは、俺を刺激しないようにあえて俺の視界に入らないようにしてるんじゃないか、と思うほどほんとにどこにもいなかった。


    　突然訪れた平和に、俺は心からほっとした。全てがもとに戻ったように思った。あれは一瞬の悪夢だったんだろうか……そんなふうに思いながら、俺は家に帰った。


    



    　そして、平和な六月が過ぎていった。


    　梅雨はじめじめと続いていた。妹の風か邪ぜはさらに翌日には治っていたけれども、学校に通いはじめてから、どういうわけだかむしろ妹はどんどん元気を無くしていった。


    　朝、俺といっしょに学校に行くのはいつもどおりだったけど……口数がめっきり減った。といっても、俺に怒ってるとかそんな感じじゃない。相変わらず、


    「兄あにっち、朝ごはんのごはんつぶがほっぺたにくっついてるよ」


    　とか、おせっかいだ。でも今までの軽口が減ってしまっているし、テンションが低くて注意力も散漫になっていて、ごはんつぶといっしょに俺のほっぺたの肉をたっぷりつまみ上げられてしまったりした。


    「いてててて！」


    「……あ、ごめん」


    　謝る声も生気がない。いったいどうしたんだ、いつものうるさい妹とは別人みたいだぞ？


    　短いあいだならむしろおとなしくていいと思って放っておいた。妹はすぐに俺にからみついてくるから、できれば妹のことなんか興味のないふりをしたかった。けど、こんなぼんやりと暗い調子が一週間もつづくと、さすがに心配になってきた。


    「何かあったのか？」


    　歩きながら、意図的に妹から視線を外はずしながら、思いっきりそれとなーい感じで聞いてみた。妹は一度、ちょっと驚いたような顔をして俺を見た。そうか、俺が妹を心配するのはそんなにもの珍しいことなのか。


    「聞いてくれるの？」


    　気を落とした妹の声が弱々しくて、いつもの妹とはほんとに別人としか思えないぐらいしおらしい。つい俺も、深刻な気持ちになりながらうなずいた。


    「何があったんだよ」


    「凛世が最近、学校に来てないんだ」


    　凛りん世ぜが？


    「あたしが風邪ひいて二日休んで、学校に行ったら、前の日から休んでるって言われて……今日で一週間かな」


    　なるほど、どうりで姿が見えなかったわけだ。


    「試合も近いのに責任感の強い凛世が学校に来ないなんて、よっぽどのことがあったと思うんだ。あの大雨の日にあたしも風か邪ぜひいたけど、こじらせて肺炎にでもなってるんじゃないかって……」


    「電話して聞いてみたらいいじゃないか」


    「したよ、凛世はケータイ持ってるから。でも、ケータイの電源が切れてるか電波の届かないところにいるって」


    　それはつまり、つながらないってことか。


    「長いあいだ休むんだったら、凛世のほうから電話してきてくれるはずだよ。今までもずっと、そうだったもん。電話ができないぐらい病気が悪いってことじゃないのかな、もし病院に入院してたらケータイの電源切るだろうし……そんなに悪かったら、お見舞いに行くのも迷惑かもしれないから、聞きにもいけないし……」


    　ふう、と妹はため息をついた。


    「ほんと……凛世、どうしちゃったんだろう……」


    　凛世は……たぶん、病気なんかじゃない。俺が妹に「秘密」……つまり、凛世が妹に恋してるということをバラしたかバラしてないか、それが怖くて学校に来れないんだと思う。あの地下室で、目的は今日きよう子こだろって言ったときの動揺っぷりからしても、凛世は妹に自分が百ゆ合りだと思われるのをすごく怖がってるわけだから。


    「凛世はいつ学校に来られるんだろ。水球はチームプレーなんだから、チーム練習に凛世がいないと全然練習にならないのに……」


    　いつもは小生意気で心配してやる価値ゼロな妹だけど、こんなに憔しよう悴すいしてしまっていたら、さすがの俺も胸がざわざわと落ちつかなくなってくる。


    　兄として、妹の涙は見たくない……。ガラにもなく、そんな思いが胸をよぎったりした。


    （俺は妹に何も言ってないし、何も言うつもりはない……って、凛世にはっきりそう言ってやれば安心するんだろうな）


    　俺は元気のない妹と肩を並べて歩きながら、脳細胞をフル回転させて考えていた。


    （でも電話はつながらないっていうし……。ということは、一番原始的な方法で……つまり、直接会って話すしかない、ってことか）


    　あんな目に遭った直後だ。凛世に会うのは、肉食獣の檻おりの中に飛びこむよりも勇気が必要だった。


    　だけど、いつになく元気の無い妹の横顔を見てると……。


    （……ったく。しかたないなー……）


    　妹がしかたないのか、それともなんだかんだ言って妹を放っておけない自分がしかたないのか、自分でもこのもどかしい気持ちの正体がよくわからなかったけど。


    　でもたまには、俺のことを見くびってるこの妹の前で、兄あにとしてカッコいいとこも見せてみたいとか思ってしまうじゃないか？　そんで、たまには妹に勝った気になりたいじゃないか。それとも、そう思った時点ですでに俺は妹に敗北してるのか？


    （……いや。これは修行だ。妹のことなんか関係ない。お釈しや迦か様さまだって菩ぼ提だい樹じゆの下で悟りを開くまえは、断だん食じきとかの苦行をしてたんだ。自分を苦しめるのも、解げ脱だつへの道だってことだ。つまり俺も、自分の悟りを高めるためにあえて苦行を求めてるのであって、たまたまその苦行が目のまえにあるってだけであって……とにかく要約すると、これは決して妹なんかのためなんかじゃないんだからねっ、ってことだ！）


    　自分自身に言い聞かせるように、俺は心の中でそう念じる。最後、うっかりツンデレ語になってるような気がするが、きっと気のせいだろう。


    　とにかく俺は、妹には内緒で、凛りん世ぜと一対一で話をしに行く覚悟を決めたのだった。
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    　妹に内緒で凛りん世ぜの家に行く以上、妹に住所を聞くわけにはいかない。


    　そこで学校に行ったあと、事務室に行って教えてもらおうとしたけど、個人情報保護法だか何だかで教えてもらえなかった。


    　これは困った……と思ったけど、俺はふっと思いだした。女子ってのは毎日会ってるくせに、どういうわけか手紙ってやつが好きだ。妹がケータイを持ってないせいもあるけど、毎日部活で会ってるくせに年賀状とかはきっちり送ってくる。


    「そうだ、年賀状があった！」


    　俺は授業が終わると、フルダッシュで家に帰った。


    



    　妹の部屋に忍びこむのはちょっと気が引けたけど……一階で晩飯の準備をしてるお袋にバレないかと息を殺しながら、俺はそーっと妹の部屋のドアを開けた。


    　妹はしょっちゅう俺の部屋に忍びこんでくるけど、妹の部屋に入るなんて久しぶりだった。正確には小学校六年の夏休み、妹が宿題が終わらなくて、お袋の命令で手伝ってやって以来だ。


    　妹の部屋は甘いにおいがした。シャンプーとか石せつ鹼けんとかコロンとか、そういう女の子のにおいがぎっしり詰まっていた。甘ったるすぎて、気分が悪くなりそうだった。俺の部屋と何もかもが、全然ちがってた。


    　ベッドにはピンクでフリフリのベッドカバー（なんか寝たらフリルが顔にチクチク刺さりそうで寝心地悪そうなんだが）がかけられ、ピンクのハートやキティちゃんのクッション（枕か？）がどっさり（おまえは何個頭があるんだ？）乗っていた。


    　家具はだいたい白とピンクで統一されていて、壁からはラベンダーらしきドライフラワーの花束が逆さに吊つり下がってた。その下にはアロマキャンドルが並んでいるんだが、これは何かの儀式の祭壇か？


    「あっくーん。カレー、中辛と甘口どっちがいーいー？」


    　一階から母親の声が聞こえて、俺はビクッとした。いかんいかん、あまりにもアナザーワールドだったから、ついうっかり現実世界のことを忘れてた。


    「あっ、ちゅ、中辛っ！」


    　妹の部屋から答えてるのがバレないよう、廊下に出てから俺は答えた。


    　急がなくては……俺は、妹の部屋の中を探す。チャランポランな性格だと思ってたけど、案外部屋の中はきっちり整理整せい頓とんされていた。本棚に並んでるファイルにもちゃんと「水球資料」だの「水球部アルバム」だのと背表紙がついていたから「年賀状」と書かれたファイルを探すのもかんたんだった。


    　俺はファイルにとじられた年賀状の中から、凛世のそれを探した。干支の絵とともに「来年も水球ガンバロー！」と書いてあるのが凛世の年賀状だった。干支の絵のすさまじいヘタクソさと、年賀状なんだから「来年も」じゃなくて「今年も」だよ、という部分にツッコミを入れつつ、俺はその住所を書き写した。


    「さて……行くか！」


    　俺は住所を書き写した紙をにぎりしめ、外に飛びだした。


    



    　俺は電車に乗って、凛りん世ぜの家へ向かった。梅雨空は、ヒートアイランド現象だか何だか知らないけど夕方に入って急にもくもくと雲を増やしていた。この前みたいなゲリラ豪雨が来るかな……と心配していたら、案の定、駅についたころに降りだした。


    　これだから梅雨は嫌いやなんだよ、と思いながら、俺はバスを乗りついで目的の住所に向かった。


    　雷が鳴りはじめ、それを合図にするかのようにザアザアと激しさを増した雨がバスの窓を伝い落ちる。くもりガラスのような濡ぬれた窓ごしに、俺は外を見ていた。


    　バスは駅前の喧けん騒そうから遠く離れて、川沿いの道を、広々とした郊外のほうへ向かう。雨はどんどん激しくなって、川は茶色い濁流になっていた。


    　川沿いは、広い庭を持った外国みたいな大きな家が立ち並ぶ住宅街になっていた。それを通りぬけると、ひときわ大きな家が見えてきた……住所からすると、それが凛世の家だった。


    　その家の周囲には高い塀へいがめぐらされ、塀の中には森のように巨大な木がうっそうと茂っていた。高い塀と深い森に囲まれているから、中にどんな建物が建ってるのか目をこらしてもわからなかった。傘かさをさしてバス停で降りた俺は、思わず呆ぼう然ぜんとしてしまった。


    「すごい……っ。お屋敷ってレベルじゃないぞ、これは」


    　塀の上には監視カメラがびっしりと並んでいる。凛世の家は、港に倉庫を持ってるぐらいなんだから大金持ちのお嬢様だってことは予想してたけど、ここまでとは思ってなくて俺はたじろいでしまう。


    　とりあえず、インターホンを鳴らすのがまず基本だよな……と思ったけど、塀が長すぎて、門がどこにあるのかわからない。俺は門を探して、延々と塀にそって歩いていた。


    　五分（！）ほど歩くと、やっと門が見えてきた。門の前にだれか立っている。水色の水玉模様の傘……見覚えがある。学校の屋上で見たことのある、あの傘は……。


    「りっ……凛世！」


    　いきなり登場するとは思ってなくて、心の準備がまだできてない。凛世は私服姿だった。いかにも家から出る予定が無かったという感じの、デニムスパッツの上にフリルつきのチューブトップというラフなファッションだ。とまどってる俺を、凛世は鋭い目でにらんできた。


    「防犯カメラに映ってたから出てきたのよ。わたしに用があるんでしょ、兄貴さん？」


    　下級生の女の子のくせに、異様な迫力がある。目からバチバチと火花が飛んでいるような……これはもしかして、俺への嫉しつ妬とオーラなのか？


    　いや、うろたえるな。妹のためにも、しっかり話を通さなくちゃいけないんだ……と、俺は自分自身を励ましながら、凛世の視線から逃げまいと、しっかりにらみ返した。


    「そ、そうだ。おまえのケータイがつながらないって妹が言うから、わざわざ家まで来ないといけなかったんだからな」


    「今日きよう子こに行けって言われたの？　今日子は……わたしに会いたくないってわけ？」


    　俺をにらむ凛りん世ぜの目の中には、矛む盾じゆんしたふたつの感情……怒りと怯おびえがあるような気がした。俺に怒っているからにらんでる、でも俺の答えに怯えてるから近づいてはこない。うるさい雨の中で話すには不自然なほど、俺たちの距離は離れていた。


    「何かかんちがいしてるみたいだけど、俺は今日子には言ってないからな」


    「え？」


    　凛世がとまどう。


    「俺が妹に百ゆ合りのことバラしたと思ってるみたいだけど、俺は何も言ってないぞ」


    「ウソでしょ？　だってあんな目に遭わされたんだから、腹を立ててぜったいに言ってるに決まってる！」


    「言ってないって。妹は親友がずっと休んでるから心配してるんだ、ケータイもつながらないぐらいだから風か邪ぜ引いて入院してるかもって。だけど俺はおまえが休んでる理由を知ってる、だから来たんだ」


    　凛世のほっぺたが、カッと赤くなった。


    「そっ……そうよ。兄あに貴きさんが今日子にわたしのことを話したと思ったから、学校に行かなかったのよ。今日子に軽けい蔑べつされると思ったから……っ」


    　凛世は怒ってるんだけど、どこか辛つらそうだ。好きになればなるほど相手に軽蔑されてしまうから、絶対に表に出せない恋心を胸に押し殺してるんだから、辛いのは当然といえば当然か。


    　俺はそんな凛世を見ていて、なんだか胸が痛くなってきた。俺は今まで、そこまで人を好きになったこともないし、そんなに辛い恋をしたこともない。だから、凛世の辛い気持ちは想像することもできないけれども……。


    「だから、俺は妹には言ってないからさ」


    　けれども、せめて励ましてやりたいと思った。俺を攻撃したり誘惑したり拉ら致ちったりとムチャクチャな奴ではあるけど、妹への恋心と俺への嫉しつ妬とが全ての凶行の原因だった……つまり凛世の暴走の原因の一端が俺にもあったっていうことに、ちょっと責任を感じてたせいもある。


    「妹はおまえを親友だと思ってるから、俺はこれからも妹には何も言うつもりはないんだ。だから学校に来いよ」


    　俺は励ますつもりだった。そして凛世も、俺が妹にばらしてないと知って、一瞬だけホッとしたように表情をゆるめていた。


    　だけどすぐ、凛世の表情はまた氷のように凍いてついた。そしてその憎しみに満ちた氷の視線を俺に向けたから、俺の背筋にぞくっと冷たいものが走った。


    「何よそれ……要するに、同情してるってわけ？」


    　凛りん世ぜはプライドが傷つけられたようにカッと怒って、いきなり水玉の傘かさを地面に叩たたきつけた。


    「学校になんか……行けるわけないじゃない！」


    「今日きよう子こには言ってないって言っただろ？　水球の試合も近いんだろ？」


    「抑えられないのよ、もう！　今日子のそばにいると、今日子のことがどんどん好きになっていくのを抑えきれないの。だけど少しでも気づかれたら、今日子に軽けい蔑べつされて絶交される。だからもう、今日子のそばにいられないのよ！」


    「でも、このままだまって水球部をやめたら無責任じゃないか。そのほうが、妹に嫌われるんじゃないか？」


    「じゃあ百ゆ合りのわたしが妹のそばをウロウロしてても平気だっていうの？　妹思いの兄あに貴きさんが？　それって同情？　それとも自信があるってわけ？」


    　凛世は興奮してまくし立てた。


    「自分は血のつながった兄で、今日子には無条件に好かれる。その点、わたしは百合だから今日子には絶対に受け入れられない。そうやって勝ち誇ってるわけ？」


    「だれがだれに何で勝つんだよ、なんでそんなヒネくれた解釈をするんだ」


    「だって、今までずっとそうだったじゃない！　わたしたちが今日子とせめてデートのまねごとでもしたくて休みの日に遊びに誘っても、いつも用があるからって断られてたのよ。用があるならしかたないと思ってがまんしてたけど、高校に入って……まさかそれが、兄貴さんと遊びに行くから断ってたなんて！」


    　凛世は興奮して、俺の胸ぐらをつかんだ。胸ぐらをつかんだといっても、下級生で女の子の凛世のほうが当然俺よりも背が低いんだから、背のびして俺にぶら下がるような姿勢になってしまってるけど。


    「兄貴さんがいることは知ってたけど、高校で同じ学校になって、まさかあんなに仲がいいところを見せつけられるなんて！　しかも兄貴さんは、今日子にそんなに好かれてるのになんだか態度が冷たいし、なのに今日子はそんな兄貴さんのことが好きだし！　どうしてよ、わたしのほうがずっと今日子を好きなのに、どうして兄貴さんばっかり……！」


    　俺の胸ぐらをつかんだまま、やるせなさそうにどん、と俺の胸にぶつかってきた。


    　俺はその思いを受けとめてやろうとした……はずだった。ところが、豪雨でゆるんだ地面はそんなカッコいい役割を俺に与えてはくれなかった。


    「うわっ……」


    　凛世に詰め寄られてるうちに、いつの間にか川のそばまで押されていたらしい。そしてゆるんだ土手が、凛世の思い（と体重）を受けとめた俺の足の下でボロッと崩れた。


    「わぁぁーっ！」


    　ざっばーん！　ハデな水音を立てて、俺は濁流の中に落ちた。頭が一瞬水の下に沈んで、俺はあわてて顔を上げた。


    　このあいだみたいにパニックを起こすんじゃない、と俺は自分自身に必死に言い聞かせて、冷静になろうとした。大丈夫、岸に近いんだから足は立つ深さのはずだ……と、俺は川の底を足でさぐった。たしかに底はあった、腰ぐらいの深さだ……が、立った瞬間に俺の体は激しい水の流れに押し流されて、ふたたび頭が水に沈んだ。


    「うぶっ……！」


    　水を飲んでしまって、俺はあわてて顔を水の上に出す。まさに「あっぷあっぷ」といった状態だ。


    　凛りん世ぜはそんな俺を見下ろして「しまった」という顔をしていたが、やがて悔しそうにくちびるを嚙かんで、おぼれてる俺に毒づいた。


    「い、いい気味だわ！　ちょっと今日きよう子こに好かれてるからっていい気になった罰ばつよ、そこでちょっとは頭を冷やしてわたしの気持ちを思い知ることね！」


    　頭が冷えるぐらいですんだらいいけど、このままじゃどう考えても全身冷たい死体になるんですけど！


    　何度も何度も俺は立とうとしたけど、そのたびに水に押し流された。川の水は三つ編みのように真ん中にむかってねじり合うように流れ、岸から川の中央のほうへと俺を押し流していく。足がつかない深さになったらもう助からない……そう思った瞬間、俺の頭は完全に水の底へ沈んだ。


    　濁流の中でもまれて、上も下もわからない。泥水の中で視界がきかない。バスタブの中で感じたのと同じ恐怖が俺を襲った。閉ざされた水の底、もがいても届かない水面、そしてぶくぶく湧わきあがる泡と消耗していく酸素……。


    　いや、それが怖いんじゃない。俺にとって、実はそんなことはどうでもいいんだ。……そのことに、俺は気づいた。


    　溺おぼれる感覚なんか怖くない、水が怖くて風呂に入れるもんか。それも、俺はきれい好きだから入浴時間はむしろふつうの人より長くて、母親に『あんたは女子高生か！』って言われるほどだ。


    　じゃあ、俺が怖いのは何だ？　いつまでもこんな気持ちの悪いトラウマにつきまとわれたくない、忘れたい、そのためには真実を探さなくちゃいけない。俺は真実を探そうとして、深い深い水の底をのぞきこむ。心のどこかで「やめろ」とブレーキをかける声がする。それを振りきろうとしたとき、青黒い水の底に、ゆらりと揺れる赤いリボンが見えたような気がした。


    「うわあああああっ、助けて、だれか助けて！」


    　なぜ「助けて」なんて叫んだのかわからない。記憶の底にこびりついていたことばだったのかもしれない。だけど、俺にはそれ以上記憶をたどる余裕がなかった。なぜかというと、水の中で思わず叫んでしまったせいで、しこたま水を飲んでしまったからだ。


    「ゲホゲホゲホッ！」


    　俺はむせこんだが、水中でむせたせいで、むせたぶんだけよけいに鼻や口から水が流れこんできた。鼻が痛い、息が苦しい。


    　泥水で視界がきかないし、目を開けても泥の粒子が目を刺して激痛が走るため、明るい方向……つまり水面がどちらか見ることもできない。しかたなく視界をうばわれたまま、必死に腕を振りまわして水面をさぐったけれど、よほど深く沈んでるのか俺の手は水をかくばかりで、空気のある水面までは届かなかった。そうでなくても俺の体は水にもまれてくるくると回転し、上下の感覚がまったく無くなっていた。


    　これは死ぬかもしれない……と、俺は思った。


    　息が苦しい。


    　だけど息をすれば、水を飲んでそのまま死ぬのは目に見えている。


    　頭がぼんやりしているのが、激しく水にもまれて目が回っているせいか、体の中の酸素がいよいよ尽きてきたからなのかはわからない。


    　どっちにしても今の俺には、何もかもがわからなくなっていた。ただひとつ、自分が死にそうだということだけはわかっていた。


    　いつの間にか、自分が回っていることを俺は感じなくなっていた。さっきまで息苦しかったのに、急にほんわりと頭が気持ちよくなった気がした。酸素がいよいよ足りなくなって、脳が痛みや苦しみを感じたり考えたりするのをやめたのか、と思った。


    　いよいよ俺は死ぬようだ。この感覚ははじめてじゃない。


    　赤いリボンが揺れるのが見えた。これは俺の古い記憶だ、と思った。死にかけた人間が見るっていう、人生の走馬灯とかいうやつかと思った。


    　リボンは暗い水底じゃなく、明るい水面で揺れていた。そして細くてやわらかな手が、俺の手をぎゅっとにぎった。その感覚も、俺はおぼえていた。


    　この小さな手は……だれの手だ？


    　何だろう、この記憶。視界をおおう、すさまじい泡。その彼方に見えてはかくれる、小さな女の子の顔。その髪に揺れる、赤いリボン。


    　水の中でゆらゆらと揺れる、あのリボンは……もしかして俺が、子供のころ、妹にねだられてお年玉で買ったリボンか？


    　じゃあ、この小さな手は……？　なぜだ、何もおぼえてない。だめだ、何も思い出せない。目の前が暗くなる……。


    「何やってんの！　顔を上げなさい！」


    　鋭い声が、暗い記憶の中に落ちようとしていた俺の意識を切り裂いた。


    　俺はそのとき、ハッと気づいた。俺の手をにぎっているその手は、古い記憶のそれでもなければ、夢や幻でもない。ほんとうに、現実に俺の手をにぎってるんだと。


    　次の瞬間、俺は強い力で引っぱられたうえに、背中からわき腹に手を回されて、ぐいっと抱えあげられた。


    「ぷはぁ！」


    　やっと水面に顔が出て、俺は新鮮な空気を思いっきり吸いこんだ。まだ頭が混乱していたけど、助かった……ということがおぼろげにわかり、振りかえって助けてくれた人の顔を見た。


    　そして、俺はびっくりした。俺を後ろから支えていたのは、凛りん世ぜだった。


    「なんで……っ」


    　なんで凛世が俺を助けてくれるんだ？　沈めるならまだわかるけど。


    　しゃべろうとしたら、水面が激しく波打っているせいで口に水が入ってきて、俺はゴホゴホ咳せきこんだ。


    「だまってて！」


    　凛世が早口に厳しくどなった。そのまま俺を抱えて引きずるような形で、足だけで後ろ向きに泳ぎながら岸のほうへ泳いでいく。


    　溺おぼれている人を助けるのはプロでも難しいっていうのに、いくら水球部とはいえ女の子の凛世が自分より体の大きい俺を支えて泳ぐのは並大抵のことじゃないはずだ。しかも水面はひどく荒れている。後ろでときどき凛世が、「ぷはっ」と息つぎをしようとして水を飲み、「がぼっ」と咳きこむ声がした。


    　その声を聞いて、俺の頭はやっと完全に冷静になった。やっぱり凛世の力だけじゃ無理だ、俺ががんばらないと……。ちょうど目の前に、川の上に張り出した細い雑木の枝が見えた。必死に腕をのばすと、ぎりぎりのところでつかむことができた。


    「やった！」


    　雑木の根はそんなに深くないだろう、地盤もゆるんでいるからいつ引っこ抜けるかわからない。俺を支えていた凛世は、今は俺に背後からしがみつく形になっている。でも、しがみつく力が弱っているのがわかった。水の流れは激しくて、ものすごい力で俺たちを持っていこうとする。顔は何度も荒れ狂う水面の下に沈んで、まともに息もできない。


    　早く岸に行かないと……凛世がくっついてるぶん水の抵抗も激しくて、枝をたどりながら岸へ近づこうとしても、片手ではとても体重を支えきれない。それで少しずつ手をすべらせながら移動するけど、濡ぬれた枝はつるつるとすべりやすくて、疲れた指先がぶるぶる痙けい攣れんしはじめた。


    　だけど、ここで手を離したら二人とも流されてしまう。こんなに疲れていたら、泳ぎの得意な凛世だって助からないかもしれない。つまり、俺ががんばらなくちゃいけないんだ……！


    　腕の筋肉の限界がきてたけど、俺はプルプル震える腕に必死に力を入れて、少しずつ岸に近づいた。雑木は今にも抜けかけて、ぐらぐらしている。ほんの一メートルぐらいの距離だったけど、ものすごい長い時間が過ぎ去った気がした。


    　そして、ようやく俺は水辺に生えているカヤのような草に手が届いた。密生してる草を束にまとめて、ぎゅっと握った。束になってるぶん、強度があった。草をつかむために雑木の枝を持ってるほうの手にぐっと力を入れたので、今までこらえていた雑木がついに引っこ抜けて、川下へ流れていった。


    　雑木が抜けて体を支えるものが無くなった勢いで、俺たちの体はぐいっと下流へ引っぱられる。草の束を握ってた俺の手が、一センチほどすべった。鋭い葉のへりが、俺の手の平を切り裂いた。


    「つっ……！」


    　手のひらに血がにじんだ。痛い、だけどここで手を離すわけにはいかない。俺はいっそう強く草の束をにぎった。もう片方の手も、岸に届いた。両手で草の束をつかんで、俺は腕の力で自分たちの体を岸に引きよせた。


    　そして、川辺に生えている草をつかんでよじのぼるようにしながら、俺は自分と、俺の背中にカメの子みたいに乗っかる形でしがみついてる凛りん世ぜの体を岸へ持ちあげた。


    「……っふはーっ！」


    　腰まで水から上がったとき、俺はようやく、自分の体がしっかりと重力に抱かれて地面にくっついたのを実感した。荒れ狂う川はまだ俺の足をなぶって連れていこうとしていたけど、俺はその魔の手から逃げるように急いで足をすっこめた。


    　それから俺は、俺のわき腹のあたりにしがみついていた凛世を振りかえった。


    「凛世っ、大丈夫か？」


    　俺は凛世に声をかけた。ところが……凛世は俺の背中に顔を埋うずめたまま、答えない。


    「りっ……凛世っ？」


    　俺はあわてて体を返し、凛世を草の上に寝かせた。凛世の顔は真っ青で、心臓は動いていたけど息は止まっていた。疲れきった状態で何度も水を飲んで、息がつまってしまったのは明らかだった。指先がわずかに痙けい攣れんしていたから、息がつまったあと、わずかに残った酸素と力とで必死に俺にしがみついていたんだろう。


    「どっ……どうしよう！」


    　俺は焦あせった。ケータイは俺は持ってない、凛世が持ってたとしてもこの雨か水に落ちたせいかで使えなくなってるはず。助けを呼ぶにしても広い高級住宅街で声は届かない、一軒一軒回ってる猶ゆう予よもない。


    　そのとき俺は、学校のプールで見た小こ麦むぎの「人工呼吸」を思いだした。あれは大いに下心のある人工呼吸だったとはいえ、それでもとちゅうまでは妹もツッコミを入れなかったところを見ると、正しい方法だったはずだ。


    「た、たしか……えっと、顔を横に向けて水を吐かせて……」


    　小麦がやっていたようにすると、凛世の口からトロトロと泥水が流れだしてきた。泥水が止まってから、俺は凛世のあごを上げる。


    「気道を確保して、息を……」


    　凛りん世ぜの青ざめたくちびるに、俺は顔を寄せた。間近に見ると凛世は、妹とはタイプは違うけれども世間一般の基準から言えばかなりの美少女で……そのうえ濡ぬれた服ごしにブラジャーのラインが透けて見えて、こんなときだっていうのに俺は頭がカーッとしてしまい、自己嫌悪におちいった。


    「あっ……そ、そうだ、忘れてた。シールドマスク……！」


    　ズボンのポケットの中に、ぐしょぐしょに濡れたハンカチが入っていた。これでも無いよりましだろう。俺はハンカチをぎゅっとしぼって凛世の口の上にかぶせた。息を吹きこむときに鼻をつままないといけないので、鼻から上にはかぶせなかった。


    　そして俺は、ハンカチごしに凛世のくちびるにくちびるを重ねた。ハンカチごしとはいえ、女の子のくちびるにくちびるで触れるというのは、やっぱり緊張した。俺のくちびるはなんだかいつもガサガサしてるんだけど、凛世のくちびるはマシュマロみたいにやわらかくて、俺はびっくりした。女の子のくちびるって、こんなにやわらかいのか……心臓がドキンとした。


    　でも、同時にその冷たさに、俺の心臓はもう一度ドキンとした。濡れたハンカチの冷たさかもしれないけど、でもハンカチごしにたしかに、凛世の冷え切ったくちびるの温度が伝わってきたんだ。


    （ぼんやりしてられない、早く人工呼吸しなくちゃ……！）


    　俺は焦あせりながら、凛世のくちびるにふー、と息を吹きこんだ。そして少し口を離し、凛世の胸のほうを見ると、ゆっくりと下がっていった。


    「やった！　成功だ！」


    　思わず声を出してガッツポーズしてしまった。


    　よしもう一度、と俺が凛世の顔の上に覆おおいかぶさった瞬間、凛世の目がぱちっと開いた。息がつまって酸素不足で意識が朦もう朧ろうとしていただけで、心臓は動いていたから、ふたたび酸素が体の中に入ってきて意識が戻ったんだろう。


    「わっ……いっ、いや違うんだこれはっ、違うんだー！」


    　俺は思いっきりうろたえて、思わず言い訳三ざん昧まいモードに入りかけた。でも凛世は俺の言葉なんて聞いてる余裕は無かった。まだ気管に水が残ってたのか、


    「ゴホゴホッ！　ゲホゴホゲホッ！」


    　と泥水を吹きあげて、あわてて四つんばいになると、しばらく咳せきと泥水を吐きつづけていた。


    「だ、大丈夫か？」


    　俺は凛世の背中をさすってやる。凛世はしばらくして、


    「はーっ……」


    　と、苦しげに息をつきながら顔を上げた。それから何度か、大きく深呼吸した。


    「大丈夫か？」


    　俺は凛りん世ぜの背中をさすりながら、もう一度聞いた。凛世は俺に顔を向けた。鼻も目も真っ赤かで涙がぼろぼろこぼれている。俺もハラ痛いたとかで吐いたときにそんなふうになるから、どれぐらい苦しかったのかよくわかった。


    　凛世は答えるかわりに、背中をさすっていた俺の手を乱暴に払いのけた。まだ怒ってる……俺はあわてて、ハンカチを指さしながら凛世に見せた。


    「あっ、か、かんちがいするなよっ？　大丈夫だからっ、ちゃんとシールドマスクはしたから！」


    「どうしてそんなに、わたしなんかに気をつかってくれるのよ……」


    　凛世は低い声でつぶやいた。怒ってるのか……と思ったら、泣いていた。凛世は、ハンカチを持っている俺の手が草で切れて血まみれになってるのを見て、俺をにらんだ。


    「どうして助けたのよっ……わたしを見捨てて逃げちゃえば、もうつきまとわれたり拉ら致ちされたりせずにすんだじゃない。厄介払いできたじゃない！」


    「いや、見捨てるとかふつうあの状態で考えるか？」


    「ふつうあの状態だから見捨てるわよ、バカじゃないのっ？」


    「ふつう見捨てないって！　まして妹の友達なのに見捨てるわけないだろ？」


    「どうしてそんなことが言えるのよ！」


    　凛世は涙ぐみながら叫んだ。


    「わたし、嫌いやなことばかりしてたのに……どうしてわたしなんかと今日きよう子こを仲直りさせるために、そんなに必死にがんばるのよ」
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    「どうして、って……」


    　そんなこと聞かれても困る。


    「そ、それより、おまえが最初に俺を助けたんじゃないか。おまえこそ、俺をどうして助けたんだよ。助けるのが危ないってわかってたのに、助けたんだろ？」


    「最初は見捨てる気だったわよ。だって……兄貴さんは今日きよう子こが好きな人だから。正直、いなくなっちゃえばいいって思ってたわよ」


    　あ、やっぱり殺意を抱かれてたんだ。予想はしてたけど、はっきり言われると恐怖があとからじわじわ来るなー。


    「だけど……兄貴さんは今日子が好きな人だから。だから今日子が悲しむ顔がちらついて、悔しいけどやっぱり助けなくっちゃって思って……でも助けてるあいだやっぱり悔しくて、それにわたしもいっしょに流されかけて予想よりずっと危ない状況で、助けにくるんじゃなかったって思いっきり後悔してた……」


    　凛りん世ぜは、ぼろぼろと流れる涙を何度もぬぐった。


    「だから……迷いもせずにわたしなんかのことを助けてくれた兄貴さんにくらべて、今日子との友情も駆け引きばかりのわたしなんかがかなうはずなかったんだって……」


    「べ、別に駆け引きなんかじゃないだろ？　友情でも愛情でも、今日子のことを好きだって気持ちには変わりないだろ？」


    「今日子を手に入れるためなら何でもしようと思ってた、そんなの友情じゃない。兄貴さんに何かあったら今日子がどんなに悲しむかなんて考えずに、自分のことしか考えてなかった。このままじゃぜったい、わたしいつか今日子のことを傷つけてしまう」


    　凛世は涙ぐみながら、くるっと俺に背中を向けた。


    「今日子のために、わたしはもう今日子のそばにいないほうがいいのよ」


    　凛世はそう言ってとぼとぼと歩きだした。


    「ちょっ……」


    　引きとめようとして数歩追いかけたら、俺が凛世の肩をつかむまえに凛世が振りかえった。凛世は泣いていたけど、その顔にはひどくあきらめの色の濃い、幽霊のように生気のない絶望に満ちた表情がはりついていた。


    「心配しなくていいわよ、兄貴さん。もう今日子のことはあきらめるから……だから、兄貴さんにからむことももう無いから……もう二度とっ……」


    　凛世の声が、涙につまる。


    「だ、だから……安心してよねっ……！」


    　それ以上ここにいることが辛つらそうに、凛世はその捨てゼリフだけを残して走り去っていった。


    「お、おい！　ちょっと待てよ！」


    　俺が凛りん世ぜを呼びとめたのは、そんなことを心配してたわけじゃない。そりゃたしかに、凛世が妹をあきらめたうえ、妹のそばにいるのも辛いから距離を置いて、俺にもからまなくなってくれれば、俺にとっては平へい穏おんな毎日が戻ってくる。それは、ほんとに待ち望んだ日々だった。


    　だけど、凛世を心配して寂しそうだった妹の顔が俺の頭から離れない。凛世だって、暴走して俺に攻撃をしかけてるうちはイカれた奴だと思ってたけど、ほんとは妹のことを自分のことよりも大事に考えてる。だからこそ身を引こうとしてるわけで……。


    　凛世の涙と、妹の寂しげな横顔。はからずも俺を取りかこむ（といっても何となく俺の頭ごしに二人の関係が構築されているアウェー感を感じないこともないんだけど）二人の少女の辛つらい思いが、俺の心をひどく痛ませた。おせっかいかもしれないけど、だけども。


    （やっぱり、このまま放っておけないよな……）


    　雨の中へ消えていった凛世のゆくえを目で追いながら、冷たい雨に打たれつつ、俺はそう思った。
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    　家に帰ってから、俺は考えた。


    　妹と凛りん世ぜをもとどおりの親友同士に戻してやりたい。二人の関係に俺がわりこむのはおせっかいかもしれないけど、妹のことも凛世のことも、放っておけないじゃないか。


    （だけど……どうすればいい？）


    　俺はベッドでごろごろしながら考えていた。


    　妹の部屋は俺の隣だけど、まだラジオの音が聞こえてる。薄い壁ごしに、深夜のＤＪが若わこ人うどの悩み相談に答えてるらしき声が、ぼそぼそと聞こえてくる。時間はもう二時を回ってる……妹も眠れないんだろう。


    （どうにかしてやらないとなあ。考えろ、俺）


    　人気者の妹とちがって俺は友達が少ない。知り合いじゃなくて友達って呼べるレベルなのは、比ひ叡えいと高たか野のだけだ。だけど二人とも仏様みたいに穏やかな性格だから、仲たがいしたことなんて……。


    （いや、あるぞ。るかにゃんとみーなちんに誘惑されたときだ！）


    　二人が俺から離れた。だけど、二人は戻ってきた。たった一言、言葉をかわすだけで、何もかももとどおりになった……それは、友達だからだ。


    （でも凛世は電話に出ないし、どうやって妹と話をさせるかが問題だよな……）


    　なかなかいい考えが浮かばない。俺は何度も何度も寝返りを打ったけど、やっぱり考えがまとまらない。テレビの音がうるさい……そういえば、ずっとつけっぱなしだった。深夜らしいベタなローカルＣＭ独特のテンションの高さが、耳についたみたいだ。


    　テレビのほうに目を向けると、いかにも深夜のローカルＣＭっぽい、変色したような遊園地の写真の静止画と「わんぱくパーク」という素人っぽくひなびたレタリング文字が、紙芝居のように画面にはりついていた。


    『よい子のみんな、わんぱくパークでいっぱい遊ぼっ！　世界の粘菌展、開催中だよっ！』


    　いかにも遊園地のお姉さんがタダ働きで言わされているような、棒読みのセリフの異様なテンションの高さが俺の耳にこびりついた。


    　……っていうか。今「世界の粘菌展」っていった？


    「粘菌って……客呼べるぐらい流は行やってるのか？」


    　俺は小こ麦むぎの顔を思いだした。変な流行はやりってときどきあるよな、とかぼんやり考えながら、とりあえずテンションの高い声と、ＣＭのときだけでかくなる音量があまりにもうるさかったから、テレビを消そうと思ってリモコンを探した。探してるうちに、


    『よい子のみんな、わんぱくパークでいっぱい遊ぼっ！　世界の粘菌展、開催中だよっ！』


    　二回目かよ！　深夜のＣＭって流すものが少ないのか、けっこう無限ループだよな。


    　……ん？　待てよ、世界の粘菌展？


    　粘菌から連想された、俺の脳裏に浮かんだ小麦は、ピンクのナース服姿だった。いや別に俺がコスプレ好きだとか、そういうわけじゃないぞ。そこからさらに連想がつながるんだ……「将を射んとすればまず馬を射よ」っていう小こ麦むぎのセリフが。


    「これだっ！」


    　俺は、力いっぱい跳はね起きた。


    



    　次の朝、妹はうかない顔で朝食を食べていた。凛りん世ぜのことが心配でしかたがないらしい。


    　俺は半熟のハムエッグをトーストではさみながら、妹に声をかけた。


    「あのさ、今日きよう子こ。今度の土曜、いっしょに出かけないか？」


    「えっ？」


    　今日子のハムエッグはかた焼きだ。しっかり火のとおった黄身をフォークで刺して口へ運ぼうとしているところだったけど、よっぽどびっくりしたのか、フォークからぽろんと黄身が落っこちた。


    「ど、どういう風の吹きまわし？　いつもあたしが誘っても、兄あにっちいっつもイヤイヤついてくるのに」


    「あー……えーと、その」


    　たしかに俺はいつも妹のお誘いに対して無愛想だった。急にこれじゃ怪しまれるかな、とドキドキしながら、俺は必死に脳をフル回転させる。


    「あっ、そ、そうそう。比ひ叡えいと高たか野のにチケットもらったんだ、使わないともったいないから」


    「チケットって……映画？」


    「いやまあ、当日まで秘密のサプライズのほうがおもしろいだろ？」


    　無理があるかな……と俺はひやひやしてたけど、妹はちょっと考えてから、うれしそうにほっぺたを紅潮させてにっこり笑った。


    「……うん、面白そう。サプライズって、あたし大好きだよ！」


    「そ、そうか、よかった」


    「凛世のことで落ちこんでるとこだったから、外出でパアッと気晴らしするってふうにも考えられなかったんだよね。兄っちのほうから誘ってくれてうれしいよ」


    「ほんと、あっくんにしては気が利いてるじゃない」


    　お袋が、トーストにバターを塗りながら言った。だから、あっくんはやめろってば。


    　まず妹はＯＫってことで。そして次は……いよいよ「将を射んとすれば」作戦、本番だ。


    



    　俺はチケットショップで、わくわくパークのチケットを二枚買った。チケットの有効期限はいろいろあったけど、その中でも一番有効期限が近くて安くなってたのを買った。それは今月いっぱい……「６月30日まで有効」と書かれている。６月30日というと、今週の土曜日だ。


    「よし、完かん璧ぺき」


    　俺はチケットショップの壁にかかっていたカレンダーで曜日を確認して、うなずいてから、チケットを封筒にしまった。


    　こうして準備をととのえた俺は、保健室に向かった。


    　ちょうどだれもいなくて、保健の先生が一人で、綿球をびんに入れてオキシドールにひたす作業をしていた。白衣のすそから黒いストッキングに包まれた長い脚がのぞいて、脚の長さを誇示するかのように組まれている。修行の足りない俺は、ちょっとドキドキしてしまいながら、先生に言った。


    「あ、あの、先生……」


    「あら、日向ひゆうがくん。どこかケガしたの、それとも腹痛？」


    「い、いえ。このチケット、新聞屋さんにもらったんですけど」


    　と、俺は先生にわくわくパークのチケットを見せた。チケットには、粘菌展などについて書かれたチラシをちゃんとつけてある。


    「へえ、わくわくパーク。子供のころよく行ったけど、高校生が行くには乗り物がショボめのところね」


    「そうなんです、だから俺も行く気がなくて、チケットがもったいないなって」


    　俺はドクターキャビネットの中に並んでいる粘菌のシャーレを指さした。


    「それで保健委員に粘菌が好きな子がいるって聞いたんで……そこにも粘菌がいるみたいだし」


    　ああ、と先生は納得したようにうなずいた。


    「一年の草くさ野のさんね」


    「いや、だれかは知らないんですけど、噂うわさを聞いただけで」


    　俺は白々しくごまかす。先生はほほえんで、チケットを受け取った。


    「そうね、彼女なら喜ぶかも。じゃあ、わたしから渡しておこうかしら？」


    「そうしてください。あっそうそう、有効期限がもうほとんど残ってないから注意してくださいって、くれぐれも言っといてください。」


    「あらほんと、土曜までなのね。じゃあ、この土曜に行くしかないってことね」


    　そのとおり。それを予想して、俺は土曜日までにしたんだ。日曜までにしたら、小こ麦むぎが土曜に行くか日曜に行くかわからないからだ。


    「そうなります。ちょっと忙しいけど……」


    「大丈夫よ、あの粘菌マニアの草野さんなら絶対に行くって言うわ」


    　うん、俺も実はそれを期待して、先生に託すことにしたんです。


    「二枚あるから、友達でも誘うといいですよね」


    「喜ぶと思うわ。あとで日向くんのところにお礼を言うように……」


    「あっ！　いっ、いや、いいんです！」


    　俺は必死に両手を顔の前で横に振った。そんなことされたら、俺のたくらみがバレてしまう。


    「俺からとか上級生の男子からとか、そういうこといっさい全然まったく言わないでください！　気があると思われたら困るしっ！　もったいないからあげるだけなんだしっ！　そもそもその草くさ野のさんとかいう生徒、知らないし！」


    　いやほんとは知ってるんだけど。先生は、チケットを手にうーんと考えた。


    「それもそうねえ。かんちがいしやすいお年ごろだし、とくに草野さんはかわいくて男子にも人気があるから……草野さん目当てに保健室に来る男子、多いのよね。かんちがいされて『お断りします』とか言われても、日向ひゆうがくんも困るわよね」


    　そうなんだ、男子に人気あるんだあいつ。本性さえ知らなければ、ちっこくてフワフワかわいいから、ちょっとわかるけど。


    「わかったわ、じゃあこのチケットはわたしのほうからって言って渡しておくわ」


    「そうしていただけると助かります、お願いします」


    　俺は深々と頭を下げた。


    　これでエサはまいた。あとはうまく引っかかってくれるかどうか……だが。


    



    　その晩、夕食中に電話がかかってきた。


    「きょーちゃん、草野さんって人からよ」


    　ダイニングキッチンの壁にかけてあった子機を取った母親が、妹にそれを渡した。ハムサラダを食べてる最中だった妹が、あわててそれを水で流しこんだ。


    「も、もしもし？　小こ麦むぎちゃん？」


    　俺はずるずるとミートスパを食べていたが、ぴたりと手を止めた。電話の声がよく聞こえるように音を立てないようにして、じいっと耳をダンボにする。


    「わんぱくパーク？　ってどこ？　へえ、保健の先生が……。粘菌？　ううん興味ないけど……」


    　来た！　やっぱりチケットを二枚もらって、誘う相手を探してる。


    「土曜？　ごめん、その日は兄あにっちと約束があるんだ」


    　どうせ俺たちもわんぱくパークに行くんだけどな。この誘いがうちにくることを想定して、あえて行き先を妹に伝えてなかったんだ。あとは、あとひと押し……。


    「うん、ごめん……あっ、ちょっと待って！　誘うなら、凛りん世ぜを誘ってみてほしいんだけど」


    　来た来た来たー！　魚釣りで言うなら、アタリまくって浮きがピョコピョコ躍おどってるレベルだ。


    「うんそう、ずっと休んでて心配でしょ？　……えっ、休んでるの気づいてなかった？」


    　薄情だな、小麦！　まあクラスも部活もちがうし、妹から俺を引きはなすために急きゆう遽きよ手を組んだみたいな感じだから、もともと淡白なつきあいだったんだろうけど。


    「うん、休んでるの。電話つながらないんだけど、よかったら小こ麦むぎから連絡取ってみてくれる？　……えっ、家近いんだ？　直接ようすを見に行ってくれるの？」


    　おっ。妹への点数稼ぎだろうけど、がんばるな小麦。


    「うん、うん！　ありがと、すっごく感謝！　うんっ、じゃあそのお店、来週いっしょに行こうね！　じゃ！」


    　おお、小麦のやつ、妹に恩を売ってちゃっかりデートの約束を取りつけたようだ。妹は機嫌よさそうに、子機を壁に引っかけた。


    「どうしたの、きょーちゃん。何かうれしいお知らせ？」


    　ニコニコしてる妹に、お袋がたずねた。俺はまったく興味のないフリをして、ミートスパをふたたびズルズル食べはじめた。


    　今のところ、全ては計画どおりだ。あとは土曜日……決戦の日！


    



    　梅雨の最中で一番気になってたのは天気だったけど、俺の執念が通じたのか、その日はよく晴れた。


    　俺は妹を連れて、わくわくパークへ行った。電車を乗りついで一時間半……うちからはけっこう離れたところにある遊園地だ。


    　妹の私服は白っぽいフリルのノースリーブの上着に、同じ生地のショートパンツ、コルクのサンダル、ひまわりの花がついた麦わら帽子と、おそろいのひまわりつきバスケット。まだ梅雨なのに、夏っぽい。バスケットの中には、朝から妹が異様にはりきって作ってきたサンドイッチが入ってるらしい。


    　俺はいつものＴシャツにジーンズだったから、おしゃれしてる妹の隣でなんかくすんでしまう。っていうか妹、ほんとにかわいいみたいだ。制服のとき以上に、電車の中で注目されまくっていた。


    　男が「ちょっ見てあの娘こかわいくね？」って言うのはある意味、一定レベル以上の女の子ならだれにでも言うことばだけど、女が「ちょっ見てあの娘すごいかわいい！」と、あこがれとも羨せん望ぼうとも敗北とも嫉しつ妬とともとれる視線を向けるっていうのはかなりのレベルでないと不可能な芸当だ。なぜなら女が女を見るときは、ちょっとでもダメなところがあると、「あーでも足が太いのが惜しいよねー」とか「目いじってるんじゃない？」とか、速攻であら探ししてマイナス評価を出してくるからだ。


    　言ってみれば、そういうあら探し大得意な女どもをして「かわいい」以降の二の句を継がせないというのは、妹のかわいさが圧勝してるってことで、野球でたとえれば完封勝ちレベルのかわいさだってことだ。


    　そんなにかわいいのか……？　俺は妹のほうをちらっと見た。視線に気づいたのか、妹が「何？」みたいな目でちらっと視線を返してくる。俺はあわてて、妹じゃなくて後ろの吊つり広告を見てるフリをしてごまかした。


    （なっ……なんで妹と遊園地に行くぐらいで、緊張してんだよ俺は！）


    　顔が赤くなってきそうだったので、俺はそのまま広告をながめてるフリをしながら首を回して、妹と反対のほうに視線をうつした。


    「兄あにっち、なにキョロキョロしてんの？」


    　不審そうに妹が聞いてきた。おまえのせいだっつーの！


    



    　そうこうしながら、俺たちは電車からバスを乗りついで、「わくわくパーク前」という停留所で降りた。


    「うわー、サプライズってわくわくパークだったんだ！」


    　遊園地のゲートをくぐりながら、妹がびっくりして叫んだ。


    「このあいだ小こ麦むぎが電話してきたのも、ここに誘われたんだよ！　偶然だなー」


    　いや偶然じゃない。全ては必然なのだよ、妹よ。でも俺は、徹底的にしらばっくれた。


    「へー。俺はただ来たことないからと思って選んだだけなんだけどな、女子高生が好きなオシャレスポットとかもわからないし」


    「オシャレスポットとかあたしも興味無いよ、なんかカッコつけた女の子ばっかで疲れちゃう。お日様の下で思いっきり体動かせるほうが楽しいよ。それにこういうとこのラーメンっておいしくないんだけど、それが逆になつかしい感じでおいしいんだよねー」


    「ほんとにおまえはラーメン好きだな」


    「好きなのはラーメンだけじゃないけどね」


    　しれっと妹がつぶやいた。


    「えっ、今何か言ったか？」


    「ううんっ、別に？　兄っち、連れてきてくれてありがと☆」


    　妹がいやに明るいのは、凛りん世ぜへの心配を今だけは忘れていたいと思ってるみたいに見えた。だから俺は、計画どおり小麦が凛世を誘ってくれてることを祈っていた。凛世も、同じ百ゆ合り仲間の小麦相手なら気を許して出てくるかなと……。


    「あーっ、あったあったぁ！　あそこですよぉっ、粘菌展！」


    　聞き覚えのある甘ったれた声が遠くから聞こえた。小麦だっ！


    　俺は祈るような気持ちでそっちを見た。超ブリッコっぽいフリフリワンピ姿の小麦が、「世界の粘菌展」という看板が出たプレハブの前でぴょんぴょこ跳はねている。その隣で、まったく興味なさそうな顔で腕組みをしている、キャミソールにスパッツ姿の女子に俺は目をこらした。


    　……凛世だ！


    　俺が気づいた瞬間、妹もそれに気づいた。


    「あーっ！　凛世、小麦っ！」


    　大声で叫んで、手を振りながら駆け寄った。小こ麦むぎは「あっ」と言って、こっちを見た。


    「きゃぁぁ、キョコたん！　キョコたんもついに粘菌の魅力に目覚めたんですねぇ！」


    「あ、いや。決して粘菌目当てじゃないんだけど」


    　小麦にからみつかれて、妹は困っている。そして凛りん世ぜも妹のほうを見て「どうしよう」みたいな目をしていた。今にも逃げ出しそうな雰囲気だったから俺はドキドキしてたんだけど、


    「凛世、元気になってたんだね。よかった♪」


    　にっこり、と喜き色しよく満まん面めんの妹の笑顔。くったくのないその笑顔を見て、凛世は一瞬、焦あせったように俺のほうを見た。ほんとに俺が妹に何も言ってないってことをその笑顔で安心しつつも、とまどったみたいだった。


    　お膳ぜん立だては全部すんだわけで、あとは友達どうしなんだから、話してるうちに解決するだろう。


    「友達が来てたんだな。じゃあ俺はおじゃまだから、アイスでも食くってくるよ」


    　そう言って俺はこの場から消えようとした……けど、


    「ちょ、ちょっと待って！」


    　意外にも、俺を引きとめたのは凛世だった。去ろうとした俺の腕を、ものすごい力で引っぱっている。小麦が「よけいなことを～」という目でこっちを見ていた。


    「兄あに貴きさんも、いっしょに行こうよ！　気晴らしのつもりで小麦についてきたら、まさか今日きよう子こに鉢はち合あわせするなんて想定外よ！」

  


  [image: ]


  
    「俺なんかいても、じゃまだろ」


    「だってまだ心の準備がついてないし！　四人いれば二[image: ]二で分けられるから、今日子と話さなくても目立たないし！」


    　凛りん世ぜはそうささやきながら、必死に俺を引っぱり戻した。


    



    　で、どうなったのかっていうと……小こ麦むぎが妹にべったりくっついていたから、俺は凛世とセットになってしまった。


    「キョコたんと遊園地♪　たのしーですぅ♪　絶叫マシン乗りましょ絶叫マシン♪」


    　小麦はのーてんきだ。妹は凛世のことがちょっと気になりながらも、小麦があんまりにもひっついてるので、とまどっていた。


    　そして二人のあとから、俺と凛世がぎこちない表情でくっついていく。というか、俺のほうがずっとぎこちなかったかもしれない。この平均以上にかわいい三人に囲まれて、俺一人明らかに浮いていた。


    　通りすがるほかの客たちが、信じられないように二度見してくる。


    「なんでっ？　なんであんなかわいい女の子たちが、あんなつまんない奴一人にくっついてきてるんだっ？」


    「ダブルデートじゃなくて、ハーレムデートかっ？　いつから日本は一夫多妻制になったんだ！」


    「ちくしょう一人分けろっ、ああいう奴のせいで嫁不足が起きるんだ！　非国民め！」


    「しかも三さん股またかけてるのに女の子どうしが仲いいとか、何だそのご都合主義な設定は！　謝れ、二股かけて修しゆ羅ら場ばを見た俺に謝れ！」


    　すごい恨みのオーラがビンビン伝わってくる。勝手な想像でものを言うなって言いたい、客観的にはハーレムデートかもしれないけど、ハーレムの中心は妹であって、俺はそれにひっついてる金魚のウンチ以下の存在なんですから。


    　誤解とはいえ、羨せん望ぼうの視線がちょっと痛気持ちよかったのも事実ではあるけど……。


    「なんか俺が交じってると、ジロジロ見られるみたいだな」


    　俺は、凛世に声をかけた。


    「やっぱり俺はいないほうがいいんじゃないかな。おまえだって俺なんかといっしょに歩くぐらいなら、妹としゃべったほうがずっと気楽だろ」


    　そう凛世にささやくと、凛世はすねたような顔で俺をにらんだ。


    「気持ちの整理がついてないって言ったでしょ！　今日子の顔をまともに見られないのに、しゃべるなんて絶対無理だってわかんないの？」


    　ほんとに凛世はがんこだ。やれやれ、二人はもともと友達なんだから会わせれば何とかなる、なんて甘かったかな……と、俺は凛りん世ぜをつつむ重苦しい空気にため息をついた。唯ゆい一いつ二人のあいだをつなぐことができそうな小こ麦むぎはというと、


    「キョコたん、コーヒーカップ乗りましょコーヒーカップぅ！」


    「えっ……絶叫マシンに乗るんじゃなかった？」


    「コーヒーカップは遊園地で最強の絶叫マシンですよぉ！　小麦といっしょに乗った人はかならず『真ん中の銀色のクルクルを回すのはもうやめてくれーっ！』って絶叫するんですからぁ」


    　と、妹とのデート気分満開で、二人の仲を取り持つ気なんてさらさら無いし。っていうかあの銀色のクルクルは回すな、子供か！　子供がたまに回しすぎて、遠心力でえらいことになってるぞ。


    　しかし乗り物……となると、四人いっぺんだと凛世が拒否しそうだし、二[image: ]二で凛世とふたりでコーヒーカップに乗るとかそれはどういう罰ゲームかと思う。迷ってるとき、後ろからだれかが俺の背中にドスンとぶつかった。


    「あっ、ごめんなさい」


    　反射的に謝ってから、相手の顔を見た。


    　男三人組……高校生って感じじゃない。大学生か？　それもラグビーでもしてそうな体格だ。瞬間的に、俺の本能が「やばい！」と叫んだ。敵意むき出しの目で、俺をにらんでいる。


    「いってーなー。人にぶつかってきてんじゃねーよ、コラ！」


    　いきなり怒りＭＡＸで、そいつらは俺の肩をどついてきた。な、なんでちょっとぶつかったぐらいでこんなに怒ってるんだ？


    「今の、ぶつかったのは相手のほうだと思うんだけど」


    　妹がつぶやく。小麦が静かな目で言った。


    「小麦たち、見ちゃったんですぅ」


    「何を？」


    「遊園地の入り口を探してるとき、そこでこの人たち女の人たちと待ちあわせしてたんですぅ。まー顔面偏差値三十八ぐらいの女の人たちだったんですけどぉ、出会い系か何かで待ちあわせたっぽくって、顔を合わせるなりその女の人たちが『これは無いわ』とか言いながら去っていったんですぅ。顔面偏差値三十八ていどにもかかわらずぅ」


    　小麦、おまえさりげに言ってることがひどいぞ。でも、それでわかった。せっかくの土曜日に男三人で遊園地に来てるうえに、ものっすごい機嫌が悪い理由が。要するにこの三人は、八つ当たりの相手が欲しかったんだ。そして目の前に、外見だけは美少女な女の子を三人も連れた平凡でだっさい俺がいたんだから、ムカつくなってほうが無理な話だ。けど。


    「あいたたた！」


    　三人は俺の背中を蹴け飛とばして、地面に倒した。妹が、三人組に抗議した。


    「ちょっと、何するんですか！　謝ったじゃないですか！」


    　バカやめろっ、こんな乱暴な奴らに関わったらおまえまでケガするぞ！　逃げとけよ！


    　男の中で一番イケメンふうにしてる奴（あくまでもイケメン「ふう」なのがポイント。自信ありそうだけど、土台はそうでもない）が、妹の肩になれなれしく腕を回して言った。


    「そんなことより俺たちと遊ぼーぜ。オシャレなステーキハウス知ってるんだけど」


    「あたし、オシャレなステーキなんかよりラーメンが好きなんだけど」


    　妹が、男の手をあっさりと振りはらった。断られて、男がムカッとする。


    「ふん、せっかくかわいい顔してるのにメシの趣味も男の趣味も悪いんだな」


    「そんなら、もっとこいつの情けないところを見せて幻滅させてやるぜ。女は強い男が好きなんだからな！」


    　ムカついた男たちは、倒れてる俺をいきなりよってたかって蹴けりはじめた。何だこれ、リンチ？


    「ちょっと、やめなさいってば！」


    　やめろ、妹！　こんな奴らとからんだら、妹たち三人がどんな目に遭わされるかわからない……最悪、こいつらに無理やりさらわれて強制デートとかもあり得るコースだ。


    「三人とも、逃げろ！」


    　俺は蹴られながら叫んだ。小麦が、おろおろしながら二つ折りのケータイを開いて、妹と凛りん世ぜに言った。


    「あ、あのぉ、警察呼んだほうがいいですよねぇ？」


    「呼ばないで」


    　凛世が、スッと手を出して小麦のケータイを閉じた。こ、こいつ、まさかやっぱり俺がじゃまでここで俺を亡き者にするつもりかっ？


    「で、でもぉ……」


    　小麦は迷ってる。ところが、妹まで小麦のケータイを押しもどすようにして、電話をかけるなという意い思し表ひよう示じをした。


    「いいんだよ、呼ばないで。警察が来たら逮たい捕ほされちゃうから」


    　み……見殺しにするつもりかっ、妹っ？


    「……あたしらがね」


    　えっ？


    　俺が目を見開いた瞬間、妹と凛世が光速の勢いで三人の男に飛びかかっていた。妹の頭から離れた麦わら帽子が地面に落ちた瞬間、妹の後ろ回し蹴りが一人のこめかみにもろに決まった。ほぼ同時に、凛世のひざ蹴りがもう一人のみぞおちに埋まっていた。え……えぐいっ、ピンポイントで急所を狙ねらってる！


    　二人は声も立てずに、ドオッと地面に倒れた。そのすきに、残った一人が後ろから妹を羽は交がいじめにした。


    「うっ！」


    「今日きよう子こ！」


    　凛りん世ぜが助けに行こうとしたが、妹はあわてず騒がず、いきなり後頭部を男の眉み間けんに叩たたきつけた。えぐい！　また急所狙ねらった！　っていうか、なんかこいつら特殊部隊並みにケンカ慣れしてない？


    「ぐぁっ……」


    　男の目がぐるんと上を向いた。眉間をやられて一瞬で意識が飛んだらしい。手を離された妹が着地すると同時に、飛んできた凛世が長身の男の体に駆けあがるようにしながら、そいつの頭を両手でつかみ、そいつの肩の上にひざ座りをして、勢いをつけて頭突きをかました。


    　ゴシャッ、とスイカを一メートルぐらいのところから落としたような鈍い破壊音がひびいた。男は完全に白目をむいて、その場に大の字になって倒れた。


    　三人の男が倒されるまで、一分もたってない。そういえばこいつらは水球部で、水球は水中の格闘技と呼ばれてることを、俺はあらためて思い知った。水の中でボールを奪いあう水球、たしかにこいつらは強いんだろうなあと思ったけど……なんか今のって、反則技ばっかりじゃないのか？


    「逃げるよっ、兄あにっち！」


    　ダメージで立てない俺を妹が右から、凛世が左から抱えて、猛スピードでその場を走り去った。小こ麦むぎも後から、あたふた追いかけてくる。


    「な、なんでおまえらこんなに逃走し慣れてんだっ？」


    「女子校だと、ときどき近くの男子校の奴にストーカーされてる子とかいて……」


    「目にあまるときはワンパンくれて退散させてたんだよね」


    　なるほど、過剰防衛で「自分たちが」逮捕されるのがわかってるから警察を呼ばなかったのか。こいつら、水球的な意味だけじゃなく、社会法規的にも反則上等なのかよ！


    　で、妹が女子校でモテモテだった理由のひとつはそれだったのか。顔がかわいくて性格がよくてちょっとボーイッシュなスポーツ部の花形が、白馬の王子様になって助けてくれるとか、思春期の女子は好きそうだもんなぁ～。


    「そ、そういえば小麦がはじめてキョコたんに出会ったのも、男子校の番長グループにからまれてたときでしたぁ」


    　俺を肩に背負っていても、妹と凛世の足はメチャクチャ速い。小麦は追いつくだけで必死になりながら、息をはずませつつ、そう言った。なるほど、それで小麦も妹のことを好きになったのか……って、妹！　今、番長グループとか言わなかったかっ？


    「おっ、おい！　あんまり無茶するなよ、いちおう女の子なんだからなっ？　いつかとんでもない仕返しでもされたらどうするんだっ？」


    「だいじょーぶ。凛世と二人なら負ける気しないもん」


    　妹はにっこり笑う。いやいやいや何その根拠の無い自信は！　お兄ちゃん心配だよ！


    「そうね。今日きよう子ことなら負ける気しないわね」


    　凛りん世ぜも笑った。


    　……あれ？


    　もしかして、俺の心配をよそに、今のバトル（という名の共同作業）で二人の距離が少し縮まった？


    　これは……そろそろ俺は必要ないかもしれないな……。


    



    　俺たちは逃げまくって、遊園地の反対側までやってきた。さすがに全員息が上がってたし、小麦はぜーはーぜーはー言って死にそうになっていた。


    「ちょっ……ちょっと休みませんかぁぁ？」


    「そうね、どこで……」


    　凛世がきょろきょろする。俺は目の前に、お化け屋敷を見つけた。


    「ここにしないか？　しばらく身を隠しといたほうがいいだろ？」


    「あっ、さすが兄あにっち！　ナイス考え！」


    　妹がポンと手を打った。


    　俺たちはチケットを買って、お化け屋敷の中に入った。入ったけどしばらくは、墓石の上に座って休んでいた。


    「ふー、やっと心臓のドキドキがおさまりましたぁ。お兄様は？」


    　小麦が胸を押さえながら深呼吸する。俺も蹴けりを入れられたダメージがだいぶおさまって、自力で歩けるぐらいに回復していた。


    「うん、大丈夫」


    「あたしは別の意味でドキドキしてるけどっ……元気出てきたんならもう行かない？」


    　妹が俺の腕にしがみつきながら、ビクビクしてまわりを見まわした。そういえば、小麦はゾンビ映画も粘菌萌もえの延長で平気で見ちゃう人だけど、妹は怖がりだったよなー、と俺は思いだした。


    　お化け屋敷といっても、機械仕掛けで人形が落ちてきたり、エアーがプシューッてするていどのものなんだけど、妹は遠くから「ウォ～ッ」とかいうお化けの咆ほう哮こうが聞こえるたびに、びくんとして俺にぎゅっとしがみついていた。こいつ、ケンカ上等のくせに、こんなショボいお化けが怖いのかよ？


    　妹がこんなに俺にくっついてたら、さぞ凛世は嫉しつ妬としてるんじゃないかと思って、そっちの意味では俺はドキドキしていた。だから、回復したらすぐに出発するのには大いに賛成だった。


    「よ、よし。じゃあ行こうか！」


    「兄っち、離れないでよ！　ぜーったい離れないでよ！」


    　妹が、俺の腕にぎゅうっとしがみついていた。


    「おっ、おい。あんまりくっつくなよ……」


    　うーん、困った……そろそろ俺は退散しようと思ってたんだけどな。


    　そのとき、別に空気を読んだわけじゃないだろうけど、というかむしろ「嫉しつ妬と！」と思ったか「チャンス！」と思ったかだろうけど、小こ麦むぎが妹の腕を引っぱった。


    「キョコたん、お兄にい様さまはまだ体がしんどいみたいですよぉ。小麦といっしょに行きましょぉ！　小麦はお化け屋敷、ぜーんぜん怖くないですからぁ」


    「えっ、ほんとに？　小麦って、見た目に似あわず勇気があるんだね」


    「キョコたんは小麦にくっついてくるといいですぅ、目をつぶってれば出口まで連れてってあげますよぉ」


    「それいいかも！　頼むね、小麦」


    　小麦の口先三寸能力はあいかわらずすごい。妹はコロッと小麦の言うがままに、小麦にくっついて目を閉じながら歩きだした。


    「ほら、キョコたん、こっちですよぉ」


    　小麦は妹を誘導するようなふりをして、体をあっちこちさわりまくってる。ほんとこいつは上級者だな。


    　俺と凛りん世ぜも、いっしょについていった。しばらく歩くと、真っ暗になった。手探りで歩かせて、その手探りの壁がモゾモゾと動くっていう仕掛けになっていた。


    「きゃ───っ！　壁がモゾモゾするー！」


    　妹の悲鳴が聞こえた。うっかり壁をさわってしまったらしい。


    「キョコたんっ、小麦から離れちゃだめですぅ！　きゃーこけたぁ！」


    　闇やみの中から、小麦のパニックボイスも聞こえてきた。


    「たくもー、二人とも何やってんのっ？　ほら、こっち！」


    　凛世の声も聞こえる。


    「わーん、凛世！　いたー！」


    「ちょっ、今日きよう子こ！　力いっぱい抱きつかないでよ、苦しいってば！」


    「りんりんっ、小麦のことも助けにきてくださいぃぃ！」


    　女三人寄れば姦かしましい……っていうけど、ほんとこいつらにぎやかだ。すっかりもとどおりって感じだし、これで俺は兄あにとしての義務を果たせた。


    　これ以上俺がいっしょにいるとじゃまになるだろう。俺はいつも妹といっしょに休日を過ごしてたけど（というか無理やり過ごさせられてたけど）、凛世にとってはあこがれてあこがれて一度もかなわなかった妹との休日なんだから、今日一日はたっぷりと満喫させてやろう……。


    　さいわい真っ暗くら闇やみで何も見えないことだし、俺はゆっくりと後ずさりしてその場から離れた。


    　少し戻ると、幽霊が出てくる井戸の後ろに緑色の非常口の明かりが見えた。火事があったときに逃げたり、そのほか怖くなって動けなくなった客を係員が誘導してとちゅうで逃がしてくれるのにも使われる非常口だった。


    



    　ドアを開けると、お化け屋敷の外に出た。せっかく遊園地にきたのに帰るのももったいないけど、ウロウロしてたらまた妹たちに出くわすかもしれないし……と思って、俺は帰ろうとした。


    　少し歩いたとき、後ろから「タタタッ」と軽快な足音が聞こえてきた。もしかしてさっきの大学生っぽい三人組かと思って、俺はギョッとして振りかえった。


    　振りかえった俺は、もっとギョッとした……走ってきたのは凛りん世ぜだったからだ。どうやら俺が出たのと同じ非常口から脱出してきたらしい。


    「りっ……凛世っ？　なんで出てきたんだっ？　妹と小こ麦むぎはっ？」


    「もちろん、まだお化け屋敷の中。あの真っ暗な通路を出たら踊るガイコツだらけのところに出るんだけど、そこで今日きよう子こが小麦にしがみついて動けなくなってるから、しばらく二人は出てこられないわ」


    「置いてきたのか？」


    「兄貴さんもわたしたちを置いてったでしょ。どこに行くつもりだったの？」


    「いや、別にその……」


    「帰ろうとしてたんじゃないの？」


    　凛世の目が鋭くて、俺はドキッとした。


    「んっ……い、いやまあ、その……」


    「ここでわたしたちが会ったのって偶然じゃないわよね？　兄貴さんが仕組んだんでしょ？」


    「えっ？　な、何のことやら？」


    　俺は必死にとぼけようとするが、凛世ににらまれて緊張してしまい、声がひっくり返ってしまった。一オクターブ高い声が出てしまって、明らかに怪しい。


    「今日子や小麦はだませても、わたしはだませないわよ。わたしが今日子といっしょに休日を過ごしたことがないって言ったから？　それとも単に今日子とわたしを会わせるため？」


    「そ、それはその……」


    　凛世視点からすると俺は「恋こい敵がたき」にあたる。その恋敵の俺に同情されることを、凛世は何よりも嫌ってることを知ってるだけに、俺はしどろもどろになってしまった。せっかくいい雰囲気になったと思ったのに、また凛世を激怒させてしまうのかと思ってあうあうしていたけど、そんな俺を見て、凛世がふっとほほえんだ。


    「違うわよ、兄貴さん。わたしが追いかけてきたのは、ありがとうって言いたかったからなの」


    「えっ」


    　今までの凛世からは考えられないぐらい素直な態度に、俺はかえってとまどってしまった。っていうか、むしろ焦あせった。いつもきっつい凛りん世ぜが、こんなふんわりした優しげな表情を浮かべるなんて……しかも、それが案外かわいいなんて。


    「あっ、いやっ、何だそのっ」


    　しまった、思わずうろたえてまた声がさらに一オクターブ跳ねあがった。


    　なんで凛世なんかにうろたえてるんだ、俺は……。相手はガチ百ゆ合りで、妹のことが死ぬほど好きで、俺をふくめ男のことなんてそのへんの石ころ以下だと思ってるような奴なんだぞ？　俺のことなんか何とも思ってないに決まってるのに、なんでこんなに意識してるんだ俺は、バカか？


    「べっ、別におまえのためとかじゃなくてっ……。た、単に兄としてだな、俺は妹に親友を取りもどしてやりたかっただけでっ……」


    　ついつい気持ちが逃げて、俺は必死に言い訳してしまう。っていうか「別におまえのためなんかじゃないんだからねっ」って、俺はツンデレキャラか？　そんなことを考えてたら、ますます焦あせって俺はテンパりまくってしまう。


    「だっ、だから別におまえに礼を言われる筋合いは、これっぽっちも無いから！」


    「は？」


    　凛世はムッとして、腕組みしながら俺をにらんだ。


    「ちょっと！　女の子が追いかけてきてまでお礼を言ってるんだから、すなおに『どういたしまして』って言えないわけっ？」


    「どう見てもその態度に感謝の気持ちが感じられないのは、気のせいじゃないよな？」


    「とにかくっ！　『どういたしまして』って言えばいいのよ！」


    　凛世はじりじりしたようすで、俺の胸ぐらをつかんで乱暴にぶんぶん振った。脳ミソが思いっきりシェイクされて、俺は目から血を吹きだしそうになった。


    「どっ、どういたしましてっ、そして助けてぇぇぇぇぇぇぇ！」


    　俺は頭をガクガクされながら絶叫した。凛世はその声でハッとわれに返ったのか、俺の胸ぐらをつかんでいた手をパッと離した。頭グラグラ状態からいきなり手を離されて、俺は尻しり餅もちをついた。


    「いてっ！」


    「あっ、ごめんなさい！　だいじょうぶっ？」


    　え？


    　頭グラグラのせいで俺の脳ミソがどうにかなってたんじゃなかったら、今、凛世は俺に「謝った」？　そして「いたわった」？


    　いや、気のせいじゃない。だって尻餅をついた俺の横に凛世がひざをついて座り、紅潮した顔で心配そうに俺の顔をのぞきこんでいる。


    「ご、ごめん、わたしテンパっちゃって……その、こんなこと言うのはじめてだから……」


    　凛りん世ぜは、思いっきり焦りながら俺の顔をじっと見ている。何を言うのがはじめてだって？


    「あ、あのね……わたし、最初は今日きよう子こに好かれてる兄貴さんがうらやましくてねたましかったんだけどね」


    　凛世は肩をすぼめて地面にぺったり座りこみ、恥ずかしそうに俺から視線をそらして地面を見つめると、顔を真っ赤かにして一生懸命な口調で言った。


    「でも今は、兄貴さんみたいなお兄ちゃんがいる今日子がうらやましいって思ってるの」


    　な……何だそれはっ？　どういう意味なんだっ？


    「そのっ……兄貴さんは無愛想っぽいけど、ほんとはいつも今日子のために一生懸命よね。小さいころからずっと、自分のことより今日子のことを大事にしてたんでしょ。今日子を手に入れるために手段を選ばなかったわたしとは、全然ちがうわよね。だから今日子も兄貴さんのことを、信じてるし慕したってるのよね」


    「べ、別に俺はそんなに、妹のことを大事にしてた覚えはないけどっ？」


    　緊張しまくりながら、俺は言った。凛世は顔を上げて、俺に反論する。


    「そんなことないでしょ。今日子のためには命がけだったって今日子は言ってたよ」


    「このドンくさい俺が命がけとか、そんなヒーロー的行動取るわけないだろっ？　川で溺おぼれかけたり袋ふくろ叩だたきにされたり、そのたびに女の子に助けてもらってるような情けない男なんだぞ、俺はっ？」


    　謙けん遜そんじゃなくてほんとにそうだ、俺が妹のために命がけで何かしたことなんてあったか？　俺の記憶のかぎりにおいて、そんなことはぜったい無いんだが。


    「でも兄貴さんは、それ以上に助けてくれたもの……わたしのことも」


    　凛世が、俺をじっと見つめた。ほっぺたが赤かった。


    「わたしみたいなワガママな嫌いやな子、優しくて素直な今日子の足もとにも及ばないと思うけど……」


    　そこまで言って、凛世は一度ためらうように俺から視線を外はずした。そして視線を外したまま、力を振りしぼるようにして言った。


    「もしよかったら、許してくれるなら……兄貴さんに、わたしのお兄ちゃんにもなってほしいの」


    「へ？」


    　お兄ちゃんに……なる？　どういうこと？


    「養子縁組とかそういう話？」


    「じゃなくって！」


    　わーまた怒った！　俺はとっさに身構えたけど、今度は凛世も自分の怒りっぽさを認識しているのか、すぐに反省して荒らげた声をあわててもとに戻した。


    「あっ、ごめんなさい、そうじゃなくって……。兄貴さんには今日子がいるのはわかってるから……その、兄貴さんの妹の一人でいいから、ほんのはじっこのほうでいいから、わたしも入れてほしいってことなの」


    「それは養子縁組とどう違うんだ？」


    「だ、だからっ……要するに、兄貴さんのことを、兄貴って呼んでいいかってこと、なんだけど……いい？」


    　凛りん世ぜは真っ赤かになって必死に言ってるけど、何が要するになんだか、全然要点がわからないんだが。でもあまりにも凛世が真剣な顔をしてるから、またブチギレられたら困るしと思って、俺は頭をぽりぽり搔かきながら、


    「んー、まあ……わ、わかった。っていうか『兄貴さん』と『兄貴』にどんだけ差があるのかよくわからないけど、別に好きなように呼べばいいんじゃないの？」


    「ほんとっ？」


    　凛世は思いっきりうれしそうに笑うと、いきなり俺に飛びかかった。


    　しまった、俺また今何か地雷を踏んだのかっ？　凛世がはじめて俺にアプローチ（という名の攻撃）をしかけてきたときのこと、そして拉ら致ち誘ゆう拐かいをはじめとする俺に対する今までのさまざまな乱暴な行為がフラッシュバックして、俺は軽くパニクった。今度こそ殺されるかもっ、とまで覚悟して、俺はぎゅっと目を閉じた。


    　だけど……俺の首に回された凛世の腕は、やわらかくて優しかった。ふんわりとして、天使の羽みたいだった。
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    「……え？」


    　俺はおそるおそる目を開く。いつ、この腕にぎゅうぎゅう力が加わって扼やく殺さつされるかと思っていたけど、いっこうにそんなようすはない。凛りん世ぜは背伸びして、俺の首に優しく抱きついていた。そして、幸せそうな声で優しくつぶやいた。


    「ありがと……兄貴」


    　……えっ？


    　俺は呆ぼう然ぜんとしていた。凛世は俺の首から手をほどくと、急に恥ずかしくなったみたいで顔を真っ赤かにして、


    「あっ……そ、そうだ。今日きよう子こたち、遅いわね。さすがに迎えに行かないとやばいわよねっ？　わたし、ようす見てくる！」


    　焦あせったようすでそう言うと、お化け屋敷のほうへ数歩走りかけた。俺は相変わらず呆然とたたずんでいるだけだったけど、ふと凛世は振りかえって、


    「……あっ、兄貴さん！　勝手に帰らないでそこにいてよね、このあとみんなで絶叫コースター乗るんだから！　一人だけ一抜けたなんて、ダメなんだからねっ！」


    　と、俺に念を押してから、もう一度走りだして非常口からお化け屋敷の中に戻っていった。


    　俺はあいかわらず、呆然としたままだった。なかなか正気に戻れなかった。


    　だって……だってだぞ？　俺はモテないし、モテ期が来たと思ったのも妹のおかげでモテてたように見えてただけだし、っていうかそのモテ期とやらもほんとにモテてるって感じじゃなくてゾンビ映画でゾンビに追われてるテイストだったわけだし。


    　そう、妹はモテるけど、俺はモテないはずなんだ。そして凛世はガチ百ゆ合りのはずなんだ。なのに今のは何？　もしかして今のって……かぎりなく告白に近かったんじゃないのか？　この俺が告白されたってことか？　世の中はわからないことだらけだ。


    　でも一番わからないのは……妹にさんざん苦しめられて学習してきたはずの俺が、しかも凛世にはさんざんな目に遭わされたのに、凛世に「ありがと」と言われたあの瞬間、はからずもふがいなくも……。


    　あいつのことを、かわいいと思ってしまった。


    　そんな自分が俺は一番わからなかった。ただひたすら、とまどうばかりだった。


    「わーん！　兄あにっち、先に出てるなんてひどいよー！」


    　聞きなれた妹の泣き声を聞いて、俺はハッとわれに返った。


    　お化け屋敷の出口から飛びだした妹が涙目で、俺のほうへ走ってきていた。後ろのほうでは妹にぎゅうぎゅうしがみつかれたせいであろう、小こ麦むぎが窒息寸前の真っ青さおな顔をしてゼエゼエ言っていた。それを助けながら、凛世も歩いてきていた。


    「兄っち、もう置いてかないでよー！　ほんとに怖かったんだからー！」


    　妹は泣きながら、俺の首に抱きついた。凛りん世ぜとはまた違った、でもやっぱり優しくてかわいい、女の子のやわらかな腕だった。


    「こ……小こ麦むぎのほうがこわかったですよぉ……。キョコたんに抱きつかれてラッキーと思ってるうちに、お花畑のむこうでおじいさんがおいでおいでしてるのが見えてびびりまくりましたからぁ……」


    　小麦が死にそうな声でつぶやいた。こいつにはいい薬になったかもしれない、いやでも喉のどもと過ぎれば熱さを忘れるとも言うし油断はできないか。


    「そんな薄情な兄貴さんには、バツとしてみんなにフローズンをおごってくれるの刑でどうかしら？」


    　凛世が言いだした。おいおいおいおいっ、いきなり何を勝手に決めてくれちゃってるの？


    「やったー！　兄あにっち、あたしカルピスソーダね！」


    「兄貴さん、わたしはブルーハワイでお願い」


    「小麦はムラサキタマホコリカビとおそろいのファンタグレープがいいですぅ、お兄様ぁ♪」


    　約一名、むちゃくちゃ食欲を無くす発言をした奴がいるようだが。っていうか、フローズン三人分っていくらなんだっ？　六百円？　俺の一か月のこづかい（五千円）の一割以上かっ？


    　今まで強引にさそわれて妹と外出しても、たまにおごらされることがあっても妹一人分でよかったけど……三人分って、ちょっとキツすぎないか？


    「じゃあ待ってるから買ってきてね、兄っち♪」


    「注文まちがえないでよ、兄貴さん」


    「ゴチになりますぅ、お兄様ぁ～♪♪」


    　だまれっ、兄って呼ぶなーっ！


    　どんなにかわいくたって、妹なんか三人もいらない……るーるるーと涙にくれながら、俺は財布の中をじっとのぞきこむのだった。

  


  
    あとがき


    



    



    　ガガガ文庫でははじめまして、夏なつ緑みどりです。「女子モテな妹と受難な俺」を読んでくださってありがとうございます。いかがだったでしょうか？


    　そもそも私はかつて、妹萌もえというものがよくわかりませんでした。知人のマンガ家Ｎさんはあらゆる萌えに精通していて、私の萌え師し匠しようなのですが、この師匠ですら、


    「妹萌え？　そんなの、ファンタジーだから！　現実には存在しないから！　いや、二次元でも存在しないねッ！　妹とかウザいし、ありえないからッッ！」


    　と、力説していました。ちなみにＮさんには、リアル妹がいます。それもウザい妹ではなく、お兄ちゃん思いのすごく優しくて可愛い妹なのです。


    　なのになぜ……そんなハイスペック妹ですら、リアル妹とは兄を絶望させるだけの存在なのか……？　リアル妹のいる人はみんな「妹には萌えない」と言うので、妹がいる人は妹には萌えられないものだと、私はずっと思っていました。


    



    　が、ある日マンガ家Ｏさんと某ぼう編集さんと某編集長と四人で、ひつまぶしを食べにいったことがあって、そのときに話題にのぼったのが「ひつまぶしの正しい食べかた」と「妹萌え」でした。


    　ひつまぶしは、おひつに入ったきざみうな丼に、なぜか小さい茶碗としゃもじとダシと薬味とお茶がついていて、あまりにも部品が多すぎて迷ってしまうのですが、これは、しゃもじでおひつからうな丼を茶碗についで、一杯目はそのままうな丼として、二杯目からは薬味をかけたりお茶漬けにしたりして楽しむものらしい（某編集長談）。


    　そして妹萌えに関しては、妹がいる人もいない人も「理解できない」「妹には萌えられない」という共通認識だったのですが、Ｏさんがぽつりと、


    「でも、ぼくの友達は妹がいるんですが、妹萌えはアリの人なんです」


    　と、言いました。そこで某編集さんが、


    「それは妹萌えじゃなくて、妹に萌えているんじゃ？」


    　と、ツッコミを入れていました。


    　そのとき、私の脳にピキーンと電撃が走りました。


    　本気でリアル妹に萌えられるって（しかもそれを友達に公言できてしまうって）、どんなハイスペックな妹、あるいはどんな上級者の兄なんだろう……。そして、そんなかわいくて良い子な妹なら、当然学校でもモテモテなわけですよね。


    　でも、男子にモテモテの妹なんか、兄としても萎なえるだけのはず。だとすれば、女子校とかで女子にモテモテ……なのか？　それはつまり……ゴクリ。


    　と、よそ様の妹について勝手にそんなことを妄もう想そうしていたのですが、今回、その妄想をふくらませつつ（ふくらませるな）このお話を書きました。歴史と伝統ある小学館でこんなふざけた話を書いていいものかと非常に遺い憾かんですが、攻めなのにＭという謎の属性を持つキョコたんが可愛いので良しとします。何をだ。


    



    　明あ日す太たの過去のトラウマにちょっと説明されていない部分が残ってるのですが、これは担当さんに「この巻では、まだ全部説明しないで！」と、大人の事情で止めたからです。すなわち悪いのは担当さんなので、「モヤモヤするんじゃ！」というかたは、担当さんを恨うらんでください。


    　いずれ明日太のトラウマについて語れる機会をいただけたらいいな、と思います。要するにこの本が売れて、続巻を出せたら……というナマナマしい大人の事情なので、面白いと思っていただけましたら、ぜひとも購買・布教などよろしくお願いします。


    　ぎん先生、超かわいいイラストをどうもありがとうございました。今日きよう子この「キョコたん」の愛称は、命名Ｂｙぎん先生です。


    　それと全然関係ありませんが、同じ小学館の雑誌「ビッグコミック」で、私が原作を書いてちくやまきよし先生が作画をしているマンガ「獣じゆう医いドリトル」が連載中です。このマンガが現在ドラマ化されて、ＴＢＳ系列で日曜夜九時から放映中です。出演は小お栗ぐり旬しゆんさん・井いの上うえ真ま央おさん・成なり宮みや寛ひろ貴きさん・藤ふじ澤さわ恵え麻まさん・笠かさ原はら秀ひで幸ゆきさん・菅す田だ将まさ暉きさん・石いし坂ざか浩こう二じさん・國くに村むら隼じゆんさん、ほか豪ごう華かゲストと豪華動物たちです。とくに一話の馬、二話のイルカの演技がすごいです。ぜひぜひごらんくださいませ。


    　では、続巻が出てまたお会いできることを祈りつつ……。


    



    



    
      二〇一〇年十一月　夏緑＠ラーメンは細麺派

    

  


  
    夏緑


    Midori Natsu


    



    小説「ぷいぷい！」（ＭＦ文庫Ｊ）、科学書「遺伝子・ＤＮＡのすべて」（童心社）「免疫学がわかる」（技術評論社）など、多岐に渡って執筆。漫画原作「獣医ドリトル」がＴＢＳでドラマ化。
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